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第一章　異能回収代行業







　携けい帯たい電話が鳴ったのはノーマンの右の拳こぶしが男の肋ろつ骨こつを砕くだいたときだった。

　右の拳に続いて左の拳を顔面に叩たたき込む。左のストレートを顔面にもらった男が潰つぶされた鼻から血をまき散らしながら吹ふき飛とび、路地裏に置かれていたゴミ缶かんを巻き込んで倒たおれた。

　男がゴミまみれになって横たわるのを見届けると、ノーマンは濃のう紺こんのスーツの乱れを整えてから電話に出た。

「おれだ」

「あっ、ノーマンですか？　アイビスです。いまどこですか？　時間になっても来ないから心配しましたよう」

　聞き慣れた少女の声がスピーカーを通して耳に届く。

「舐なめやがって」

　カーゴパンツにタンクトップという格好をしたもうひとりの男がポケットから飛び出しナイフを抜ぬいた。展開された刃はは虫の羽音のような音を発している。『異能』の力による高速振しん動どうだ。

　男が振ふるう高速振動ナイフをノーマンは電話を耳にあてたままかわす。

　振動によって切れ味を増したナイフはノーマンの脇わきの煉れん瓦が塀べいを紙切れのように切きり裂さいた。

「いま滞たい納のう者しやの相手をしている。あとで折り返す」

「えっ？　ちょっとノーマ――」

　ノーマンがアイビスからの電話を切ると同時に、男が胸めがけて高速振動するナイフを突ついてきた。

　突き出だされたナイフを地を這はうような踏ふみ込みでかわすとともに相手の懐ふところに潜もぐり込む。一九十センチを超こえる長身のノーマンが視界から消えたことに男が目を瞠みはる。

　男の右手を掴つかむと、凄すさまじい力で男の腕うでを易やす々やすとへし折り、ナイフが握にぎられた右手を男の胸に押おし込む。高速振動する刃が胸に突き刺ささった。

　突き刺さったナイフは男の胸の内側を振動によって破は壊かいしていく。細かく泡あわ立だった血液が傷口から漏もれだし、タンクトップを赤く染めていった。

　男の口から迸ほとばしった絶ぜつ叫きようが路地に響ひびき渡わたる。男はナイフを引ひき抜こうとするがへし折られた右腕は思うように動かせず、刺さったナイフが瞬またたく間まに命を削けずり取とっていった。

　やがて、ナイフの振動が止まった。

　ノーマンが掴んでいた手を離はなしたとき男はすでに事切れていた。

　死体を路地に転がすと、ノーマンは最後のひとりに鋼はがねのように青い目を向けた。

　スキンヘッドに竜りゆうの入いれ墨ずみを入れた男が仲間の無残な死を目まの当あたりにして浮うき足あし立だつ。

「ちっ！　回収屋にでくわすとはな。でもな、俺おれはそいつらみたいにはいかねえぞ！」

　言いながらスキンヘッドの男が右の掌てのひらに赤々と燃えるサッカーボール大の火球を出現させる。先ほどの高速振動ナイフと同じく『異能』のなせる業わざだ。

「俺にはこのレオネス社製クラス２モデル『ブレイズ』があるんだからな」

　スキンヘッドは魅みせられたかのように掌の火球を見つめるとノーマンに向かってにやりと笑って見せた。

　男の胸には銀の台座に赤い石がはめ込まれたアミュレットがあった。

　スキンヘッドが大きく振りかぶるがノーマンは微び動どうだにしない。ただ退たい屈くつそうに男の頭の入れ墨を見つめていた。

「そおら、燃えちまいな！」

　叫さけびとともに火球が放たれる。火球は路地を明るく照らしながらノーマンに向かって飛んだ。

　ノーマンが指を鳴らすとメルカート社製クラス４モデル『モビルクレイ』が起動。異能の力によって音を立てて地面が隆りゆう起きし、アスファルトを突き破やぶった。瞬しゆん時じにノーマンの前に分厚い土の壁かべが形成される。放たれた火球は土の壁の表面を焦こがしただけで霧む散さんした。

　スキンヘッドが舌打ちした。

「それがてめえの異能か！」

　スキンヘッドはもう一度掌に火球を出現させる。土の壁を回り込んで再び火球を見み舞まおうとするが、足が地面から離れない。目をやるとブーツが凍こおりついて地面にへばりついていた。土の壁で火球を止める間に起動していた、ノーマンのオルター社製クラス３モデル『ＴＤ‐０３』によって放たれた冷気のせいで凍とう結けつさせられたのだ。

「二つ目の異能だと！　くそっ！　このっ！」

　必死で動かそうとするが凍りついたブーツはびくともしない。

　もがく男に、霧きり島しま産業社製クラス３モデル『鳴なる神かみ』の高圧電流を右手に纏まとったノーマンが迫せまる。

「なっ！　一体いくつ異能をもってやが――」

　言いきる間もなく紫むらさきに光る掌が打ち込まれた。

　紫し電でんをその身に受け、全身を電流が駆かけ巡めぐる。

　電流が男の意識を刈かり取った。

　気絶した男は地面に突っ伏ぷすと体を痙けい攣れんさせた。

　ノーマンは先に倒した二人に近づくと、それぞれが首からかけている銀の台座に赤い石がはめ込まれたアミュレットをもぎ取る。もぎ取ったアミュレットを異能回収用の携帯電話であるＱ‐ｐｈｏｎｅに近づけるとＱ‐ｐｈｏｎｅを操作し、異能を回収する。異能を抜き取られたアミュレットから赤い色が抜け、透とう明めいな石に戻もどった。二人からの回収が済むと、地面に突っ伏したスキンヘッドに歩み寄る。蹴けり飛ばして体を仰あお向むけにさせると胸の赤いアミュレットに手をかける。

　先ほどと同じようにＱ‐ｐｈｏｎｅをアミュレットに近づけ、異能の回収作業に入ったところで異変に気付いた。

「なんだ、こいつは滞納者じゃなかったのか」

　Ｑ‐ｐｈｏｎｅのエラー表示を見ながらノーマンは言った。

　男の赤いアミュレットを手放すとノーマンは歩き出した。アイビスが待つ債権回収機構リポゼツシヨンエージエンシーボトルフ支部に向かって。

　銀の台座に黒い石がはめ込まれたアミュレットを胸に輝かがやかせて。




　数十年前、第三次世界大戦が起こった。

　それは国家間の戦争ではなかった。

　戦ったのは国家と企き業ぎようだ。

　大戦勃ぼつ発ぱつの数年前、突とつ如じよとして七つの巨きよ大だい企き業ぎようが全世界に向けて新商品の発表を行った。

　その商品とは『異能』である。

　現実に存在する企業が、虚きよ構こうの世界にしか存在しないはずのものを販はん売ばいすることを宣言したのだった。

　発表会では簡単な実演も行われ、『異能使い』達たちが手のひらの上に火球を出現させてみたり、コップに入った水を一いつ瞬しゆんで凍らせたりする映像が流れた。企業によればこれらの異能は誰だれにでも容易に扱あつかうことができ、今回実演したこと以外にも様々なことを可能にするという。

　発表はほとんどの人間に冗じよう談だんとして受け止められた。

　だが、一週間たっても、二週間たっても発表の訂てい正せいも撤てつ回かいもなされることはなく、ついに『異能』の発売日を迎むかえ、実際に販売が開始された。しかし、異能などという馬ば鹿かげた商品など信じない者が圧あつ倒とう的てき多数で、高価だったこともあり、食いついたのは一部の好こう事ず家かのみだった。

　販売された『異能』を手に入れ、『異能使い』となった一部の者たちによって『異能』の力が本物であることが徐じよ々じよに証明され始めると人々の反応は変わっていった。

　人々が異能の販売店に押し寄よせ、次々と異能使いが生まれるのに大した時間はかからなかった。異能によって、ある者は筋力を強化して片手で車を持ち上げ、ある者は大気を操作して砂さ漠ばくに雨を呼び、ある者は不治の病を治して見せた。

　異能は世界を変えた。

　どちらかといえば悪い方向に。

　いち早く異能の有用性に気づいたのは犯罪者たちだった。法ほう執しつ行こう機関は火か炎えん放射器並みの猛もう火かを口から吹き出す暴漢や銀行の金庫室へと瞬しゆん間かん移動して現金を奪うばう泥どろ棒ぼう、銃じゆうで撃うたれても瞬時に体を再生させて人々を襲おそい続ける殺人犯、被ひ害がい者しやの記き憶おくを操作して金をだまし取る詐さ欺ぎ師しなどへの対応に追われた。

　異能による犯罪が多発する状じよう況きようになっても、企業は異能の販売を自じ粛しゆくしたりはしなかった。それどころか誰だれ彼かれかまわずに異能を売りさばき、火に油を注いでいった。

　事態を重く見た国家群はついに七大企業に対し異能の販売停止および売った異能の回収への協力を命じた。

　しかし、企き業ぎよう側がわはこれを拒きよ否ひし、あろうことか国家群に対し宣戦を布告した。

　誰もが思った。勝つのは国家だと。

　企業側には異能があるとはいえ法執行機関の戦力でも一応は異能使い達を鎮ちん圧あつできていたのだから軍を投入すれば企業に負けるわけがない。敵である企業の本ほん拠きよ地ちが自国領土のど真ん中にあるという状況は厄やつ介かいだが戦力差で圧あつ倒とうすればよい。国家側はそんな風に考えていた。

　現実は違ちがった。

　企業側が投入した戦力はすべて合わせても一万人ほどだった。しかしその一万人が持っていたのは、それまで企業が販売していた異能とは比べ物にならないほど強力な異能だった。最初から国家群の打だ倒とうを目的としていた七大企業は強力な異能を売らずに隠かくし持もっていたのだった。

　隠し持っていた異能を振るう企業側の部隊はまさに虚構の世界の怪かい物ぶつだった。彼かれらの圧倒的な力によって国家群の戦力は瞬またたく間に粉ふん砕さいされていった。

　終わってみれば宣戦布告から一年足らずで国家群は七大企業に降こう伏ふくし、世界は企業支配の時代を迎えていた。




　路地裏での戦せん闘とうを終えて債権回収機構ボトルフ支部に着いたノーマンを迎えたのは怒ど気きを帯びた少女の声だった。

「遅おそいじゃないですか！　折り返し電話するんじゃなかったですか！」

　ノーマンは声の主がいる受付のデスクに目を向ける。腰こしまで届く豊かな銀の髪かみ、深い緑の瞳ひとみ、鮮あざやかな赤のワンピース。それらは空中に映し出された小さな立体映像の少女に備わっている。

　ノーマンを出で迎むかえた立体映像の少女、これが債権回収機構ボトルフ支部の最高責任者、アイビスだ。彼かの女じよはＡＩであり、債権回収機構ボトルフ支部はこのＡＩによって管理されている。

「忘れていた」

　ノーマンが淡たん々たんと答える。

「少しはすまなそうに言ってほしいです」

　アイビスがため息をつく。

「にゃはは、怒おこられてるー」

　オフィスの回転椅い子すに腰かけたパンツスーツ姿の小こ柄がらな少女がくるくると回りながら言った。女性らしいとは言い難がたい体形だが、黒い瞳は大きく、楽しげに輝いている。左右でくくられた少女の長い黒くろ髪かみは椅子の回転による遠心力を受けて浮うき上あがっていた。

「なんだ、リンもいたのか」

　オフィスの方へ足を踏み入れるとノーマンが少女のほうを見やる。

「久しぶりー、元気してたー？」

　リンと呼ばれた少女はノーマンに言った。

「まあな」

　ノーマンはそっけなく返事を返すと久しぶりに自身のデスクに腰を落ち着けた。

「相変わらずクールだねー。アイビスなんてあたしが支部に着いてから聞いてもいないこと二十分も喋しやべりっぱなしだったのに」

「き、聞いてもいないですって！　あんなに楽しそうに相あい槌づち打ってくれてたじゃないですか！」

　アイビスの立体映像が受付のほうからオフィスへと飛んできた。

「あたし途と中ちゆうから『すごいね』と『そうなんだ』しか言ってなかったんだけど」

　頬ほお杖づえを突きながらリンが言った。

「…………言われてみれば！」

　まともに相手にされていなかったことにようやく気づいたＡＩの少女が驚きよう愕がくする。

「あっ、ノーマンさんも来たんですね。ちょっと待っててください、いまコーヒー淹いれますから」

　リンとアイビスのやり取りには一いつ切さい関かかわらずにデスクの整理をしていたノーマンに、今度はキッチンから顔をのぞかせた少年から声がかかった。

「ジンもいるのか」

　少し意外そうにノーマンが言った。

「はい、僕ぼくもアイビスに呼ばれまして」

　三つのカップを載のせたトレイを持って出てきた少年が答えた。穏おだやかな光をたたえる黒い瞳をもち、肩かたまで伸のびた髪を後ろでひとまとめにしている。リンとさほど変わらない身長の体にはスーツがあまり似会っていない。

「それで、一体何の用で呼びつけたんだ？」

　ジンからカップを受け取るとノーマンが言った。

「そーそー、『緊きん急きゆうの用件だから集合』なんて言われたからあたしなんてスーツ着てきたんだよスーツ。窮きゆう屈くつで仕方ないよ」

「一応僕らは業務中はスーツ着てないといけないんだけどね。首からアミュレットぶら下げるからネクタイはしなくていいけど」

「ジンもスーツ似合ってないんだから私服で仕事すればいいのに」

「規則は規則だから」

「ジン君の言う通りなのです。債権回収機構専属の回収人なんだから規則は守ってもらわないと困るですよ」

「この真面目っ子どもめ」

　リンが舌を出す。

「結局用件は何なんだ？」

　改めてノーマンが聞いた。

「ふふふ、それは後のお楽しみです。ここに来る途中で異能を回収してきたですよね？　先にそっちを見せてほしいです」

　もったいぶった調子でＡＩの少女は答えた。

「クラス１が二つだ。今送る」

　ノーマンがＱ‐ｐｈｏｎｅを専用の装置にセットし、回収した異能を送信する。

「おっ！　来た来た、来ましたよ！　二つですね。だから今月に入ってノーマンが回収した異能の数は……三十！　ふえーー！　相変わらずいい仕事してますねノーマン！　上司であるわたしも鼻が高いですよ！　これで勤務態度――というかわたしへの接し方――がもう少し良ければ完かん璧ぺきなのになあ……」

　驚おどろき、喜び、落らく胆たんとコロコロと表情を変えながら感想を漏らすアイビス。

「すごいねノーマン！　あたしなんて今月入ってまだ五個しか回収してないのに」

　いつの間にか椅子から降りてノーマンの隣となりまで来ていたリンが、五指を伸ばした左手を見せながら言う。その右手にはコーヒーカップが握られている。

「三十ですか。相変わらずすごいなあ。僕も頑がん張ばらないと」

　コーヒーに口をつけながらジンも感心した様子で言った。

　債権回収機構の仕事はその名の通り債権の回収だ。ここでいう債権とは企業が売った異能のことだ。この組織では異能購こう入にゆうの際にローンを組んだものの、返済が滞とどこおった人間から強制的に異能を取り立てることを生業にしている。

　企業からの異能の購入に必要なのは簡単な書類の記入、そして金だ。

　ただし、ほとんどの異能は購入の際にローンを組むことが可能で、購入者の多くはローンを組んで異能を購入している。だが、返済能力の審しん査さは非常に甘あまく、最低限の頭金さえそろえることができれば、たやすくローンが組めてしまう。

　当然のことながら返済は滞る。

　そこで債権回収機構の出番だ。彼らは異能を売った企業から滞納者の情報を提供してもらい、異能の回収に向かう。このとき、ほとんどの回収人は武装している。滞納者からの攻こう撃げきに対たい抗こうするためだ。

　ローンの支し払はらい期き限げんを過ぎても購入された異能は消えたり使用できなくなったりすることはない。このため、回収に向かった者を異能の力で返かえり討うちにしようとする滞納者が多数現れる。こういった滞納者に対抗するために回収人は武装している。

　なお、支払期限を過ぎても異能が使用できるようになっているのは滞納者のためではない。企業のためだ。人々にローンを組むことを躊ちゆう躇ちよさせないようにするための措そ置ちである。

「ジン君はともかく、リンちゃんにはほんとに頑張ってもらう必要があるです。別にノルマがあるわけじゃありませんが、このままだと査定に響くですよ」

　債権の回収人は二種類いる。債権回収機構に雇やとわれている専属の回収人と雇われていないフリーランスの回収人だ。

　滞納者の情報は一いつ般ぱんに公開されており、異能回収のためのアプリケーションがインストールされた専用携帯電話であるＱ‐ｐｈｏｎｅを購入し、債権回収人として債権回収機構に登録すれば誰でも滞納者から異能を取り立てることができる。

　そして、回収人として実績を積むと債権回収機構から声をかけられることがある。この誘さそいに応じると専属の回収人として債権回収機構の各支部に登録される。

　フリーランスの回収人と違い、専属の回収人には毎月給きゆう与よが支給される。また、滞納者の情報も優先的に提供してもらえるようになる。

　専属の回収人に与あたえられている権限は大きく、取り立ての過程であれば傷害や器物損そん壊かいどころか殺人でさえも免めん責せきされてしまう。特権階級ともいえるが、何人もの回収人を返り討ちにした強力な滞納者からの取り立てを依い頼らいされたりもするため高い能力が要求される。

「はーーい！　リン・キリシマがんばりまーーす！」

　元気のいい返事とともに勢いよくリンの右手が上がる。コーヒーで満たされたカップを持ったまま。

　慣性の法則に従って黒い液体がカップから解き放たれ、万ばん有ゆう引力に従って落下する。

「ぎゃーー！　ショートするですーー！」

　自身の映像を投とう影えいするプロジェクターにコーヒーをかけられたアイビスが叫ぶ。

「うわっ！　リン！　何やってんのさ！」

　ジンが慌あわててハンカチを取り出し、こぼれたコーヒーを拭ふきとりにかかる。

「にゃはは、ごめんごめん。でもそのプロジェクターって防水でしょ」

　詫わびつつもリンが言った。

「そうですけど心臓に悪いです」

　むすっとしたアイビスが言った。

「心臓、あるんですか？」

　コーヒーを拭き終わったジンがアイビスの胸に目を向ける。

「なっ！　どこ見てるですか！　えっち！」

　ジンの視線を遮さえぎるように赤いワンピースに包まれた胸を両手で隠す。

「えっ！　いや、僕はそんなつもりは――」

「まあまあ、ジンくんもお年とし頃ごろだもん。しょーがないよ」

　にまにまと笑いながらリンが顔を出す。

「いや、僕はただアイビスに心臓はあるんだろうかと思っただけで――」

「嘘うそです。情欲にまみれた目でわたしの胸を舐めまわすように見ていたですよ」

「ちらっと目を向けただけですよ！」

「こーゆーおとなしそうなタイプほど頭の中ではとんでもないこと考えてるですよ」

　ジンの反論は聞こうともせずリンのほうに身を寄せ、持論を披ひ露ろうするアイビス。

「うわ～～。キモ～～い」

　リンはアイビスに調子を合わせる。その眼めにはいたずらっぽい光が宿っていた。

　見る見るうちにジンの顔が赤く染まる。

「ぼ、僕はそんなこと考えてなんか……」

「じゃあ、どんなこと考えてるですか？」

　アイビスが両手で胸を隠したまま疑わしげな視線を向ける。

「そ、それは…………世界平和、とか？」

　ジンが必死で絞しぼり出した答えがそれだった。

「なんで疑問形なんです？」

「…………」

　ジンは無言でアイビスから目をそらした。

「やっぱり、人には言えないようなことを考えてるですね。男はみんなケダモノです。リンちゃんも気をつけないと駄だ目めですよ」

　軽けい蔑べつの念がこもった目で答えに窮きゆうするジンをアイビスが睨にらむ。

「はーーい！」

　再び威い勢せい良く右手を上げるリン。

「なんでこんなことに……」

　がっくりと肩を落とすジン。

「ところでハワードはどうした？　ジンとリンがいるならあいつも呼んだんじゃないのか？」

　うなだれるジンのことは気にもかけずにコーヒーをすすっていたノーマンが聞いた。

「ハワードですか……いることはいるんですけどね……」

　アイビスがため息をついてトイレのほうに目をやる。つられてノーマンもトイレのほうに目を向けるとトイレの扉とびらの奥おくからうめくような、すすり泣くような男の声が聞こえてきた。

「ハワードか？」

　ノーマンが聞く。

「昨日酒場で美人のおねーさん見つけて口説こうとしたらしいんだけど、おっちゃんってばお酒弱いから自分だけ潰れちゃって、その隙すきに財さい布ふ盗ぬすまれちゃったんだって。で、今はトイレにこもって泣きながら吐はいてるってわけ」

　リンがノーマンに答えた。

「大だい丈じよう夫ぶですかね？　もうかれこれ十五分近く粘ねばってますけど」

　腕うで時ど計けいに目を落としながらジンが言った。

「あのダメ中年のことはほっとくのです。出てきたところでしばらく使い物にならないですよ」

「ハワードのことはわかった。それで要件は何なんだ？　いい加減答えてもらうぞ」

　ノーマンが言った。

「そうでした。実はわたしに新しい機能が追加されたので、その連れん絡らくのために来てもらいました」

「へー、そうだったんですか」

　興味がなさそうなジン。

「帰っていい？」

　ジンと同様のリン。

「そんなことのために呼んだのか」

　呆あきれた様子のノーマン。

「そんなこととはなんですか！　見て驚くがいいです！　ノーマン！　Ｑ‐ｐｈｏｎｅを出してください！」

　怒って両腕を振り回まわしながらアイビスが言う。

「これでいいのか？」

　言われたとおりにノーマンがＱ‐ｐｈｏｎｅを取り出す。ジンとリンもノーマンに近づいてＱ‐ｐｈｏｎｅを覗のぞき込む。

「ふふふ……いきますよ。それっ！」

　掛かけ声ごえとともに目の前からアイビスの姿が消える。次の瞬間、アイビスが再び現れた。

　ノーマンの手元に。手に持ったＱ‐ｐｈｏｎｅの中から。

「おおー！　すごいすごい！　アイビス出てきた！」

「このＱ‐ｐｈｏｎｅにプロジェクターとしての機能が備わってるのは知ってましたが、こんな風に使うなんて思いませんでしたね」

　驚いた様子を見せるリンとジンに対して、ノーマンは何か考えるようにＱ‐ｐｈｏｎｅから出現した上司の姿を見ていた。

「どうですかこの新機能。すごいでしょう。これでいつでも一いつ緒しよですよノーマ――」

　みなまで言わせず、Ｑ‐ｐｈｏｎｅを胸のポケットにしまう。

「はわー！　暗いですよー！　出してくださーい！」

　立体映像の少女が消え、Ｑ‐ｐｈｏｎｅから悲鳴が轟とどろく。

「にゃはははは！　アイビス消えちゃった！」

　リンが笑い転げる。

「障害物があると映像は駄目なのか……だが声は出せるわけだな」

　ノーマンは淡々と分ぶん析せきする。その間も出してーというアイビスの声が響き続ける。

「そろそろ出してあげた方がいいんじゃないですか」

　ジンが助け船を出した。

　ノーマンはＱ‐ｐｈｏｎｅをポケットから出した。

「ぷはーー。い、生き返りましたあ」

　再び立体映像を出現させることができたＡＩの少女はぐったりした様子で言った。

「お前に生死の概がい念ねんがあるのか？」

「うるさいのです！　真まっ暗くら闇やみの中に閉じ込められる気持ちはノーマンにはわからないですよ！」

　憤ふん慨がいしたアイビスが言った。

「まあ、機能に関してはよくわかった。滞納者リストの更こう新しん情報を調べるから消えてくれ」

　ノーマンが言った。

「がーん！　せっかくの新機能なのに反応鈍にぶくないですか？」

「いいから、早く」

　手を振ってアイビスに消えるよう促うながす。

「犬や猫ねこみたいに扱わないで欲ほしいです！」

「アイビス、アイビス！　今度はあたしのにおいでよ」

　はしゃぎながらリンがアイビスを誘う。

「いいですよ。じゃあリンちゃんの方に移りますね」

　ノーマンのＱ‐ｐｈｏｎｅから姿を消し、リンのＱ‐ｐｈｏｎｅから立体映像を出現させるアイビス。

　立体映像の出現を確かく認にんしたリンはにんまりと笑い、

「……えい」

　Ｑ‐ｐｈｏｎｅをポケットにしまった。

「またですかーー！　なんてことするですかーー！　暗いですよーーー！」

　再び響くＡＩ少女の絶叫。

　再び笑い転げるリン。

「うぬぬ……わたしだってやられっぱなしじゃないですよ。かくなるうえは……とうっ！」

　今度はジンのＱ‐ｐｈｏｎｅに移るアイビス。

　しかし、それはすでにポケットにしまわれていた。

「なんでですかーー！」

　三度目の絶叫。

「いや、なんとなく僕もやらなきゃいけないかなって思いまして」

「そんなところで空気読まないでーー！　ええい、こうなったら最後の手段です、とうっ！」

「あれ？」

　Ｑ‐ｐｈｏｎｅをポケットから取り出したジンがアイビスの姿が投影されていないことに気づく。

「リンの方じゃないよね？」

「こっちには来てないね」

　自身のＱ‐ｐｈｏｎｅを確かめたリンが答える。

「ノーマンさんの方でもないし……」

　リンとジンでノーマンの手元のＱ‐ｐｈｏｎｅを覗き込む。

「となると――」

　リンとジンの視線がトイレの方に向く。

「よーやく明るいところに出たです……ってどうしたですかハワード？　そんなに青い顔して……え？　もう無理って何が……はっ！　堪たえるです堪えるですよハワード！　ハワードならきっと呑のみ込めるで……ぎゃああああああああ！」

　トイレから鶏にわとりを絞しめ殺ころすような悲鳴が響いた。

「あーあ」

「やっちゃったみたいだね」

　リンとジンが顔を見合わせる。

「ひ、ひどい目にあったです……びちゃって、びちゃってハワードのゲロがびちゃってかかって……」

　しばらくして、支部のプロジェクターから立体映像を出現させたアイビスがうわごとのようにつぶやいた。

「ご愁しゆう傷しよう様さまです」

　リンとジンが揃そろって合がつ掌しようした。

「少し黙だまってもらえると助かるんだが……ん、これは……」

　淡々とＱ‐ｐｈｏｎｅを操作していたノーマンがつぶやいた。

「どうかしましたかノーマン？」

　ショックから素す早ばやく立ち直ったアイビスが尋たずねた。

「クラス６の滞納者情報が更新されている」

「クラス６！　大物じゃないですか！　どこですか？　さっそく一緒に行きましょうよ！」

「おい、待て、ついて来る気なのか？」

　苦い表情を浮かべたノーマンが言った。

「あったりまえです！　そのための新機能ですから！　……ってなんでみんなして嫌いやそうな顔するですか！」

「なんでって、そりゃあねえ……」

　リンがジンの方に目を向ける。

「いや、僕の方に振られても」

「えっ！　嫌じゃないの？　アイビスのことだから仕事関係なく出てきて絡からんでくるよ、きっと」

「あー、それは困りますね。うっとうしいし」

　顎あごに手を当ててジンが考え込む。

「がーーん！　二人ともわたしのことをそんな風に思ってたですか？　わたしは二人のことを上司と部下の関係を超えたお友達だと思ってたのに！」

　アイビスが抗こう議ぎする。

「えっ？」

　二人はＡＩからの友達宣言に心底意外そうな顔をした。

「いや、なんですかその『なに寝ね言ごといってんだこいつ』みたいな反応は。もしかして友達だと思ってたのわたしだけですか？」

　おそるおそるアイビスが尋ねる。

　ジンとリンはそろってこくりとうなずいた。

「差別です！　これは差別ですよ！　わたしの心は海よりも深く傷ついたです！　回収機構の労働組合に訴うつたえてやるです！」

　激高したアイビスがまくしたてる。

「回収機構に労働組合なんてあったっけ？」

　リンがジンに聞く。

「ないね。うちはほら、ブラックだから」

「もういいです！　わたしはノーマンについて行くですよ！　いいですよね！」

「滞納者の住所はバリオスなんだがそれでも来るのか？」

「え？」




　次の日、ノーマンは支部の近所のレストランでジン、リンとともに朝食をとった。その後回収業務に向かった二人と別れ、昨日予約したバリオス行きの高速鉄道の発車時刻を待つ間、支部前の通りをあてもなく歩いていた。

　ノーマンの前に老ろう婆ばがよろよろと歩み出てきた。何日も洗っていないことが一目でわかる傷いたんだ長い髪にみすぼらしい身なりをした老婆だった。

「旦だん那な、お恵めぐみくだせえ」

　すがるような表情を浮かべ、言葉とともに両手で持ったスープの空あき缶かんをゆっくりと差し出してきた。

　ノーマンは老婆の目の前で足を止めると腰こしの後ろにつけたホルスターから四八口径のリボルバーを抜ぬいた。大きな撃げき鉄てつを片手で起こす。

　銃じゆう口こうを向ける相手は老婆ではない。

　ノーマンの右斜ななめ後うしろで拳けん銃じゆうを抜いたデブだ。

　無造作に銃口だけを男に向け、老婆のほうに顔を向けたまま振ふり向むきもせずに引き金を引く。銃じゆう弾だんは脂し肪ぼうで覆おおわれた男の胸を撃うち抜き、心臓を引きちぎり、背骨を砕くだいた。

　銃じゆう声せいが通りに響ひびき渡わたる。

　通りにいる人々の動作が止まり、辺りに静せい寂じやくが満ちた。

　周囲のいくつもの目が見つめる中、ノーマンは胸から血を噴ふき出だして倒たおれた男に悠ゆう々ゆうと歩み寄ると左側頭部にもう一発撃ち込んだ。大口径の銃弾は頭ず蓋がいの中でエネルギーを解放し、男の頭部をほとんど吹ふき飛とばした。

　二発目の銃声が静寂を破った。悲鳴がとどろき、人々が逃にげ惑まどう。

　喧けん騒そうの中、ノーマンは四八口径をホルスターに収め、慣れた手つきですばやく死体のジャケットとズボンのポケットを探さぐった。出てきたのは財さい布ふと古い型の携けい帯たい電話。財布には現金は詰つまっていたが身分証の類はなかった。

　死んだ男の手に握にぎられた銃に目を向ける。銃口にサプレッサーがねじ込まれた拳銃。手に取って見てみると製造番号は削けずり取とられていた。

　携帯電話を懐ふところに収めると、デブの頭を吹き飛ばした四八口径を右手に、死体から奪った財布を左手に持ち、老婆に向かって歩いた。通りはパニックになっており、誰もノーマンを止めようとはしなかった。

　デブの死を目まの当あたりにした老婆はうずくまって震ふるえていた。今度は老婆に四八口径の銃口を向ける。撃鉄を起こす。

「ひっ！　ゆ、許して下せえ！」

　老婆は先さき程ほどまでの緩かん慢まんな動作とは打って変わった素早い動きで両手を上げた。

「婆ばあさん、誰に頼たのまれた？」

「あ、あの男に……あなたに撃たれた男に頼まれて、その……」
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　老婆は目を背そむけながら震える指で死体を指さした。

「なるほどな。……婆さん、礼だ」

　ひとつうなずくと死体から奪った財布を老婆に投げる。

　老婆は短い悲鳴を漏もらしながら投げられた財布を避よけると、路地に向かって駆けて行った。

「なんだ。恵んでほしいんじゃなかったのか」

　少し不満そうにノーマンが言った。




　旅行用のトランクを持ってボトルフ支部のドアを開けたノーマンの耳にアイビスが怒ど鳴なる声が届いた。

「ほら！　きびきび動くです！　まだ汚よごれが残ってるですよ！」

　立体映像の少女がトイレで中年の男を叱しつ責せきしていた。

「何が悲しくて自分のゲロを拭かなきゃならねーんだよ。掃そう除じなら清せい掃そう員いん呼べばいいじゃねーか。そうだ、メイドさん呼ぼーぜ、メイドさん。若くてかわいい娘こ」

　トイレにモップをかけながらハワードが愚ぐ痴ちる。鍛きたえ抜かれた体にエプロンを纏まとい、ゆるくウェーブがかかった茶色の髪は頭に巻いたバンダナで隠されている。

「若くてかわいいメイドさんに自分のゲロの掃除をさせる気ですか？」

　アイビスがハワードをじろりと睨む。

「ふむ…………それもよくね？」

　モップの柄えをあごにあててしばらく考え込んでからハワードが言った。

「朝っぱらから見事なクズっぷりですね。反吐へどが出そうですよ」

　アイビスが吐き捨すてる。

「おい、アイビス。駅へ行くぞ」

　開け放たれた男性用トイレのドアから顔を出したノーマンが言った。

「ふえ？　ノーマン？　バリオスへの列車の時間はまだ先なんじゃないですか？」

　アイビスが大きな緑の目をしばたたかせた。

「ノーマーン、お前からも言ってやってくれよー、お前だって好きだろーメイドさん」

　にやにやと笑いながらハワードが近づいてくる。

「寄るな。臭においが移る」

　狭せまいトイレの中で器用に繰くり出された蹴けりがハワードの股こ間かんをとらえた。

「おまっ……メイドさん呼ぶ意味がなくなっちまったらどうする気だよ……」

「知ったことか」

　股間を押さえて悶もん絶ぜつするハワードを見下ろしてノーマンが言った。

「無様ですね……それで、なんでこんなに早く行くんですか？」

　白い目でハワードを見ながらアイビスが聞いた。

「表の通りで人を殺した。民警に捕つかまると面めん倒どうだ。早めに出てバリオスでほとぼりを冷ます」

　ノーマンの言葉がアイビスの頭の中で反はん芻すうされる。

「ああ、人を殺しちゃったですか。そうなると確かに面倒ですねって、……ええーーーーー！」

　アイビスの絶ぜつ叫きようは長く響いた。







第二章　招かれざる客







「ここがマフィアが支配する場所か……」

　バリオスの駅に降り立ったノーマンが呟つぶやいた。

　支部のあるボトルフから高速鉄道で揺ゆられること四時間、バリオスの中央駅の前には大型の商業施し設せつが立ち並び、昼時ということもあって多くの人々が行き来している。ノーマンがたどりついたバリオスは一見しただけでは取り立てて変わったところのない場所に見えた。

「はいです。ここがバリオスです。第三次世界大戦以前からこの地域を牛ぎゆう耳じっていたウォーラーファミリーは大戦後の混乱期に完全にこの地域を掌しよう握あくしました。その後、企き業ぎよう支配の時代を迎むかえてもウォーラーファミリーの力は衰おとろえておらず企業の力もここには及およばないのです」

　ノーマンのベルトに取り付けられたホルダーに収まったＱ‐ｐｈｏｎｅから立体映像の体を出現させると、気落ちした様子でアイビスが言った。

「どうかしたか、アイビス？」

「なな、なんでもないですよ。わわ、わたしはいたって普ふ通つうです」

　胸を張って見せるアイビスだったが赤いワンピースを身に着けた立体映像の体は小刻みに震え、目は泳いでいた。

　バリオス。北アメリカ大陸南なん端たんに位置するこの地域は企業の支配が及ばない数少ない場所のひとつだ。異能を販はん売ばいしている七大企業のひとつであり現在北アメリカ大陸を支配しているレオネス社の勢せい力りよく圏けんと、同じく七大企業のひとつで南アメリカ大陸を支配しているメルカート社の勢力圏のちょうど中間にあり、空白地帯となっていた。それに加え、国家群が健在だったころから麻ま薬やく取引が生み出す莫ばく大だいな金の力で実質的にマフィアが牛耳っていた地域でもあった。バリオスでは第三次世界大戦後の混乱期にマフィアが公おおやけに支配者として君臨することとなり、現在に至ってもその影えい響きよう力りよくは衰えていない。

「マフィアが支配しているっていっても、けっこう普通ですね。レオネス社の勢力圏にあるボトルフとそんなに違ちがわないですし、レオネス社やメルカート社と戦争してるって感じでもないですし」

　きょろきょろと辺りを見回しながらアイビスが言った。

「レオネスやメルカートの力をもってすればこんな場所は何時いつだって潰つぶせる。戦争にもならん。害があるわけでもないから見み逃のがされているだけだ」

「どっちも意外と太っ腹ですね」

「そういうわけでもないだろうが……、まずは登録された住所に向かうか」

　ノーマンはＱ‐ｐｈｏｎｅで最も寄よりのレンタカー会社の住所を調べ、そこへ向かった。

　ありふれたセダンを借りた。レンタカー会社での店員の応対も料金設定もいたって普通で、やはり特とく殊しゆな地域にいるという実感は持てない。

　借りたセダンに乗るとエンジンをかけ、異能購入の際に企業に登録された住所に向かう。

「人を殺しちゃったですよね？　ほんとに逃げてよかったですか？」

　車中でアイビスがおずおずと話しかけてきた。

「正当防衛だからどうせ免責されるが、民警に捕まると事情聴ちよう取しゆだなんだで手間がかかるからな」

　フロントガラスから目を離はなさずにノーマンが答える。カーナビに従って右にハンドルを切る。

「あうう……わたしとしては正規の手順を踏ふんで欲しいです」

「面倒だ」

　今度は左折。

「はあ……そう言うと思ってました。もういいです。それで、襲おそってきたのが誰だれかわからないんでしたっけ？」

　深いため息をついてアイビスが言った。

「ああ。身分証はなかったし、携帯の方にもデータは残っていなかった」

「手が込んでるですね」

　アイビスは顎に手を当てて考え込んだ。

「サプレッサー付きの拳銃まで用意してるところを見ると、おおかた殺し屋派遣会社マーダーインクだろう」

　国家群の敗北により企業支配の時代を迎えても殺人が違い法ほうであることに変わりはない。しかし、この手の非合法な企業は第三次世界大戦以前に比べて格段に活動しやすくなっていた。

「そんなのに狙ねらわれてるですか！　誰に恨うらまれてるですかノーマン？」

「心当たりがありすぎてな」

　ノーマンは首をかしげた。

「一体どんな人生送ってるですか……」

　立体映像の少女が青ざめた。

「お前みたいな引きこもりとは違うのは確かだな」

「失敬な！　昔はわたしだって外で活動していたのですよ！」

「お前を債権回収機構リポゼツシヨンエージエンシーのマスコットにしようとした件のことか？　あれが頓とん挫ざしたせいで回収機構は少し傾かたむいたらしいぞ」

「マスコットじゃなくてヴァーチャルアイドルなのです。過ぎたことは仕方ないのです。ヴァーチャルアイドル計画が頓挫したおかげでわたしがボトルフ支部に派は遣けんされることになったんですよ。こうしてわたしとドライブできるのですから、ノーマンは計画が失敗したことに感謝するべきなのです」

「……はっ」

「鼻で笑われたのです。なんという屈くつ辱じよくでしょう」

　アイビスはぎりぎりと歯をかみしめた。

「嗚呼ああ、出会った頃ころのノーマンはこんなこと言う人…………でしたね。初めて会ったときから微み塵じんも態度に変化がないのですよ」

　美しい思い出に浸ひたろうとして失敗したアイビスが言った。

「涙なみだなくしては語れない感動の別れを経へての劇的な再会から早五年。もうちょっとわたしに優やさしくしてもいいと思いません？」

「なにが感動の別れだ、馬ば鹿か馬ば鹿かしい」

「なんてこと言いますか！　わたしたちは世界を救ったんですよ」

　鼻高々にアイビスが言った。

「おれが何人かぶち殺すのをお前が手伝っただけだろうが」

「わたしの英えい雄ゆう譚たんをぶちこわしにするような言い方はやめるのです！」

「わかっているとは思うが……」

　深く嘆たん息そくしてノーマンが言った。

「もちろん言いふらしたりはしないのです。素す晴ばらしい思い出は心の金庫に、そしてお口にはチャックなのです」

　ＡＩの少女は口にチャックするジェスチャーをして見せた。

「せいぜい頑がん丈じような金庫に入れておけ。お前があの件を覚えていると知れたらアンインストールされるどころでは済まないからな」

「そのときはノーマンが助けてくれるんでしょう？」

　安心しきった笑えみを浮うかべてノーマンを見た。

「…………」

「あれ？　ノーマン？　助けてくれるですよね？」

　期待とは違うノーマンの反応にアイビスの表情が変わっていく。

「…………そろそろだな」

　アイビスの言葉には答えず車のスピードを落とす。路ろ肩かたにセダンを停とめると車を降り、目的地に向かって歩き出した。

「ああ、あそこですね。古着屋さん――」

　アイビスが薄うす汚よごれた店を指さす。

「違う。その隣となりだ」

「…………」

　アイビスは古着屋に向けていた指をすっと右にずらした。

「わ、わかってるですよ？」

「わかっているのならなぜ疑問形にする？」

「うぐっ、しょうがないじゃないですか。こうして街へ出るのなんて久しぶりですし、いろいろと不慣れなんですよ」

「早く慣れてくれ」

　たどりついた住所の左隣は古着屋、右隣は雑居ビルだった。

　しかし、目的の住所には建物はなく、空き地になっていた。

「なーんもないです……珍めずらしいですね。偽にせ物ものの住所が登録してあるなんて」

　アイビスが辺りに目をやりながら言った。

　ローンの返済能力の審しん査さこそいい加減だが、異能購こう入にゆうの際には住所、氏名等の個人情報は厳重にチェックされる。ローンを滞たい納のうされた場合に速すみやかかつ確実に異能を回収するためだ。とはいえ、稀まれにこのようなことも起こる。

「だが、異能を売ったレオネス社によると異能はまだこの近くにあるそうだ」

　Ｑ‐ｐｈｏｎｅを使い、企業から開示された情報にアクセスしたノーマンが言った。

　企業は売った異能の位置を探知するレーダーのようなものを保有している。しかし、精度が悪く、位置の特定は街単位が限界だ。

「とりあえずスキャンか」

　Ｑ‐ｐｈｏｎｅのスキャンアプリを起動すれば半径三百メートル以内にいる滞納者を探知することができる。これだけを頼たよりに滞納者を捜さがすのは現実的ではないが、ないよりはましだ。

　操作しようとしたところでＡＩの少女から待ったがかかった。

「何だ？」

「Ｑ‐ｐｈｏｎｅの操作はわたしに言ってくれれば、わたしがやってあげるです。ノーマンが自分でやるよりも早いですよ」

「そんなことができるのか？」

「ふふん、それも新機能なのですよ。まかせてください」

　アイビスは得意げに胸を張る。

「それならスキャンアプリを起動してくれ」

「はいです」

　Ｑ‐ｐｈｏｎｅの画面でアプリの起動を確認したノーマンがうなずく。

「なかなか便利だな。それはそうと……そろそろ出てきたらどうだ？」

「ふえ？　わたしならもう出てますよ？」

　アイビスが首を傾かしげた。

「お前じゃない」

「あらら、ばれてたか」

　いたずらをとがめられた子供のような表情を浮かべた青年が古着屋の陰かげから現れた。身長はノーマンより頭ひとつ低い。首にはカメラをぶら下げている。

「次からはもっと距きよ離りをとって尾び行こうすることだ。気づかれたくないのならな」

「ご忠告どうも」

　芝しば居いがかった動作で青年が頭を下げる。

「まあ、気づいて欲しくて尾つけたんで別にいいんだがね」

「気づかなかったです」

　目を丸くしてアイビスが言った。

「マジで？　あんたたちの真後ろに車つけて追っかけてたんだけどな」

「おれがこのポンコツよりも鋭するどくてよかったな」

　ノーマンが嘲あざけるように言った。

「シャラップ！　ポンコツ言うなです！」

「面白おもしろいコンビだな。駅で一目見たときにピンときたけど間ま違ちがっちゃいなかったようだ」

　アイビスの憤ふん慨がいとそれを受け流すノーマンを見ていた青年が笑った。

「で、お前は何者なんだ？　返答次し第だいじゃ笑ってもいられなくなるぞ」

　青年にも見えるように腰のホルスターに収めた四八口径に手をかける。

「おっと、そういうのは勘かん弁べんだ」

　おどけた調子で青年が両手を上げる。

「勘弁して欲しいなら質問に答えろ」

　ノーマンの声は穏おだやかだったが確かな殺意が込められていた。

「分かった、分かったから銃じゆうから手を放してくれ。俺おれはこういう者だよ」

　ノーマンが銃のグリップから手を放す。

　青年はポケットから名めい刺しを取り出し、ノーマンに投げた。

「ヴァレンスさんですか……ほほう、ジャーナリストですか」

　ノーマンが受け取った名刺を覗き込んでアイビスが言った。

「そうさ。真実を追求し、それを売りさばくのが俺の仕事ってわけだ。はーい、笑って笑って―」

　ヴァレンスがカメラを構える。

「ピースなのです」

　アイビスはカメラ目線でピースサインを作った。

　立派なレンズがついた高価そうなカメラを構えてみせるヴァレンスをノーマンが胡う乱ろんげに見た。

「何だよその眼めは。何なら会社のほうに問い合わせてくれてもいいんだぜ」

「ジャーナリストがおれに何の用だ？」

「ジャーナリストの用って言ったらそりゃ取材に決まってるだろう？」

「お断りだ」

　ヴァレンスに背を向けてノーマンがレンタカーに向かって歩きだす。

　にべもなく切って捨てられたヴァレンスがノーマンを追いかける。

「バッサリだな、おい。ちょっと待ってくれよ」

　ノーマンが立ち止った。

　勢いがついていたヴァレンスはノーマンの急な停止についていけず、自分よりも頭ひとつ大きな男の筋肉の塊かたまりのような背中にぶち当たった。

「止まるなよ」

　痛めた鼻を押おさえながらヴァレンスが言った。

　振り向いたノーマンは何も言わずにヴァレンスを見下ろした。

「あんたの体何で出来てんだよ？　骨の代わりに鉄筋でも入れてんのか？　あー痛え」

「言いたいことはそれだけか？」

「そんなわけあるか。なあ、あんた回収屋なんだろ？」

「そうなのです。しかもノーマンは債権回収機構専属なのですよ」

　ヴァレンスの質問に答えたアイビスをノーマンが睨にらむ。

「へえ、あんたノーマンっていうのか。専属の回収屋なんて初めて見たぜ。でもよ、なんで回収屋がこんなところにいるんだ？　企き業ぎよう嫌ぎらいのマフィアが牛耳ってんだからこの街には異能持ってる奴やつなんかいねえだろ？」
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「いやーそれがこっちでも不思議なんですけどね、このあたりにクラス６の異能の滞納者がいるって情報が入ってですね――」

「おい」

　ノーマンが割って入ったが重要な部分はすべてしゃべった後だった。

「クラス６の異能！　ここにそんなもんがあるとはね。面白くなってきたぜ。なあ、ノーマン、ぜひ俺の取材を――」

　ノーマンはレンタカーに乗り込んでドアを閉め、エンジンをかけてアクセルを踏み込むことで答えた。

　車が走り出してからしばらくするとノーマンはひとつため息をついた。

「うぐ。面めん目ぼくないです。取材に答えたら有名になれると思って……」

　アイビスが涙目で言った。

「有名になって一体どうする気だ？」

「有名になったらみんなにちやほやしてもらえるじゃないですか。そしてみんながわたしのことを褒ほめ称たたえるようになるんですよ。それでもって映画に出たりライブしたりするのですよ。ふへへへへ」

　アイビスが楽しげに夢を語る。

「バカだバカだと思ってはいたがここまでとは……大体、お前あいつのカメラのレンズを見て気付かなかったのか？」

「高そうなレンズでしたね。それがどうかしたですか？」

　アイビスが首を傾げた。

「いや、気づいていないのならそれでいい」

「何か釈しやく然ぜんとしない物言いですね。……それで、これからどうするですか？　しらみつぶしにこのあたりを捜すですか？」

「いや、ここの事情を一番よく知る奴に会いに行く」

「一番よく知る人？」

　立体映像の少女が首を傾げた。




　ノーマンはよどみなく歩を進めていった。

　着いた場所はこの地域で最も大きな屋や敷しき。ウォーラーファミリーのドン、サルバトーレ・ウォーラーの邸てい宅たくだ。その場所は公おおやけにされており、Ｑ‐ｐｈｏｎｅで調べるとすぐに見つけることができた。

「探す手間が省けたな」

　アイビスに向かって言うが返事がない。

　目を向けると立体映像の少女の姿が激しくブレていた。

「おい、どうした？」

「いやいやいや、ここは駄だ目めでしょ、ありえないですよ。マフィアの親玉に話を聞きに行くとかありえないですよ」

「どうも様子がおかしいと思ったが、お前マフィアにビビっていたのか」

「悪いですか！　マフィアですよマフィア！　気に入らない相手のベッドに馬の生首を入れちゃうような人たちなんですよ！　怖こわがらない方がおかしいのです！」

「映画の見すぎだ」

「うるさいのです！　第一、会ってくれるわけないじゃないですか。マフィアのドンですよ、きっと忙いそがしいですよ。そうに違いないです。さあ、帰りましょう」

「拒きよ否ひされたときは強ごう引いんに押し入ればいい。あの程度の警備ならどうとでもなる」

　屋敷の様子を眺ながめながらノーマンが言った。

「そんなの駄目に決まってるですよ！　マフィアと喧けん嘩かする気ですかノーマン！」

「それも悪くないかもな」

　アイビスの言葉にしばし考え込んだあとノーマンは酷こく薄はくな笑みを浮かべて言った。

「悪くないわけないじゃないですか！」

　はわわとかあわわとか言いながら震えているアイビスは無視。ノーマンは門の脇わきにある守衛用の詰つめ所しよに向かい、詰所の前に立っていたグレーのスーツ姿の警備係に自分の身分と用件を伝えた。

　警備係がしばらく無線でやり取りした結果、ウォーラーに面会できることになった。

　アイビスの震えがより一層大きくなった。携帯していた拳銃とタクティカルナイフを警備係に預けるとウォーラー家の執しつ事じが現れ、応接間に案内された。異能には疎うといのか、異能がインストールされたアミュレットは取り上げられなかった。

　応接間の調度品は派手さはないが品の良いアンティークで、部屋の中央には大きな木製のテーブルが置かれ、床ゆかには毛足の長い絨じゆう毯たんが敷しかれていた。部屋に飾かざられた写真を立ったまま眺めて待っていると扉とびらが開いた。

「ようこそバリオスへ。招かざる客人よ」

　部屋に入ってきた老人が言った。老いてはいるがその声はいまだ力強く、聞く者を威い圧あつする。白くなった髪かみは後ろになでつけてあり、ブルーのシャツに黒のスラックスを身に着けていた。

「債権回収機構はあらゆる地域での調査権を有している」

　ノーマンは老人のほうを向きながら淡たん々たんと答える。

　老人は目を細めた。

「このバリオスでそんなものが通用するとでも？」

　張りつめた空気が応接間を満たす。

　アイビスの震えが最高潮に達する。

「冗じよう談だんだ」

　老人は笑いながら言った。

「まあ、掛かけたまえ」

　ノーマンがソファに腰を沈しずめると老人も対面の椅い子すに腰かけた。

　木製のテーブルを挟はさんでマフィアのドンと回収屋が向き合った。

「自己紹しよう介かいがまだだったね。私はサルバトーレ・ウォーラーだ」

「ノーマン。債権回収機構専属の回収屋だ」

「ノーマンか……なかなか見所がありそうだ。どうだ、いまの仕事を止やめて私の下につかんか？　ちょうど警備の者がひとり辞やめてな、代わりを探しているんだ」

「遠えん慮りよしておく」
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　ノーマンは素っ気なく答えた。

「それは残念だ。ところでそちらの不思議なお嬢じようさんは？」

　サルバトーレがいまだに震えっぱなしのアイビスに目を向ける。

「おれの上司だ」

　ノーマンが答え、目顔でアイビスを促うながす。

　ようやく我に返ったアイビスが言う。

「はは、はじめまして。ほほ、ほんじつはおおおひがらもよく……」

　後半は聞きとれなかった。

「君が噂うわさのＡＩ、アイビスかね？　債権回収機構の支部をひとつ管理しているそうだね。話に聞いていたのとはずいぶん違うな」

　笑いながらサルバトーレが言う。

「は、はい！　よく言われるです！」

　サルバトーレの柔にゆう和わな笑え顔がおに対し敬礼しながらアイビスが言った。

「はっはっは。ユニークなお嬢さんだ。こんな上司のもとでなら仕事も楽しいのではないかね」

「そんな、わたしが理想の上司でわたしのもとで働けることは無上の喜びだなんて、いくら本当のことでもそんな風に言われると少し照れるですよ」

「いや、そこまでは言っていないが……」

　サルバトーレが苦く笑しようした。

「そろそろ本題に入りたいんだが」

　穏おだやかな雰ふん囲い気きをノーマンが断たち切きる。

　サルバトーレの顔が厳いかめしいマフィアのそれに変わる。

「話は聞いているよ。異能の滞納者を捜しているそうだね。しかし、私から提供できる情報はないね」

「この場所でクラス６の異能を買えるだけの金を動かしてあんたが気づかないとは思えんのだが？」

「買いかぶりすぎだ。私とて全知全能とはいかない」

「あんたはここの支配者だろう？」

　あまりに不ぶ躾しつけなノーマンの言葉にアイビスの表情が固まる。

　サルバトーレは笑みを浮かべた。

「そのように言われた時代もあったがね、今となっては私など……おっと、君にこんな話をしても仕方がないな」

　サルバトーレが首を振る。

「確かにな。おれが知りたいのは異能の情報だけだ」

「ちょっとノーマン！　すみませんサルバトーレさん、うちの部下が失礼を……」

　アイビスが慌あわてて言った。

「私は構わんよ。正直な人間は好きだしね。まあ、異能の方は好きに捜してくれ。私から言うことは特にない」

「企き業ぎよう側がわの人間が動き回っても構わないのか？」

　ノーマンが怪け訝げんそうな目を向ける。

「企業と債権回収機構は厳密には別の組織だ。それに、借金は返すべきだろう？」

　サルバトーレの言葉にノーマンはうなずいた。

「さて、用件はこれだけかな。それではそろそろお引き取り願おうか。こう見えてもなかなか忙しい身でね」

　腕うで時ど計けいに目をやってからサルバトーレが言った。




「サルバトーレさんいい人でしたね。一時はどうなることかと思ったですが。無事に済んでよかったですよ」

　緊きん張ちようから解放され胸をなでおろしたアイビスが言った。

「収しゆう穫かくは何もないがな」

　屋敷から引ひき揚あげたあと、ノーマンはホテルに部屋をとっていた。部屋の鍵かぎをあけ、中に入るとトランクを置き、ベッドの上にＱ‐ｐｈｏｎｅを投げる。

　アイビスの立体映像が、投げられたＱ‐ｐｈｏｎｅの動きに合わせて捻ひねりを加えながら激しく回転する。

「うおえっぷ。ちょっと！　乱暴に扱あつかわないでくださいよ！　吐はきそうになるじゃないで――うぷっ気持ち悪っ」

　華か麗れいな七回転半捻りを決めてベッドに着地したＱ‐ｐｈｏｎｅからアイビスが抗こう議ぎする。

「吐けるものなら吐いてみろ」

　ノーマンが言った。

「ふっ、私がいかにハイスペックであるかを理解していないようですね……ならば見るがいいです。最新のコンピュータグラフィックによって再現された、本物よりもリアルな、匂におい立たつようなゲ――」

　そこまで言ったところでＱ‐ｐｈｏｎｅにノーマンの手が伸のび、電源が落とされ、アイビスの姿が消えた。

「何も電源落とすことないじゃないですか～～。軽いＡＩジョークじゃないですか～～」

　しばらくしてからひとりでにＱ‐ｐｈｏｎｅが起動し、アイビスの姿が現れた。

「強制的に電源を入れられるのか」

　苦々しげにノーマンがつぶやいた。

「ちっちっちっ、このわたしをなめてもらっちゃ困るですよ」

　人差し指を振ふりながら勝かち誇ほこった顔でアイビスが言った。

「今回の仕事の役に立つといいんだがな」

「クラス６捜しですか？　でも、どうするのがいいんでしょうね。サルバトーレさんは知らないみたいですし」

「サルバトーレにばれずにクラス６の異能が購入できるならバリオスはとっくに奴のものじゃなくなっているだろう。奴は何かを隠かくしている」

「そうですかね」

「そうだ」

　それだけ言うとノーマンはドアを開け、部屋を出ていった。

「あ、ちょっとノーマン！　置いてかないでくださいよー！」

　Ｑ‐ｐｈｏｎｅを置いたまま。




　部屋を出たノーマンはホテルのロビーに来ていた。

　ロビーの隅すみに置かれた椅子に腰こしかけていると黄色のスーツを着て、そろいの黄色い中折れ帽ぼうを頭に載のせた恰かつ幅ぷくのいい中年の男が話しかけてきた。

「おや、これはこれは、もしかしてノーマンさんですか？」

「ウォーラーの屋敷から尾けていたくせに白々しいことを言うな」

「おや、お気づきでしたか？」

「ふざけているのか？」

　男の派手な黄色のスーツに目を向ける。

「仕し事ごと柄がら、目立つ格好のほうがいいのですよ」

「それで、あんたは一体何者だ？」

「これはこれは、私としたことが失礼を致いたしました。私はこういう者です」

　敵意を隠しもしないノーマンの態度に動じることなく慇いん懃ぎんな調子で男は言い、帽子を取ると恭うやうやしく名刺を差し出した。ノーマンは椅子から立ち上がりもせずに長く逞たくましい腕うでを伸ばし、男の手から名刺をもぎ取った。それには男が七大企業のひとつであるレオネス社の第一営業部長であることが示されていた。

「レオネスの営業部長がおれに何の用だ」

「用というほどのこともないのですが、あのご高名な『黒の異能使い』をお見かけしたのでご挨あい拶さつをと思いまして。へえ、本当にアミュレットが黒いんですね。黒く染まったアミュレットなんて初めて見ましたよ」

　ノーマンの向かいの椅子に腰かけると、ノーマンの胸のアミュレットに視線を注ぎながら男が言った。

「それがおれを尾けた理由か？　実物は大したものでもないだろう？」

　ノーマンが胸のアミュレットをいじりながら皮肉めいた笑みを浮かべる。

「おやおや、あなたに興味を持つ人間は決して少なくないのですよ？」

　男は大げさに肩かたをすくめながら言った。

「どうだかな」

「それにしてもいったいなぜ回収屋などをやっておられるのですか？　あなたほどの方であれば引く手数多あまたでしょうに」

「何かが起こるのを待つだけの生活は退たい屈くつなんでな。企業に飼われるのはごめんだ」

「いやはや……企業に所属するのが退屈ですか……星の数ほどいる志望者たちに聞かせてやりたいものですね……」

　男がかぶりを振る。

「しかし、企業のバックアップなしではあなたの特殊な異能適性を生かしきれないのではありませんか？」

「そうかもしれんな。だが今の仕事は楽しいんだよ」

　口くちの端はを吊つり上あげながらノーマンが言った。

「もったいないですねえ。あなたほどの力を遊ばせておくなどと……」

「おれのことはもういい。あんたはなぜここにいる？」

　ノーマンはうっとうしそうに手を振りながら言った。

「もちろん営業のためですよ」

　男は笑みを浮かべながら当然のように答えた。

「バリオスでか？」

「ええ、バリオスで」

　男が椅子から身を乗り出して囁ささやくようにしゃべりだす。

「たしかにこの地域にはわが社の力は及んでおりません。しかし、ウォーラー氏はバリオスでの異能の販売を禁じてはおりません。現に販売実績もあります」

「クラス６の異能が売れれば十分な実績だろうな」

「例のクラス６ですか。わが社でも困っているのですよ。なにぶん高価な異能ですから」

　ノーマンは男の目を見た。しかし、なにもうかがい知れなかった。

「さて、私はそろそろ失礼します。会えてよかったですよ、ノーマンさん」

　腰を上げながら男が言った。ノーマンは何も言わずに出口に向かう黄色いスーツの背中を見送った。

「第一営業部長ジョン・オアか……」

　ノーマンは男の名を頭に刻みつけた。




　ノーマンは部屋に戻もどるためにロビーを横切り、エレベーターに乗りこんだ。扉が閉まりかけたところで慌てた様子の若い女が駆かけこんできた。ノーマンは扉を開くボタンを押しながら言った。

「銃が駄目ならナイフか」

　ノーマンの言葉に駆けこんできた女の表情が凍こおりつく。しかし、訓練を積んだ女は驚おどろくほどの速さで迷いを断ち切って動く。ナイフが女のハンドバッグから引き抜ぬかれ――床に落ちた。ノーマンが振るったナイフによって切断された女の右の手首とともに。

　右手が切断された苦痛を感じる間も与あたえず、ノーマンはナイフを女の肋ろつ骨こつの間に突つき入れ、心臓を破は壊かい。刺し客かくを即そく死しさせた。

　女を床に転がし、所持品を確かめようとしたとき視界をかすめるものがあった。とっさにエレベーターの外に身を投げる。

　一いつ瞬しゆん後、エレベーター内で手しゆ榴りゆう弾だんが爆はぜた。飛び散る破は片へんが死んだ女の体を蹂じゆう躙りんし、エレベーターを破壊した。

「ははっ。なかなか反応いいじゃん」

　突とつ然ぜんの爆ばく発はつにロビーが騒そう然ぜんとする中、無む邪じや気きな声がノーマンに届いた。

　ジーンズにＴシャツというラフな格好の少年が得意げな顔で立っていた。

　腰のベルトには多数の手榴弾が取り付けられ、胸には橙だいだい色いろのアミュレットがあった。

「おい、君！」

　騒さわぎを聞きつけたホテルの警備員二人が銃じゆうを抜き、少年に駆け寄よる。

「邪じや魔まだよ、おっさんたち」

　少年が手をかざすと何かに叩たたかれたかのように警備員たちの手から拳けん銃じゆうが吹ふき飛とんだ。

「次はあんたたちが吹っ飛びな！」

　今度は少年のベルトについている手榴弾のうち二つがひとりでに浮かび上がり、警備員たちに向かって飛んだ。警備員たちは飛んでくる手榴弾から逃のがれようと走り出したが手榴弾は意志を持つかのように彼かれらを追つい尾びした。

　逃とう走そうむなしく手榴弾に追いつかれた警備員たちは至近距離で起こった爆発によって即死した。

「ナイフも駄目ならグレネードか。それも駄目なら次はどうする？」

　警備員たちと手榴弾とによる鬼おにごっこを眺めていたノーマンがどこか楽しげに言った。

「安心しなよ。次なんてないからさ！」

　少年の言葉とともに数多の手榴弾がベルトから浮かび上がる。浮かび上がった手榴弾は少年を中心に円を描えがくように回りだす。

「そらいけ！」

　掛け声とともにすべての手榴弾がノーマンに飛来した。

　ノーマンは飛んできた手榴弾を難なくかわすと少年との間合いを一気に詰つめにかかった。

「げっ！　やべっ！」

　すばやい踏ふみ込みに色を失った少年が両りよう腕うでを交差させ、防ぼう御ぎよの姿勢を取る。

　少年の両の腕を砕くだくべく拳こぶしを繰くり出だそうとしたところで体が見えない壁かべにぶつかったように止まる。

「なんちゃって」

　笑みを浮かべた少年が動きの止まったノーマンの顔を覗のぞき込む。

「馬ば鹿かだねー。グレネードを動かせるんだからこういうこともできると思わなくちゃだめだろ」

　拳を打ち出す姿勢で固まったノーマンの背後から先さき程ほどかわした手榴弾が再び飛来する。

「じゃあね。おっさん」

　立てた親指を下に向け、ノーマンに背を向けると少年は歩き出した。

　三歩ほど歩いたところで少年は違い和わ感かんを覚えた。

　振り向むいた少年が見たのは氷こおり漬づけになってロビーに転がる手榴弾と銃じゆう口こうを向けているノーマンの姿だった。

「さて、ご自じ慢まんの異能で銃弾が止められるか試ためしてみるか？」

　それまでの楽しげだった少年の表情が驚きよう愕がくを経て憎ぞう悪おにゆがむ。

「調子に乗ってんじゃねーぞ。てめーなんかがシルバーハーストの――」

　言葉は途と中ちゆうでかき消された。少年の姿とともに。

　弾はじかれたようにロビーから表の通りに出たノーマンは少年の姿を捜さがしたが、通りは爆発の様子を見に来た野や次じ馬うまで埋うめ尽つくされていた。

「おーい！　ノーマン、何なんだ今のは？　爆発だよな？」

　聞き覚えのある声がした。声のほうに目を向けると昼間会ったジャーナリスト、ヴァレンスが人ごみをかき分けてやってきた。走ってきたのか肩で息をしているが、瞳ひとみは興奮に輝かがやいている。

「殺し屋をひとり返かえり討うちにしたがもうひとりを取とり逃にがした」

　それだけ告げるとノーマンは踵きびすを返し、ホテルに戻っていく。

「はあ？　殺し屋を返り討ちにした？　もう少し詳くわしく話を聞かせてくれよ」

「断る」

「いいのかそんな態度で？」

　意地の悪い笑みを浮かべてヴァレンスが言った。

「何？」

　ノーマンが立ち止まる。

「だってよ、この騒そう動どうにはあんたが関係してるんだろ？　ホテルのエレベーターがぶっ壊こわれてんのも死体が転がってるのもあんたのせいってわけだ。違ちがうか？」

　ロビーの様子を見ながらヴァレンスが尋たずねた。

「正当防衛だ」

「その主張、このバリオスで通用すると思うか？　専属回収屋の特権なんて空白地帯じゃ何の役にも立たねえんだぜ？」

「そうかもしれんな」

「そうさ。そうに決まってる。そこで俺の出番ってわけだ。うちの会社は結構信用されててな、俺が口くち添ぞえしてやりゃホテルの連中も納なつ得とくしてくれるだろうよ」

「その代わりにおれはお前の取材を受けるわけか」

「話が早いね、その通りだ。悪い条件じゃないだろ？　あんただってホテルから叩き出されたくはないはずだ。違うかい？」

　にんまりと笑ってヴァレンスが言う。

　ノーマンは腕を組んでこの申し出を検討した。

「いいだろう。取材を受けよう」

「よっしゃあ！　そうと決まりゃさっそくあんたの部屋まで案内してもらうぜ」

　ヴァレンスが言った。




「ウィル君。だめじゃないですか。わが社の名前を口にしては」

　青年は異能で瞬しゆん間かん移動させた少年の手を引きながら通りを走っていた。顔を見られないようにパーカーのフードを目ま深ぶかにかぶっている。

「なんで戻したんだよトーマス！　もうちょっとで殺してやれたのに！」

　少年は噛かみつくように言った。

「もうちょっとで殺されるところだったの間違いでしょう？」

　ため息をつくとトーマスが言った。

「はあ？　おれがあんな奴に殺やられるわけねーだろ！　何言って――」

　トーマスはまたため息をついた。

「なんだよ！」

　トーマスは立ち止まるとウィルの肩にやさしく手をかけてから言った。

「ウィル君、君は負けたんです」

　その言葉に激高したウィルがトーマスの手を払はらいつかみかかる。

「でも君は死んではいない。これから何をすべきかわかるでしょう？」

　ウィルの目をまっすぐに見み据すえてトーマスは言った。

「…………ちっ」

　ウィルは舌打ちをしてトーマスから手を放した。

「わかった、わかった、わかったよ！　社長にこのこと報告して対策練り直しゃいいんだろ！」

「三回も言わなくてもいいですよ」

　笑いながらトーマスが言った。

「うっせ」

　そっぽを向いてウィルが言った。




　あくる朝、深夜に及およんだヴァレンスの取材を終えたノーマンはホテルの外を散歩していた。

「いやあ、気持ちのいい朝ですね。マフィアが支配する地域にいても太陽は昇のぼるし、空は青いのです。マフィアがどうとか実に小さな問題に思えるですね」

　Ｑ‐ｐｈｏｎｅから立体映像を出現させたアイビスが空を見上げて言った。

「一日たってだいぶ慣れたようだな」

「ふふん、私の適応力を甘あまく見てもらっちゃ困るのですよ。マフィアが何ぼのもんじゃいなので――」

「待てやコラァ！」

　すがすがしい空気を引き裂さいて、通りに怒ど声せいが響ひびいた。

「ひぃ！　なめた口きいてすいませんでしたなのです！」

　アイビスは聞こえてきた怒声の方に反射的に頭を下げた。

「落ち着け。お前に言ってるわけじゃないぞ」

　怒声の方に目をやったノーマンが言った。

「なーんだそうなんですか、頭下げて損したです。おっと、今の反応をもってわたしがマフィアにビビってるとか思われちゃ困るですよ。今のは怒おこってる相手には怒いかりを鎮しずめるためにとりあえず頭を下げておくという処世術であってマフィアが怖いわけではないの――」

「ぶっ殺してやるぞコラァ！」

　再び怒声が響いた。

「ひぃ！　チョーシこいてすんませんでしたなのです！」

　今度は土下座した。

「今のもお前に言ってるわけじゃないぞ」

「ううう、なんなんですか一体、朝っぱらからカチコミですか？　心臓に悪いですよ」

　涙なみだを浮うかべながらアイビスが言った。

「そういうわけではなさそうだが」

　ノーマンが通りに目を向ける。

　怒声を上げながらいかにもマフィアといった風ふう体ていの男四人が拳けん銃じゆうを握にぎり締しめながら、ひとりの男を追いかけている。

「金の持もち逃げなんぞして生きて帰れると思ってんのかコラあ！」

　四人組のひとりが叫さけぶ。

　追いかけられている方は遠目からでもわかるほどしわくちゃなスーツを着ていた。後ろを振り向きもせずに一目散にノーマンのいる方に向かって逃げている。男の逃げ足あしはなかなか速いがこのままだと追いつかれるだろう。

　人々はすでに建物の中に避ひ難なんしたのか、周囲に一いつ般ぱん人じんの姿はない。

「ひぃ！　鉄てつ砲ぽうですよ鉄砲！　あ、マフィアの人たちはチャカっていうんでしたっけ、あれ、ハジキでしたっけ？」

　どうでもいい疑問を呈ていするアイビスを無視し、ノーマンはホルスターから四八口径を引き抜き、弾だん薬やくを装そう填てんする。

「わわっ！　そんなもの出して何する気ですかノーマン？」

「人助けだ」

　にやりと笑えみを浮かべながら答えたノーマンは撃げき鉄てつを起こすと銃を構えて、引き金を絞しぼった。

　こちらに逃げてくるしわくちゃのスーツを着た男を狙ねらって。

　銃口が火を吹き、反動で銃が跳はね上がる。轟ごう音おんが通りに響き渡わたった。鈍にぶい音とともに四八口径弾が男の腹に命中した。

　逃げることも忘れたようにしわくちゃのスーツを着た男が立ち止まると着弾点を中心にシャツに赤い染しみが広がった。

　男がゆっくりと右手を腹に当てる。赤い液体が右手から滴したたり落おちる。

「なんじゃこりゃあああ！」

　声の限りに叫んだ男はよろめいて地面に膝ひざをつき、うつ伏ぶせに倒たおれ込んだ。

「なっ！」

　驚いたのは追いかけていた男たちも同じだ。全員が硝しよう煙えんを立ち上らせる拳銃を持ったノーマンに目を向ける。

「何しやがんだてめえ！」

　追いかけていた男たちのひとりが血相を変えてノーマンに詰め寄った。

「ひいっ！」

　アイビスが短い悲鳴とともに立体映像を消した。

「何って、手伝ってやったんだ」

　ノーマンは涼すずしい顔で拳銃を回しながら答える。

「なんだと！」

「自分たちで言っていただろう。生きて帰れると思うなだの、殺すだの」

「だからって殺すやつがあるか！」

「いいじゃないか手間が省けて。何をそんなにイライラしているんだ？」

　愉ゆ快かいそうにノーマンが尋ねる。

「いいわけあるか！　ふざけやがって！　この後どうするつもりだ！」

「片づけるに決まっているだろう。こっちはお前たちと違っていろいろ持っているからな」

　言いながらブレイズを起動し、右手に炎ほのおを出現させる。

「なっ！　てめえ、異能者か！」

「ほかにも燃やして欲ほしい奴やつがいればついでに燃やしてやるぞ？」

　赤々と燃える炎に照らされながらノーマンは笑う。

「ちっ。狂きよう人じんが！」

　異能の炎にたじろぎながらも吐き捨すてるようにそう言うと、男たちは去って行った。




　四人組が去ったのを見届けた後、ノーマンは片手でしわくちゃのスーツ男の襟えりをつかむと人ひと気けのない路地裏まで引きずっていった。

「おい、もういいぞ」

　周りに人がいないのを確かく認にんし、男に声をかける。

「…………」

　返事はない。

「なんだ、火か葬そうして欲しいのか？」

　ブレイズを起動。右手に炎を出現させる。右手を男に向かって伸ばすと、火か炎えんが男の衣服を軽く焦こがした。

「わわっ、勘かん弁べんしてくだせえ」

　しわくちゃのスーツ男が目を開けて跳ね起おきた。

「あまりいい演技じゃなかったが、一応だませたようだな」

「なんとお礼を言えばよいやら、旦だん那なのペイント弾がなけりゃ今いま頃ごろどうなっていたことか……ありがとうございました」

　それじゃ、俺おれはこれで、と路地裏から立ち去ろうとするしわくちゃのスーツ男。その肩に手がかかる。力を込めている様子もないのに男の動きがぴたりと止まった。

「このサイズの弾だん頭とうに塗と料りようを仕込むのは手間でな、あの弾たまは高かったんだ」

「へい、おかげさまで助かりやした。ありがとうございました」

　満面の笑みを浮かべた男が答え、改めてここを立ち去ろうとするが体が全く動かない。

「あの弾は高かったんだ」

　ノーマンの手は離はなれない。

「へ、へい。ですから、ありがとうございました」

　男はぎこちない笑みを浮かべ、改めて礼を述べる。かなりの力を込めて体を動かそうとするがびくともしない。

「あの弾は高かったんだ」

「……ありがとうございました」

　ノーマンの手は離れない。

　男の笑顔がひきつる。全ぜん身しん全ぜん霊れいを込めてこの場を去ろうとするが、肩にかけられたノーマンの手がそれを許さない。

「あの弾は――」

「なんなりとご用件をお申し付けくだせえ」

　泣きそうな声で男が言った。

「そうか、それは助かる」

　ようやく手が離れた。

「おれはノーマン。債権回収機構専属の回収人だ。で、こっちがアイビスだ」

「はじめまして。アイビスです」

　Ｑ‐ｐｈｏｎｅから飛び出したアイビスが言う。

「おわっ！　びっくりさせないでくだせえ！」

　男が驚いて後ずさる。

「アイビス……じゃあ、これが例のＡＩですか。話には聞いてましたが……」

　男は恐おそる恐るアイビスに近づく。

「そうです。わたしがアイビス。そこのノーマンの上司です」

　畏い敬けいの念をもって接してもらえるのがうれしいのか、銀ぎん髪ぱつの少女は誇ほこらしげに胸を張った。

「へー……ほー……」

　男はじろじろとアイビスを見る。上から、右から、左から、そして下から。

「……白か」

「ななな何しやがりますかあ！」

　アイビスが赤いワンピースの裾すそを押さえる。

「何をやっている」
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　ノーマンが軽けい蔑べつの眼まな差ざしを向ける。

「いや、だってほら、気になるじゃないですか。旦那だってフィギュアのスカートの中とか覗くでしょう？」

　男の言い訳にノーマンは一歩身を引くことで答え、アイビスは怒りのこもった眼差しで答えた。

「……すみませんでした」

　男はアイビスに土下座した。




「カツラとサングラスと付つけ髭ひげを用意しろだと？　……こう言っちゃなんだがあんたには変装なんて無意味だと思うぜ。まず体がゴツくて目立つし、それになんていうか雰囲気がほかの人間とは違うしよ」

　ノーマンの注文を聞いたヴァレンスが率そつ直ちよくな意見を述べた。

「勘かん違ちがいしているようだが、それらを身に着けるのはおれじゃない」

　ノーマンが言った。

「じゃあ、誰だれが使うんだ？　まさか、あの嬢ちゃんが変装すんのか？」

「あのポンコツはただの立体映像だ。カツラなんぞかぶせてもすり抜けるだけだ」

「冗じよう談だんだよ冗談。で、結局誰が使うんだ？」

「ようやく見つけた協力者だ」

　それだけ言うと電話を切った。

　しばらくして路地裏に到とう着ちやくしたヴァレンスから品物を受け取ると、カツラにサングラス、そして付け髭をしわくちゃのスーツ男に与え、マフィアの関係者には気づかれることなく男をホテルの部屋まで連れ帰った。

「まずは名前を聞こうか」

　ノーマンが尋ねた。

「へい、おれはアッシュと申しやす。ヤクザ者でございやす」

　つけていたカツラや付け髭を外すと男が言った。

「金の持ち逃げで追われる身だがな」

　ノーマンが言う。

「そのことは言わねえでくだせえ！」

「ほう、あんた金の持ち逃げなんかしたのか？」

　ヴァレンスが聞いた。

「そうなんすよ。うまくやったつもりだったんですけどね、ばれちまってたみたいで」

「いいねえ。あんたの話も面白おもしろそうだ」

　アッシュに大きなレンズがついたカメラを向けた。しかし、レンズはノーマンの大きな手に遮さえぎられた。

「後にしろ。さてと、アッシュ、知ってることを洗いざらい吐いてもらおうか」

　胸むなぐらをつかみノーマンが迫せまる。

「いきなりそんなこと言われても……何話せってんですか？」

　迫るノーマンに気け圧おされアッシュが後ずさる。

「それもそうか」

　アッシュから手を離したノーマンとアイビスは事情の説明を開始した。

「と、いうわけです。理解していただけたですか？」

　説明を終え、アイビスが一息つく。

「なるほど、そういうことで。クラス６の異能を捜してバリオスへ……」

　アッシュが腕を組む。

「それで、旦那たちはこの地域についてどの程度ご存じなんで？」

「企き業ぎようの支配が及ばない領域。取り仕切っているのはサルバトーレ・ウォーラー。……そんなところだ」

　ベッドに腰かけたノーマンが答える。

「うーん、少々違いますね」

「えっ、違うですか？」

　少し驚いた様子でアイビスが尋ねた。

「へえ。まず前半の部分ですが、確かにレオネス社の力もメルカート社の力も及んでないんすが、別の企業がこの地域の支配を狙って動いてますね」

「そんな話は初めて聞くが」

　ノーマンはアッシュの話に相あい槌づちを打っているヴァレンスに目を向けた。

「昨日の俺は話を聞く側だったからな」

　ヴァレンスは肩をすくめた。

「それで、狙っているのはどこの企業だ？」

「シルバーハーストってとこです」

　アッシュが言った。

「シルバーハースト。新興の総合人材派は遣けん会社ですね」

　ネットにアクセスして情報を調べたアイビスが言った。

「殺し屋の派遣もやっているな」

「そうなんですか？　そういう情報は出てませんけど」

「そこの刺客を昨日殺したからな」

　ノーマンの言葉にアッシュとアイビスがそろって口をあんぐりと開けた。

「ど、どういうことですかそれ！　聞いてないですよ！」

「言ってなかったか？　昨日の夜に襲おそわれたんで返り討ちにしたんだ」

「マジですか……」

　自分がどういう人間に捕つかまったのか理解し始めたアッシュが頭を抱かかえてつぶやいた。

「いまはウォーラーファミリーとそのシルバーハーストが争あらそってるってわけか」

　ヴァレンスが言った。

「ええ、まあ、そういうことですね。ただ、ウォーラーファミリーといっても実際に指揮を執とっているのはサルバトーレ様じゃなくて二人の若わか頭がしらですが」

「サルバトーレの息子むすこか？」

　ノーマンが尋ねる。

「へい。二人とも実の息子です。兄のウィーゼル様は冷静沈ちん着ちやくなタイプ、弟のブラッド様は直情的な方です」

「好対照ですね」

　アイビスが感想を漏もらす。

「というかお二人は昔から仲が悪いんすよ。何かにつけて対立してましてね。シルバーハーストが攻せめてきてなけりゃ全面戦争も時間の問題だったって話です」

　アッシュが囁くような調子で付け加える。

「お前の頭はどっちなんだ？　兄の方か？」

「へえ。兄のウィーゼル様の方です。といっても今となっちゃ『だった』って言うのが正確ですが」

「ああ、そういえばお前死んだことになってたな」

　思い出したようにノーマンが言う。

「旦那がいきなり撃うったんでしょーが！」

「あんたいったいどういう風に助けたんだよ」

　呆あきれた様子でヴァレンスが言った。

「それで、戦せん況きようはどうなってるんだ？」

　アッシュの憤ふん慨がいは気にも留めずにノーマンが聞く。

「大きな声じゃ言えやせんが、ウォーラーファミリーは劣れつ勢せいですね。シルバーハーストの方が戦力は上でしょう。数は少ないですがシルバーハーストには異能使いもいますから」

「昨日会ったやつらは大したものでもなかったがな」

「この街でそんな風に思ってるのは旦那だけですよ。でなけりゃあんな噂うわさが流れたりしな――」

　しゃべりすぎたことに気づいたアッシュがあわてて口を塞ふさぐが一歩遅おそかった。

「噂？　どんな噂だ？」

　青い鋼はがねのような瞳に射すくめられたアッシュが語りだした。

「それがその……いつまでたっても後こう継けい者しやを決めないサルバトーレ様に業ごうを煮にやしたウィーゼル様がシルバーハーストと組んだって噂があるんすよ」

「なーるほど。シルバーハーストと組んで弟のブラッドを倒せばバリオスが手に入るわけか」

　ヴァレンスが大きくうなずきながら言った。

「そういうことですね。でも、あくまで噂っす……しゃべったんだからもう睨にらむのやめて欲しいんですが」

　ノーマンは、涙目で懇こん願がんするアッシュから視線を外した。

「ちょっと！　なんでこっち睨むですか！　やめてくださいよ！」

　視線を向けられたアイビスが喚わめく。

「壁でも見てろっていうのか？」

　うんざりしたようにノーマンが言う。

「うーん、そうですねえ……そうだ！　笑え顔がお！　笑顔ですよノーマン！　笑顔を作ってくれればその一キロ先からでもわかるすさまじい目付きもきっとマシになるですよ」

「大賛成です。旦那の目は怖すぎっす。さあ旦那、笑顔笑顔」

「いや、こいつには無理だろ」

　ヴァレンスが言ったがアイビスとアッシュは手本だとばかりに満面の笑みを浮かべて見せた。それを見たノーマンは二人に対して肉にく食しよく獣じゆうが獲え物ものをなぶる際に見せるような笑みを浮かべた。

　アイビスとアッシュの笑顔がひきつった。

「はあ、ノーマンに笑顔なんてものを求めたわたしが馬鹿だったですよ。それはそうとウィーゼルさんとブラッドさんは異能を導入してるですか？」

　アイビスが聞く。

「ここをどこだと思ってるんすか。企業の商品である異能の導入なんてしてるわけねえでしょう」

「お前の話によるとどちらも異能は持っていないわけだな？」

「まず間ま違ちがいなく。仮に持ってたとしても、あのお二人がローンを滞たい納のうするなんてことはないと思いますよ」

「そうなると滞納者はシルバーハーストでしょうか？」

　アイビスが言った。

「新興とはいえ企業が異能のローンを滞納するなんてことあり得るのか？」

　ヴァレンスが尋ねた。

「聞いたことがないな」

　ノーマンが言った。

「うぐっ。じゃあ、誰が滞納者だっていうですか！　ウィーゼルさんでもブラッドさんでもないんですよ！」

「もう少し情報が欲しいな。とりあえずウィーゼルに会いに行くか」

　言うとノーマンが立ち上がった。

「はあ？　ま、待ってくだせえ。ウィーゼル様がどこにいるのか知らないでしょう？」

「そうですよう！　あぶないですよう！」

　アイビスもアッシュに加勢する。

「そういえばそうだな、さあ言え」

　再びノーマンがアッシュの胸ぐらをつかむ。

「知りませんよ。そんなこと」

　涙なみだ声ごえでアッシュが答える。

「じゃあ、お前が知るなかで一番偉えらい奴の居場所を言え。サルバトーレ以外でな」

「どういうことですかあ？」

　意味がわからないといった様子のアイビス。

「こりゃいいや。面白くなってきたぜ」

　興奮気味にヴァレンスが言った。

「マジですか……」

　ノーマンの言葉の意味を察したアッシュは息をのんだ。




　夜も更ふけた頃ころ、ノーマンはバリオスのなかでも寂さびれた地域にある場末の酒場に足を踏み入いれた。三人の男が陣じん取どっている奥おくの席に向かうと、リーダー格の短たん髪ぱつの男に話しかけた。

「お前がワイツァーだな」

「なんだてめえは」

　せっかくの楽しみを妨ぼう害がいされたワイツァーが不ふ機き嫌げんさと警けい戒かいをにじませて言った。

「アッシュの金の件で話がある」

　頭のてっぺんからつま先までひとしきりノーマンを眺ながめた後、ワイツァーが言った。

「人目のあるところはまずい。別の場所で話を聞いてやろう」

　三分後、店を出たワイツァーたち三人はノーマンに殴なぐられ、冷たい地面に横たわることになった。

「なんとなくわかっちゃいたが、あんたすさまじく強いな」

　横たわるワイツァーたちに向かってシャッターを切りながらヴァレンスが言った。

　ヴァレンスの言葉にノーマンは肩かたをすくめた。

「こいつらの上役の居場所はわかった。次はそちらに向かう。ついてくるんだろう？」

　酒場の前に止めたレンタカーに乗り込みながらノーマンが言った。

「当然だろ。この分なら今夜のうちにウィーゼルの居場所がわかりそうだな」

　あわてて助手席に乗り込むとヴァレンスが答えた。

「だといいがな」

　ノーマンはアクセルを踏み込んだ。




　アッシュをホテルの部屋に残すと、ノーマンはヴァレンスを伴ともなって車を飛ばし、バリオス中を走り回って次々とウィーゼル配下のマフィアを尋じん問もんしていった。その間アイビスは無言で恐きよう怖ふに震ふるえていた。夜の間に計六人の男を尋問し、ウィーゼルの邸てい宅たくを突つき止とめた。




　翌朝、ヴァレンスとともにレンタカーに乗ってウィーゼルの邸宅に向かった。

「悪あく趣しゆ味みな家だな」

　ウィーゼルの邸宅の門の前に立ったノーマンが言った。

　ヴァレンスはカメラを邸宅に向け、夢中になってシャッターを切っている。

「しぃぃぃい！　ウィーゼルさんに聞こえたらどうするですか！　おうちの前なんですよ！」

　アイビスが人差し指を口に当てて言う。

「お前はこんな家がいいと本気で思ってるのか？」

「いや、わたしもお庭のあの彫ちよう刻こくとかは正直どうかと思うですが……ってそんなことはどうでもいいのですよ！」

「それもそうだな、行くか」

　サルバトーレの邸てい宅の時と同じように警備係の人間に近づくと、ウィーゼルに取り次いでもらえるよう頼たのんだ。

　門が開き、ノーマンとヴァレンスが邸内に足を踏ふみ入れる。次の瞬間、殺気をみなぎらせた十数人の武装した男たちが次々と家から飛び出し、瞬またたく間まにノーマンを取り囲んだ。

「やばいですよう！　まずいですよう！」

　包囲している男たちも泣なき叫ぶＡＩは初めて見るのか、一いつ瞬しゆんたじろいだ。しかし、すぐに気を引ひき締め、厳いかめしい表情でノーマンたちを威い嚇かくする。

「確かにこりゃあ、やばそうだ」

　ヴァレンスもおびえてはいたが、身も世もなく泣き喚くアイビスの姿を見て逆に冷静になっていた。

　黒服の男たちの人数と装備を確認しながらノーマンが対応を検討していると、取り囲んでいた人ひと垣がきが割れ、ひとりの男がノーマンの前に進み出てきた。髪かみを後ろになでつけたやせ形の男だ。ノーマンを包囲している黒服たちはその男に敬意と畏い怖ふの交じった視線を向けていた。

「はじめまして、回収屋さん。私はウィーゼル・ウォーラー。私が何者であるかの説明は不要ですね？」

　薄うすく笑みを浮かべてウィーゼルが言った。

「ひい！　出たあ！」

　アイビスが泣き叫ぶ。

「必要ない。それで……どうする？」

　ノーマンは取り囲んでいる男たちを見まわす。男たちの雰ふん囲い気きがより剣けん呑のんなものになる。

「青い瞳、長身、筋肉質の体、短い砂色の髪。報告どおりですね。さて、立ち話もなんですし、中に入りませんか？」

　ノーマンを上から下まで眺めながらそう言うとウィーゼルは邸宅の中へ歩いて行った。

「あわわわ、ノーマン！　ノーマン！　どうするですか！」

「行くに決まっているだろう」

「俺は遠えん慮りよしといたほうがよさそうだな」

「何だ、怖おじ気けづいたか？」

「それもあるが、あの男、俺のことなんて全く眼中に入ってなかったぜ。このままついてっても邪じや魔まにしかならなそうだ。車で待ってることにするよ」

「いい考えです。わたしも一いつ緒しよに待ってるですよ」

「駄だ目めだ。お前はおれと来い」

「そんなーーー」

　無む慈じ悲ひなノーマンの言葉にアイビスは意い気き消しよう沈ちんした。

　ノーマンはアイビスを伴って包囲している男たちを掻かき分わけて進む。

　導かれた先はウィーゼルの執しつ務む室しつのようだった。椅い子すにテーブル、本ほん棚だなにインテリア、どれもこれもが悪趣味なほどの高級感に満ちていた。

　ウィーゼルに勧すすめられるまま豪ごう奢しやな椅子に腰こしを下ろす。

　ウィーゼルもノーマンの向かいにすわると、さっそく切り出してきた。

「あなたがここにたどり着くまでにこちらもあなたについて調べさせてもらいましたよ、回収機構のノーマンさん。実に優ゆう秀しゆうな方だそうですね。そんなあなたに頼みがあるのですよ。聞いていただけますか？」

「なんだ？」

　ノーマンが先を促うながす。

「頼みというのは弟のブラッドのことでして。……単刀直入に言いましょう。私と手を組んで弟を殺してほしいのです。報ほう酬しゆうは弾はずみますよ」

「殺すのは構わんが、方法は？」

「ちょっ！　ノーマン！」

　アイビスが慌あわてふためく。

「ふふふ、殺すのは構わないんですか。調査結果通りの面白い方だ」







[image: ]







　手で口元を隠かくしながらウィーゼルが笑う。

「おれのことはどうでもいい。殺す方法は？」

「ああ、失礼しました。策があります」

　もったいぶったようにウィーゼルが言った。

「聞こう」

「近いうちに私が弟を襲しゆう撃げきすることになっています。あなたにはそれまでに弟の懐ふところに潜もぐり込んでいてほしいのですよ」

「そして、襲撃の際にあんたと組んでブラッドを殺すわけか。だが、どうやって奴に近づく？」

「ご心配なく。それについても考えがあります」

　ウィーゼルが立ち上がりキャビネットからブランデーとグラスを取り出す。

「バリオスを狙っている企業についてはご存じですか？」

「シルバーハーストだな」

　ブランデーを二つのグラスに注いだウィーゼルが満足げにうなずいた。

「ええ。弟はシルバーハーストとの抗こう争そうに熱心なのですが、相手は新興企業とはいえかなりの戦力を保有しています。戦況は芳かんばしくなく、現在の弟の戦力は私のそれを下回っています。そういう状じよう況きようですからあなたが異能の力を弟に見せつけ、食しよつ客かくとして自分を雇やとうよう持ちかければ乗ってくるはずです」

「なるほどな。おれを雇うという形ならブラッドが異能を導入したことにはならないわけか」

　ノーマンはひとつうなずくと何気ない調子で続けた。

「ところで襲撃のときにシルバーハーストの支し援えんは受けられるのか？」

　グラスを口に運んでいたウィーゼルの手が止まった。

「耳ざとい方だ。その話をどこで？」

「あんたたちが組んでいるっていう噂を聞いただけだ」

「噂ですか……まあいいでしょう。襲撃の際にはシルバーハーストの人員を貸してもらえることになっています。確実にブラッドを殺すためにね」

「おれはシルバーハーストに狙われている身なんだが」

「何ですって？　……恐らく問題ないでしょう。なぜあなたが狙われたのかはわかりませんが、私の方から話を通しておきますよ。これで枕まくらを高くして眠ねむれますね」

「そうか」

「引き受けていただけますか？」

「報ほう酬しゆう次し第だいだ」

「前金で一千万クレジット、成功すればさらに千五百万クレジット。いかがです？」

　ウィーゼルは小切手を取り出して言った。

「いいだろう」

　ノーマンはグラスを手に取り大きく呷あおった。

「アーアーミエナイキコエナイミエナイキコエナイ」

　アイビスは両目を固く閉じて耳をふさぎ、現実逃とう避ひモードに入った。

「よろしい。では詳くわしい段取りを説明しましょうか」

　ウィーゼルは嬉うれしそうに語り始めた。




「で、どうだったよ」

　ウィーゼルの邸宅を出てレンタカーに戻もどったノーマンをヴァレンスが出で迎むかえた。

「オフレコでなら聞かせてやるぞ」

「ちっ、仕方ねえな。それで構わねえから聞かせてくれよ」

「ウィーゼル、シルバーハーストと組んでブラッドを殺すことになった。報酬は二千五百万だ」

　ノーマンが告げた。

　ヴァレンスはあんぐりと口を開けた。

「というのがウィーゼルの計画だ。ウィーゼルの、な」

　魚のように口をパクパクとさせているヴァレンスにノーマンは獰どう猛もうな笑えみを見せた。




　生ぬるい風が吹ふくなか、邸宅を月明かりが照らしていた。

「ちょっとノーマン、異能の回収はどうするですか！　わたしたちはマフィアの戦争に加勢するために来たわけじゃないですよ！」

　アイビスが言う。

「ウィーゼルに協力すればいつまでもシルバーハーストの奴らに狙われずに済む。おまけに金だってもらえる。拒こばむ理由がない」

　涼しい顔で邸宅の門の前に立ったノーマンが答える。

「そうかもしれませんけど――」

「それに、マフィアの抗争に参加する機会なんてそうそうあるもんじゃない」

　笑みを浮うかべてノーマンが言う。

「結局それが目的なんですね」

　アイビスが大きなため息をつく。

「何か問題でもあるのか？」

　門を軽く拳こぶしで叩たたいてみて感かん触しよくを確かめながらノーマンが聞いた。

「何が問題って……ああ、もう好きにしたらいいじゃないですか！」

　銀の髪をかきむしりながらアイビスが叫さけんだ。

「そうさせてもらおう」

　ノーマンが右の袖そでをまくると右みぎ腕うでの筋肉が音を立てて膨ふくらんでいき、土管のような太さになる。腕に合わせて拳も膨れ上あがる。右腕を大きく引くと、巨きよ大だいな砲ほう弾だんと化した拳を錬れん鉄てつ製の門に叩き込んだ。オルター社製クラス４モデル『スレッジハンマー』によって巨大化したノーマンの右腕が門を粉ふん砕さいすると、警報が鳴なり響ひびき、屋や敷しきのドアが勢いよく開いて黒ずくめの男たちがわらわらと湧わいて出てきた。

「大漁だな。パーティーでもやっていたのか？」

「うわわわ！　来た来た！　来ちゃいましたよー！」

　アイビスが泣き出す。

　ここはブラッド・ウォーラーの邸宅だ。手入れの行きとどいた前庭には粉砕された門の残ざん骸がいが降ふり注いでいる。

「なんだてめえは！」

　わめきながら黒服が迫ってくる。ノーマンはスレッジハンマーで巨大化させた右手を振ふり抜ぬく。平手打ちされた男はピンポン玉のように飛んでいき、邸宅の壁かべに激げき突とつした。

「ノーマン！　殺しちゃだめですよ！」

　アイビスが慌てて言った。

「大だい丈じよう夫ぶだ。手加減している」

　男たちが巨大化した拳に、そしてそれがもつ破は壊かい力りよくに驚きよう愕がくする。

　集団に生じた隙すきを逃のがすことなくノーマンが突っ込む。スレッジハンマーを解除し、今度はメルカート社製クラス３モデル『ヴォルテクス』を起動。空気が渦うずを巻き、小型の竜たつ巻まきが生まれる。生まれた竜巻を掌てのひらに載のせ、打ち込んだ。竜巻に巻き込まれた数人が紙きれのように宙を舞まい、墜つい落らくした。

「……ほんとに手加減してるですか？」

　アイビスが疑わしげな目を向ける。

「……そろそろ隠れた方がいいぞアイビス」

　アイビスから目を逸そらしながらノーマンが言った。

「わわっ！　ちょっと！　ノーマ――」

　言葉を待たずにＱ‐ｐｈｏｎｅの電源を切った。

　男たちは銃じゆうを抜き、ノーマンを狙ねらい撃つ。モビルクレイを起動。庭の土を大きく隆りゆう起きさせ、銃じゆう弾だんの行く手を土の壁で阻はばむ。

　四八口径をホルスターから引き抜く。モビルクレイの壁に身を隠しながら放たれたプラスチック弾頭の超ちよう軽けい量りよう四八口径弾は急所を外れて、手足、肩や腿ももに命中し、ブラッドの手下たちをダウンさせていった。

　六発を撃ちきった。ローディングゲートを開けて排はい莢きよう、再装そう填てんを済ませて再びプラスチック弾を撃ちまくる。

　プラスチック弾が切れると銃をホルスターに収め、ノーマンは鳴神を起動。両手に鳴神の雷かみなりを纏まとい、敵の銃じゆう撃げきが止やむのを見計らって土の壁から飛び出した。マフィアの集団に突っ込んでいき、電撃で相手の体を麻ま痺ひさせ自由を奪うばう。

「こいつ、異能使いだ！　アレを出せ！」

　旗色が悪いことを察したブラッドの手下たちが大型のガレージに向かう。

「さて、何が出てくるかな？」

　集団をほぼ壊かい滅めつさせたノーマンが攻こう撃げきの手を止めて待っているとガレージのシャッターが上がった。

　出てきたのは二体の巨きよ人じんだ。巨人の名はアサルトギア。有人軍用ロボットだ。角張った人型の体を持ち、頭部ではメインカメラが無機質な赤い光を放っている。

　全高五メートル、重量九トンを誇ほこるこのロボットは第三次世界大戦における国家群の主力兵器だった。

「ギアか。こんなものまで用意しているとはな」

「二機ともヒリアードⅤ型、装備はどちらの機体もヒートブレードと20ミリマシンガンです」

　強制的に電源を入れて起動したアイビスが素す早ばやく敵機を分ぶん析せきする。

「まあ、見ればわかるが」

　右手に赤熱しているヒートブレード、左手にマシンガンを持った二機を眺めながらノーマンが言った。

「なっ！　わたしがせっかく分析したのに、なんてこと言うで――」

　アイビスが抗こう議ぎしようとしたところに敵のアサルトギアの20ミリ弾が飛んできた。ノーマンは身をかわし、無傷で切きり抜けた。しかし、空くうを裂さいて飛来した銃弾は立体映像の少女を貫かん通つうした。

「ぎゃーー！　撃たれた！　撃たれましたよわたしーー！」

　アイビスが絶ぜつ叫きようする。

　しかし、当然のことながらその立体映像の姿にはいささかの乱れも見て取れない。

　いつも通り無視することに決めるとノーマンは手早くＱ‐ｐｈｏｎｅを上着にしまい、ＴＤ‐０３を起動、手前のアサルトギアの脚きやく部ぶめがけて冷気を飛ばした。放たれた冷気はギアにまとわりつき、見る見るうちにギアの脚部を凍とう結けつさせていく。が、ギアはブースターを吹かすと、脚部を覆おおった氷を砕くだきながらノーマンに突とつ進しんしてきた。

「人間のようにはいかないか」

　つぶやきながらヴォルテクスを起動、発生させた竜巻で今度はノーマン自身の体を飛ばす。突き出された赤く輝かがやくヒートブレードを宙を舞ってかわし、距きよ離りを取る。

　しかし、着地するノーマンを待ち構えていたもう一機がヒートブレードを横よこ薙なぎに振るってきた。回かい避ひは不可。相手の方に踏み込むとともにスレッジハンマーを起動。巨大化させた右手でヒートブレードを持ったギアの右腕を押おさえる。

　ギアはブースターを吹かし、押し切ろうとする。

　一瞬でスレッジハンマーを解除、身を引いた。力の均きん衡こうを崩くずされたギアがバランスを失う。

　そこにヴォルテクスの竜巻を叩きこみ、完全に転てん倒とうさせる。仰あお向むけに倒たおれたギアの上に飛び乗り、再度スレッジハンマーを起動。今度は両手を巨大化させ、兵器と化した両の拳で連打を見み舞まう。

　ピストンのように巨大な拳が叩きこまれる。見る見るうちにギアの装そう甲こうが軋きしみ、ひしゃげ、フレームが歪ゆがんでいく。十発ほど殴ったところで手を止めた。まずは一機。

　今度はもう一機のギアがヒートブレードを振りおろす。全長二メートル近い刃はが高熱を纏い、弧こを描えがいてノーマンに向かう。

　ノーマンはヴォルテクスを起動し、灼しやく熱ねつの刃に竜巻を当てて逸らしつつ、自身の体を飛ばして距離を取る。スレッジハンマーを再度起動。巨大化させた右手で先ほど撃げき破はしたギアの手からまだ熱を持っているヒートブレードをもぎ取り、もう一機のギアの頭部めがけて投げつけた。熱したナイフでバターを貫つらぬくように易やす々やすとギアの頭部にヒートブレードが突き立つ。

　メインカメラを破は壊かいされ、ギアの動きが止まる。

　ノーマンはギアの頭部に飛びついた。スレッジハンマーを起動して突き刺ささったヒートブレードを力任せに引き抜き、二回ブレードを振るってギアの両りよう腕うでを斬きり落とす。最後にギアの足を薙ぎ払はらうと轟ごう音おんとともに巨人が地に倒れ伏ふした。これで二機目。

「アイビス、状況は？」

　最後の一いち撃げきで曲がってしまったヒートブレードを放ほうり投げ、スレッジハンマーを解除するとＱ‐ｐｈｏｎｅを取り出してアイビスに尋たずねた。

「はいです。負傷者は十五名、そのうち重傷者が三名、死者はゼロです」

　倒れた黒服たちを分析したアイビスが報告する。

「戦果は上々だな」

　ノーマンはにやりと笑う。

「いや！　やりすぎですよ！　ギアまで壊こわしちゃうなんて！　ブラッドさん超ちよう怒おこりますよ！」

「俺おれがどうしたって？」

　ノーマンの背後から言葉がかかる。

　その言葉には答えず、ノーマンは体を前方に投げ出した。巨大な鉈なたが背中をかすめ、着ていたスーツの上着が無残に切り裂かれた。

「ずいぶん派手にやってくれるじゃねえか。異能者さんよ」

　朗々とした声が響く。鉈を振るったのは短い金きん髪ぱつを輝かせた、隆りゆう々りゆうとした体たい躯くの大男だった。

「お前がブラッド・ウォーラーか？」

　ノーマンが尋ねた。

「だったらなんだってんだ」

　言うとブラッドは刃は渡わたり八十センチはある巨大な鉈を軽々と片手で構え、その体躯からは想像もつかない速さで斬りかかってきた。

「わたしは引っ込んでますです！」

　言うが早いか、アイビスが姿を消した。

　ノーマンもタクティカルナイフを抜く。左に避さけてブラッドの袈け裟さ斬ぎりをかわす。しかし、ブラッドの鉈は鋭するどく反転して振りあげられた。巨大な鉈に自身のナイフをぶつけて逸らす。

　ブラッドは力任せに再び鉈を反転させ、巨大な刃を振り下おろす。

　ノーマンは飛び下がって刃をやりすごすと鋭く踏み込み、喉のど笛ぶえを突いた。

　ブラッドは猫ねこのようにしなやかな動きで突きをかわすと楽しそうに言った。

「いい動きだ。何から何まで異能頼だよりでもねえんだな」

「なら、リクエストに応こたえて頼ってみようか」

　ノーマンのナイフが冷気を纏って氷結し、ブラッドの鉈に勝まさるとも劣おとらない巨大な氷の刃を形成した。

「おもしれえ！　来い！」

　異能の力に怯ひるむことなくブラッドは獰猛な笑みを浮かべてみせる。

　ブラッドの右足めがけ氷の刃で斬りかかる。ブラッドは横薙ぎの斬ざん撃げきを軽かろやかに飛んでかわすと両手で鉈を握にぎり、落下の勢いそのままに頭めがけて渾こん身しんの力で叩きつける。ノーマンは氷のナイフで斬撃を受ける。重い斬撃に腕がしびれる。バランスを崩しながらもなんとか鉈を弾はじいた。

　よろめいたノーマンめがけて飛ぶ、左上段の回まわし蹴げり。氷を纏ったナイフを左手に持ちかえ、ブレイズを起動。炎ほのおを纏った右手で蹴りを受けるべく構える。

　ノーマンの動きを見たブラッドの左足の軌き道どうが変わる。

　斜ななめ下したに鋭く切り返した左足は炎の右手のガードをすり抜け、ノーマンの脇わき腹ばらにめり込んだ。完かん璧ぺきに入った強きよう烈れつな蹴りにノーマンが大きく体勢を崩す。

　グロテスクなほど巨大な鉈が振り下ろされる。狙いはノーマンの左ひだり肩かた。氷のナイフで受ける。しかし、強きよう靭じんなブラッドの刃にノーマンのナイフは弾かれ、巨大な刃が肩に深く食い込んだ。

　鉈が引き抜かれ、吹き出した血が辺りを赤く染めた。

「終わりだな」

　獰猛な笑みを浮かべた顔に返り血を浴びながらブラッドが言う。

「どうかな」

　ノーマンが言った。左ひだり腕うではちぎれかけ、大量に出血しているが、いまだその余よ裕ゆうは失われていない。

「強がりを。その傷じゃ致ち命めい――」

　言いかけてブラッドが言葉を失う。

　見ればノーマンの出血はすでにおさまり、傷はふさがりつつあった。Ｄ＆Ｄ社製クラス５モデル『ナイチンゲール』のなせる業わざだ。

「言っただろう異能に頼ってみる、と」

「ちっ、これが異能者か。おもしれえじゃねえか」

　言葉とは裏腹にブラッドの顔には戸と惑まどいの色が浮かんでいた。

「さてと、そろそろ本題に入ろうか」

　弾かれたナイフを拾って鞘さやにおさめ、戦せん闘とうなどなかったかのように穏おだやかな調子でノーマンが告げる。

「本題だと？」

　ブラッドが怪け訝げんな目でノーマンを見つめる。

「ああ、おれを雇ってくれ」

　ブラッドが笑った。

「雇えだあ？　ここまでやっておいて、この俺と一いつ騎き打うちまでしたやつを雇えってのか？」

「その通りだ。おれを雇えばウィーゼル・ウォーラーを殺してやる」

「殺して欲ほしいのは山々だがな、いくら兄貴を殺すためとはいえお前を雇うわけにはいかねえよ」

「十八ブロック三十四番地。愛人の住所らしいな」

「ノーマン！　なんでばらしちゃうですか！」

　慌てて立体映像を出現させたアイビスが叫ぶ。

「おい待て！　なんでその場所を！」

　ブラッドの口と目が興奮に大きく開く。

「ウィーゼルがそこを襲おそうからだ」

「なんだと！」

「おれはウィーゼルに雇われているんだ。もちろんお前を殺すためにな。だが、おれはシルバーハーストのやつらを潰つぶしてやりたい。そのためにはウィーゼルから離はなれる必要がある」

「ちょ、ちょっとノーマン？　それって、まずくないですか」

「なぜだ？　シルバーハーストなんぞ勝手に潰せばいいだろう？」

　アイビスを無視してブラッドが聞く。

「雇い主ぬしのパートナーを勝手に潰すわけにはいかないだろう」

「パートナー……兄貴がシルバーハーストと手を組んでるってのか！」

　ブラッドが目を瞠みはる。

「何だ、知らなかったのか？」

　ノーマンが言った。

「兄貴の野や郎ろう…………事情はわかった。お前はシルバーハーストを潰すために兄貴を裏切って俺と組もうってんだな」

「そういうことだ。ウィーゼルのやつはシルバーハーストと話をつけて手打ちにすると言ったがおれはやつらを許すつもりはない。こちらに協力してくれるならシルバーハーストと一緒にウィーゼルも殺してやる。ついでに言っておくが現在のお前の戦力でウィーゼルに勝つのは難しいと思うぞ」

　シルバーハーストに対する怒いかりを見せつつも楽しそうにノーマンが言った。

「自分でその戦力を減らしといてよく言うぜ」

　呆あきれたようにブラッドが言った。

「ちなみにお前を殺すことの報酬は二千五百万クレジットだ」

「生あい憎にくだが俺にはそんな金額は出せねえぞ」

「不要だ。おれはうっとうしいシルバーハーストを潰せればそれでいい」

　懐からウィーゼルのサインが入った小切手を取り出しブラッドの前で破いて見せた。

「ウィーゼルさん裏切っちゃったですよ」

　アイビスが頭を抱かかえる。

　ブラッドはしばらく思案してから言った。

「わかった。お前を雇うとしよう」
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「まずは戦力を立て直す必要がある」

　切りだしたのはノーマンだ。

「それはそうだがどうやるんだ。誰だれかさんが秘蔵のギアまで大破させたおかげでうちはガタガタだぞ」

　テーブルを挟はさんでノーマンと向き合ったブラッドが応おう酬しゆうする。

　朝日が差し込むブラッドの邸宅の応接間の窓からは、昨夜ノーマンが粉砕した門を修理している作業員の姿が見える。

「あのーーーー」

「旧式のヒリアード二つくらいで四の五の言うな。戦力に関しては考えがある。この名めい刺しの男に連れん絡らくを取れ。異能を売ってくれる」

　ノーマンはジョン・オアの名刺をブラッドの手元に滑すべらせる。

「レオネスの営業部長……こんなやつの世話になるとはな……背に腹は代えられねえか」

　苦虫をかみつぶしたようにブラッドが言う。

「もしもーーーし」

「異能さえ揃そろえれば使い方に関してはおれが訓練してやる」

　ノーマンが言う。

「債権回収機構リポゼツシヨンエージエンシー専属の回収屋がコーチとは頼もしいね」

　ブラッドが口くちの端はを吊つり上げる。

「ちょっと！　いい加減にしてください！　無視しないでくださいよ！」

　テーブルに置かれたＱ‐ｐｈｏｎｅから堪たまりかねたアイビスが叫んだ。

「で、このお嬢じようちゃんは何なんだ？」

　ブラッドが尋ねる。

「おれの上司のＡＩ、アイビスだ」

　ノーマンが答える。

「それが何でこの話に同席してるんだ？」

「右も左もわからないお前のために異能の説明をしてもらおうと思ってな」

「ほう」

　ブラッドがアイビスを睨にらむ。

「ちょ、なんでこっち睨むですか！　やめてくださいよ！　わたしなんかおいしくないですよ！」

　アイビスがたじろぐ。

「おもしれえＡＩだな」

　ブラッドが大きく笑う。

「だが性能の方は大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「いま、なんて言いました？」

　アイビスが静かに問いかける。

「こんなポンコツで大丈夫かって聞いたんだよ」

　ブラッドが笑いながら言った。

「ポンコツ……ふふっ、いくらわたしでも自己紹しよう介かいから三分足らずでのポンコツ発言は我が慢まんならないですよ…………かっちーんです！　そこになおりなさい！　そして聞くがいいです！　このわたしの宇宙一わかりやすい異能講義を！」

　キレたアイビスが叫ぶ。

「本当に大丈夫なんだろうな？」

　ブラッドはノーマンの方に身を寄せると小声で尋ねた。

「問題ない。いろいろとイカれてるが性能は確かだ」

　ノーマンが請うけ合あった。

　そして講義が始まった。

「いいですか。異能というのは七大企き業ぎようが販はん売ばいしている特とく殊しゆ能力のことです。火を吹く能力、冷気を操あやつる能力、竜巻を起こす能力など様々な能力があります。異能は七種類の系統――赤、橙だいだい、黄、緑、青、藍あい、紫むらさきの七つの色で表現されるです――に分かれていまして、七大企業が異能を効果の大きさの順に９から１までのクラスに分けて販売してるです。ここまでいいですか！」

　いつもの弱気な態度が吹き飛とんだアイビスが血走った目でブラッドを睨みつける。

「おう。いいぜお嬢ちゃん。七つの系統の異能を七大企業が販売しているんだな。で、異能は威い力りよくの順に９から１のクラスに分かれてる」

「そうです。それでですね、異能を使用するには企業から異能を購こう入にゆうして専用のアミュレットにインストールする必要があるです。購入の際に必要なのは身分の証明とお金です。それと可能であればパッチテストをしておくと好ましいです」

「アミュレット？」

「これのことだ」
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　ノーマンが自身の黒いアミュレットを取り出す。

「ほう、これに異能が入ってるのか」

　ブラッドは黒く光るアミュレットをしげしげと眺ながめる。

「そうだ。異能は異能をインストールしたアミュレットを身につけて、初めて使えるようになる」

「なるほどな。で、パッチテストってのはなんなんだ？　適性でも調べるのか？」

　ブラッドが疑問を投げかける。

「鋭いです！　ブラッドさんの言うとおり、パッチテストというのは異能の適性を調べるための試験です。さまざまな能力があると言いましたが、その人の適性によって容易に使用できる能力と、そうでない能力があります。例えば火を操る能力に適性があるけど風を操る能力には適性がない人がいたりします。そういう人が風を操る能力を買っちゃったら損しますよね？　そういった能力のミスマッチを避けるためにパッチテストを行いますです！」

　鼻息荒あらくアイビスが言った。

「なら、それぞれそいつに適した異能を買うべきなのか？」

　レオネス社の営業部長の名刺を弄もてあそびながらブラッドが尋ねる。

「適性の高さは個人によって違ちがうが、訓練することである程度異能の使い勝手を改善することができる。今回はあまり時間がない。訓練の効率も考えると購入する異能は一種類に絞しぼることになる」

　ノーマンが補足する。

「ノーマンは黙だまっててください！」

　アイビスがノーマンを睨む。

「ノーマンが言うように訓練を積めば同じ異能でもより強力になっていくです。まあ、適性からくる限界はありますが。でもでも、限界を超こえる方法もあるですよ」

「どうやるんだ？」

「よりクラスの高い異能を買えばいい」

　ノーマンが答えた。

「なんで言っちゃうですかノーマン！　……まあ、ノーマンの言うとおりです。基本的にクラスが高くなるほど異能の効果は増すのです。ただし値段が跳はね上がりますが」

「今までの話をまとめると、おれは一番威力のでかいクラス９の異能をレオネスから買えばいいのか？」

　ブラッドがジョン・オアの名刺を見ながら訊きく。

「いえ、残念ながらクラス９は非売品でして、一いつ般ぱん人じんが入手できる最高の異能はクラス８です」

　アイビスが申し訳なさそうに言う。

「非売品かよ。企業ってのはケチくせえ連中だな」

「仮にクラス９が手に入ったところで起動できないから意味ないですよ」

「異能ってのは誰にでも使えるんじゃねえのか？」

「基本的にはその通りでして、異能適性が最低のＨランクでも市し販はんされているすべての異能を起動できるです。ただし、例外がありまして――」

「それがクラス９か」

　ブラッドがアイビスの説明に割って入った。

「はいです。クラス９の異能だけは異能適性の最高値であるＳランクの適性がないと起動できないのです。現在、Ｓランクの適性を持つ人は十人に満たないと言われていますね」

「一億人にひとり以下かよ」

「そして、ほぼ全員が七大企業に所属し、最強の異能使いとして君臨しているのです」

「なるほどな。じゃあ、買うのはクラス８か」

「クラス８だって買えんぞ。この辺り一帯を丸ごと売ってもクラス８には届かない。お前の手下を全員異能使いにするのならばクラス３か４がいいところだろう」

　ノーマンが口を挟む。

「ノーマン！」

　じろりとアイビスが睨む。

「でも実際、ノーマンの言う通りだと思うです。必要な数と異能の値段を考えるとクラス４あたりが限界です」

　アイビスが立体映像の算盤そろばんをはじいて必要な金額をブラッドに提示する。

「ハイテクなんだかレトロなんだか……」

　ブラッドは困こん惑わくしながらも算盤をのぞき込んだ。

「おいおい、これじゃ俺の資産が吹っ飛ぶじゃねえか！　まいったな、こんなに高価なもんだったとは……」

　頭の後ろを掻かきながらブラッドが嘆なげいた。

「だが、異能は強力な武器になる。お前もよく知ってるだろう」

　指先にブレイズの炎を出現させながらノーマンが言う。

「ちっ、確かに昨日思い知ったからな……とはいえ、資産を全部突っ込むわけにはいかねえ。試ためしに安いのをいくつか買ってみるか」

　オアの名刺を持ってブラッドが立ちあがった。

「ところで聞いておきたいんだが」

「なんだ？」

「昨日のお前はずいぶんいろんな能力使ってたみてえだが、俺や手下どももお前みたいになれるのか？」

「ある程度は可能だな。許容量キヤパシテイにもよるが三つくらいは異能を使えるだろう」

「ポンコツ、許容量ってのはなんだ？」

「ポンコツ言うなです！　許容量というのはその人が使える異能の数を示した値ですね。異能適性の総合値によって決まるのです。普ふ通つうの人ならノーマンが言ったように三つくらいの異能が使えますね。ただし、これは訓練を積んだ場合の話でして、いきなり三つの異能を使いこなすことはできないのです」

「となるとこいつは……」

　ブラッドが昨日交戦した異能使いに目を向ける。

「たまたま天才に生まれついただけだ」

　ノーマンが言った。

「そうなんですよ！　ノーマンはすごいんですから！　実は――」

　そのときドアが叩かれた。

「ボス。おれだあ」

　ドアの向こうから間延びした声が届く。

「なんですか！　今いいところなのに！」

「黙っていろ」

　ノーマンがアイビスをたしなめる。

「入れ」

　ブラッドが言うとドアが開いた。

「おう。おめえもいたのかあ。昨日は派手にやったなあ」

　応接間に入ってきた大男がノーマンのほうを向きながら言う。丸々と太った体は山のようだ。しかし動作は滑なめらかで隙がない。

「ジョズ、まずは自己紹介だろう」

　続いて入ってきた眼鏡めがねをかけた背の低い、やせ形の男が言った。

「この二人は？」

　ノーマンがブラッドに問いかける。

「ああ、紹介が遅おくれたな。うちの幹部だ。デブがジョズ、チビがデズモンドだ」

　ブラッドが言う。

「ちげえねえや」

　デブと言われたジョズが笑う。

　ジョズはポテトチップスの袋ふくろを取り出し、袋を開けるとバリバリと食べ始めた。

「デブにチビはないでしょうボス」

　チビと言われたデズモンドはブラッドに抗議する。

　ブラッドは豪ごう快かいに笑うだけだった。

「まったく……私はデズモンド。ボスの補ほ佐さ役やくです。あなたの話は聞いていますよ、ミスター・ノーマン」

　言いながらノーマンに右手を差し出す。

「ノーマンでいい」

　握あく手しゆに応じながら言った。

「おれはジョズだあ。よろしくな、ノーマン」

　人ひと懐なつっこい笑え顔がおとともに差し出された右手はポテトチップスのカスと油と唾だ液えきにまみれていた。

　ノーマンは差し出された手を無視するとデズモンドに目を向けた。

「あー、その、品のない身内で申し訳ない」

　デズモンドがこめかみを押さえながら言った。

「この二人がうちの幹部ってわけだ。よろしくたのむぜ」

　ブラッドが言った。

「この二人、昨日は見み掛かけなかったが？」

　ノーマンが言った。

「別の用事があってな、昨日は屋敷にいなかったんだ」

　ブラッドが答えた。

「なるほど。いたら厄やつ介かいなことになっていただろうな」

　ノーマンがにやりと笑いながら二人の幹部に目をやる。

「当たりめえだあ」「当然です」

　ジョズとデズモンドが同時に言った。

「マフィアが……増えた」

　アイビスは青ざめた。




　次の日。太陽が真上にのぼる頃ころ。

「このたびはわが社の製品をお買い上げいただき誠まことにありがとうございます」

　言葉とともに恭うやうやしく頭を下げたのは黄色いスーツの男、ジョン・オアだ。

「御ご託たくはいい。それで、異能は？」

　応接間のソファに陣じん取どったブラッドが言った。

「はい。御ご注ちゆう文もんの通りわが社のクラス２モデル『ブレイズ』を十個ご用意させていただきました」

　ジョン・オアがアタッシェケースを開けると十個の真っ赤なアミュレットが鎮ちん座ざしていた。

「確かに」

　ブラッドがアタッシェケースの中身を確かく認にんした。

「今回、パッチテストはご不要とのことでしたが本当によろしいのですか？」

　ジョン・オアが尋ねる。

「ああ。必要ない」

　ブラッドはひらひらと手を振った。

「さようでございますか。それではさっそくご使用になられますか」

「そうだな。試してみるとしよう」

　アタッシェケースに収まったアミュレットのひとつを取り上げた。

　オアの説明を受け、アミュレットにはめ込まれた赤い石に手を触ふれることで使用者として登録すると、ブラッドはアミュレットの鎖くさりを首にかけた。首にかけた瞬しゆん間かん、何をどうやれば異能が起動するかがわかった。

「今のは一体……」

　いぶかしげにブラッドがつぶやく。

「ああ、異能は初めてでしたか。そういうものなのですよ。ご安心ください。体に害はありませんので」

「そういうもの……ね」

　さっき得た知識に従って右手に意識を集中した。ブレイズが起動する。

　軽い音とともに小さな火の玉がその右手に出現した。

「これが異能か……」

　ブラッドは異能の炎をじっと見つめていた。




「兄貴の前にこいつらを片づけちまわないとな」

　夕日を照り返しているビルを見上げながらブラッドが獰どう猛もうな笑えみを浮うかべて言った。

「そういえばあの嬢ちゃんはどうした？」

「腹が痛いから休むんだそうだ」

「らしいといえばらしいが……、あれ、ほんとにＡＩなのか？」

「あれのことはどうでもいいが、本当にお前も出るのか？　おれたちだけで十分だろう」

　ノーマンが言った。その後ろには赤いアミュレットを首にかけ、異能者となったブラッドの手下たちがいる。

「なんだ、俺の腕うでに不満でもあるのか？」

　ブラッドの実力については身をもって知っているノーマンは首を振ふった。

　ブラッドは異能にも適性があり、ノーマンの訓練を受けたマフィアたちの中でも頭ひとつ抜ぬけた実力を見せていた。

　首を振るノーマンを見て満足げに大きくうなずくとブラッドは命令を下した。




　最初に犠ぎ牲せいになったのは一階ロビーの喫きつ煙えんスペースでたばこを吸っていた男だった。

　ブラッドが掌てのひらに出現させた火球を放り投げ、火ひ達磨だるまにしたのだった。火災報知機の警報が鳴なり響ひびく。上の階の人間が音を立てて一いつ斉せいに動き出した。

　カウンターからショットガンを取り出した受付係を四八口径で撃うち殺ころすとノーマンが言った。

「おれは上から攻せめる」

「おい！　打ち合わせと違うぞ！」

　手下たちとともにロビーにいるシルバーハースト社員を攻こう撃げきしているブラッドからかけられた声を無視し、ノーマンは一度外に出てヴォルテクスを起動した。両手に竜たつ巻まきを発生させると一九五センチ、一一五キロの筋肉の塊かたまりのような体を飛ばし、屋上に向かった。

「便利なもんだな」

　なすすべもなくノーマンを見送ったブラッドが呆れたように言った。




　屋上の扉とびらを蹴り破ったノーマンは階段をおりて五階に向かった。

　そこはいくつものブースに区切られたオフィスだった。

「早かったじゃん。おっさん」

　聞き覚えのある声がした。目を向けるとひときわ大きなデスクに腰こしかけた少年がいた。

　ホテルで取とり逃にがしたガキだ。

「社長はどこだ？　殺しに来たんだが」

　ノーマンが少年に言った。

「生憎ですが社長には避ひ難なんしていただきました」

　質問に答えたのはブースの陰かげから出てきた青年だった。

　ノーマンはホテルの前に集まっていた野や次じ馬うまの中にこの青年がいたのを覚えていた。

「お前がそこのガキの保護者か？」

　ノーマンの質問に少年の顔がゆがむ。

「ウィル君。熱くなっては駄だ目めですよ」

「平気だっての！　こんなやつ、頭に血がのぼってたって勝てる！」

「保護者の前では元気だな。殊しゆ勝しようなことだ」

　ウィルはベルトにくくりつけられた手しゆ榴りゆう弾だんに手をかけた。

「言ってるそばから君は……」

　青年がため息をつく。

「トーマスは引っ込んでていいよ。こいつはひとりでやる」

「そういうわけにはいかないのですよ。彼かれには聞きたいこともありますしね」

　トーマスはノーマンに向き直った。

「回収屋のノーマンさん、そもそもあなたはウィーゼル・ウォーラーに雇やとわれている身ではないのですか？　彼とわが社が懇こん意いにしていることは聞いていると思うのですが、なぜこんなことを？」

「ウィーゼルを捨ててブラッドと組んだんだ。そうすればうっとうしい貴様らを気き兼がねなくつぶせる」

「なるほど、いいでしょう。それならそれで、気兼ねなくあなたを殺せますから」

　トーマスの右の人差し指がノーマンを指し、左の人差し指が近くにあったデスクを囲むように空中に円を描えがいた。

　次の瞬間、円に囲まれたデスクが視し認にん不可能な速度でノーマンに向かって飛んだ。デスクの直ちよく撃げきを受け、吹ふき飛ばされたノーマンが壁かべに激げき突とつする。

「強制転移能力……これで社長を避難させたわけか」

　立ち上がりながらノーマンがつぶやいた。

「僕ぼくを忘れてもらっちゃ困るね」

　声の方に目を向ける。衝しよう突とつでばらばらになったデスクの破は片へんがウィルの念動力を受けて飛来した。斜め前に身を投げて破片をかわしながらホルスターの四八口径を抜き、着地と同時に片かた膝ひざをついてウィルに銃じゆう口こうを向ける。銃口の先にウィルの姿はなかった。

「こっちこっち！」

　声は真後ろからした。右側頭部に衝しよう撃げき。鉄板で強化されたブーツによる蹴りを受け、皮ひ膚ふが切れて血が噴ふき出した。

「ざまあみろ！　バーカ！」

　トーマスによって強制転移させられたウィルが楽しげに言った。

　体勢を立て直し、再びウィルに銃口を向ける。照準を合わせた瞬間、ノーマンの視界の中のあらゆる物体が猛もう烈れつな速度で飛び去った。そして、凄すさまじい衝撃がノーマンの全身を襲った。

「おやおや、私もいるんですよ」

　強制転移によってノーマンを壁に叩たたきつけたトーマスが言った。

「とっどめー！」

　周囲のデスクや椅い子す、ＰＣ、ファイルキャビネットが念動力を受けて浮き上あがりノーマンめがけて飛んだ。避ける間もなかった。

「死んだ？　死んじゃった？　もう終わり？　つまんねーなー」

「ウィル君、油断しては駄目ですよ」

　デスクの山が崩くずれるとノーマンが出てきた。

「なんだ。生きてんのかよ」

　ウィルがため息をついた。

　ノーマンは無言で立ち上がると右のこめかみに手をやり、手に付いた自身の血を眺めた。

「なかなか頑がん丈じようなようですが、思ったほどのものでもありませんね。ウィーゼル・ウォーラー氏を裏切ってくれたのはかえってよかったかもしれません。この程度ではたいして役に立たないでしょうから」

「ははっ！　トーマスもきっついこと言うなあ。こいつがかわいそうじゃんか」

「君がそれを言いますか。……まあいいでしょう。これで終わりです」

　トーマスは懐ふところからナイフを取り出すと上に放ほうり投なげた。右手でノーマンの頭を指さし、左手を使って投げたナイフを円で囲んだ。ナイフが消える。

　消えたナイフはノーマンの右手の中に現れた。

「は？」

　呆ほうけたようにノーマンの手に握られたナイフを見つめるトーマス。

「そんな馬ば鹿かな！」

　二本目のナイフを取り出し、再び強制転移でノーマンの頭に叩き込む。二本目のナイフがノーマンの右手の中に現れた。

「ありえない！」

　トーマスが叫さけぶ。

　右みぎ腕うでを懐に突っ込み、三本目のナイフを取り出すと手近にあったデスクに突つき立たてた。右の人差し指をノーマンに向け、左手で円を描く。

　ナイフはノーマンの手の中に現れた。

「どうなってんだよトーマス！」

「わ、わかりません。こんなことは今まで一度も――」

　ノーマンがうろたえる二人をせせら笑うように口の端を吊り上げる。

「このっ！」

　突き刺さすようにノーマンを指さし、その口めがけてナイフを転移させる。しかし刺さらない。ナイフはノーマンの手の中に現れる。

　あの笑みを消してやろうと考えなしに次々とナイフを転移させた。

「こんな、こんな馬鹿な……」

　トーマスが膝ひざをついたとき、ノーマンは両手に計七本のナイフを持っていた。

　ようやく何が起きているかを悟さとったトーマスは恐きよう怖ふに染まった顔をゆっくりと上げ、ノーマンを見た。

「まさか、転移中のナイフを掴つかみ取っているとでも……」

「やっと気づいたか。このまま気づかなかったらどうしようかと思ったが」

　掴んでいたナイフを床ゆかに落とすとノーマンが言った。

「ありえない……。そんなことができるわけがない！」

「そうとはかぎらないだろう。お前の異能は空間を捻ねじ曲まげて転移させるタイプとは違う。ただ単に高速で物体を移動させるものだ。それなら移動中に掴むことだってできる」

　こともなげに語るノーマンをトーマスは幽ゆう霊れいを見るかのような目で見つめた。

「さてと、もう終わりか？　思ったほどのものでもないな。ウィーゼルを裏切ったのは失敗だったかな。この程度では戦っても面白おもしろくないな」

　楽しげに言いながらトーマスに向かって一歩踏ふみ出した。

「く、来るな、近寄るな！」

　理解を超えた存在を目まの当あたりにし、取り乱すトーマスと心底愉ゆ快かいそうに一歩一歩トーマスに近づくノーマンの間にウィルが割って入った。不自然な姿勢でノーマンの動きが止まる。

「しっかりしろよトーマス。僕がこいつを止めてるから今のうちに――」

　念動力でノーマンの動きを止め、相棒に向かって笑顔を見せた。

「逃げろ。ウィル君、早く」

　絞り出すような声だった。トーマスの声のただならぬ調子にウィルがノーマンに目を向けると念動力で動きを封ふうじられたはずの男はゆっくりと、だが確実にこちらに近づいてきていた。

「ウソだろ？」

　より強く念動力ちからをかける。しかし、よどみない歩調でノーマンは近づいてくる。

「ありえない……ホテルでは効いたのに……」

「あれが全力だと思っていたのか？」

　一歩一歩近づきながら淡たん々たんとノーマンが言った。

　最大の念動力がかけられているにもかかわらず、平然と首をかしげて見せるノーマンにウィルは言葉を失う。

「逃げるんだウィル君！」

「ま、まだだ！　まだやれ――」

　言葉は最後まで続かなかった。念動力による妨ぼう害がいなど物ともしないノーマンの迅じん速そくな踏み込みから繰くり出された強きよう烈れつなボディブローがウィルを吹き飛ばしたからだ。

「ウィル君！　くそっ！」

　血を吐はいて吹き飛ぶ相棒の姿を目の当たりにしたトーマスが近くにあった椅子をノーマンにぶつけるべく左右の手を動かす。

「それをつかむのは難なん儀ぎだな」

　少し長い銃じゆう声せいが響いた。

「があああっ！」

　念動力から解き放たれたノーマンの右手が常じよう軌きを逸いつした速度で動き、常識外れの高速連射でトーマスの左右の手首に三発ずつ四八口こう径けい弾だんを撃ち込んだ。

「その状態でも異能は使えるのか？」

　六発を撃ちきったリボルバーからゆっくりと排はい莢きようし、再装そう填てんしながらノーマンが言った。

　トーマスの右手は完全にちぎれ、左手も皮一枚でかろうじてつながっている状態だった。

　猛烈な痛みに涙なみだを流し、肩かたで息をするトーマスをしばらく眺めていたノーマンは質問に答える気がないことを悟ると銃をホルスターに収め、トーマスの頭を片手でつかんで持ち上げて壁に叩きつけた。




「トーマスっ！　この野や郎ろう！」

　ボディブローのダメージからようやく立ち直ったウィルが叫んだ。

　異能を使うことすら忘れ、相棒を救うためにノーマンに殴なぐりかかろうとした。

　片手で血にまみれたトーマスの頭をつかんだままノーマンが振り向むいた。

　ウィルは拳こぶしを固めた。足を踏み出した。拳を振り上げた。

　そこまでだった。

　体の動きが止まる。涙があふれ、拳から力が抜け、脚あしがなえる。

「失うせろ」

　ホテルのロビーで戦ったときとは全く違う。

　狂きよう喜きと殺意を宿した鋼はがねのように青いその瞳ひとみはウィルの頭に恐怖を叩きこみ、それ以外のすべてを消し飛ばした。

　ウィルは呼吸すらも忘れて膝をつく。這はうようにして後ろに下がり、トーマスの頭を壁に叩きつけ続けるノーマンに背中を向け、逃げ出す。

　脚をもつれさせながらノーマンから逃のがれようと必死で走るウィルが最後に見たのは、ノーマンの拳がトーマスの頭ず蓋がいを砕くだく瞬間だった。

　ウィルは走った。屋上への階段を駆かけ上がる。ノーマンを殺すという仕事も、プロの殺し屋としてのプライドも、相棒であるトーマスのことも頭から吹き飛んだ。ただただ逃げたかった。あの怪かい物ぶつから。あの瞳から。

　ウィルは屋上に出た。辺りを見回し、隠かくれる場所を探す。心臓は狂くるったように脈打ち、体は浅い呼吸を繰り返かえす。心臓の音がうるさくて仕方ない。胸を押さえ、脈動を抑おさえようとする。しかし、心臓は主の意志に反して激しく鼓こ動どうを刻み続ける。
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　収まれよ。

　でないとあいつに見つかる。

　そう念じながら胸を押さえ続ける。そのうち、心臓の音以外の音が聞こえてきた。

　足音だ。

　開け放ったままの屋上の扉の方から足音が聞こえた。

　階段を上る音。

　怪物が近づいてくる音。

　あの怪物がやってくる。

　ウィルの頭はノーマンから逃れることのみを考え、そのための方法を思いついた。ウィルの体はためらうことなくその方法を実行に移した。

　あれほどうるさかった心音が今はとても静かだった。




　トーマスを殺した後、ウィルを追って屋上にやってきたノーマンは、はるか下の地面に横たわるウィルの死体を見下ろしていた。

　ノーマンはＱ‐ｐｈｏｎｅを取り出し、ある番号にかけた。

　相手はすぐに電話に出た。

「はい、カミヤです」

「ジンか？」

　ノーマンが電話をかけたのは同じ支部に所属する専属回収人のジンだった。

「ノーマンさん、こっちは大変なことになってますよ。大通りで人を撃ったりするものだから民警の人たちが血ち眼まなこになってノーマンさんを捜さがしてて……」

「そうか、もうしばらくこちらにいたほうがよさそうだな」

「でしょうね。それで、いったいどうしたんですか？　こちらの様子が気になっただけじゃないんでしょう？」

「ああ。お前にクラス６の滞たい納のう者しやの情報を確認してほしい」

「クラス６の滞納者の情報って、今ノーマンさんが追っているやつですか？」

「そうだ」

「分かりました。確認してみますね。……あれ、変だな。この前確認した時は確かにあったのに」

「やはり滞納者情報が消えているか」

「ノーマンさん何か知っているんですか？」

「まあな」

　それだけ言うと電話を切った。

「こんなところにいたのか」

　屋上の扉を開けたブラッドが夕日に目を細めながら言った。部下を率いて一階から順にビルを制圧していき、ようやく屋上までたどり着いたのだった。

「二人仕留めた。社長には逃げられた」

「たった二人か。俺おれは五人殺やったぞ。お前ならもっと派手に殺ってると思ってたんだがな。社長の件は残念だが、まあ、かまわん。シルバーハーストの戦力は大分削けずってやったしな」

「となると次は――」

「ああ。ウィーゼルだ」

　ブラッドは獰猛な笑みを浮かべた。




「で、殺し屋派遣会社マーダーインクのビルをひとつ壊かい滅めつさせたですか」

「睨にらむだけで人を殺せる人間なんて初めて見たっす」

　ホテルのノーマンの部屋で話を聞き終わったアイビスとアッシュはがたがたと震ふるえながら言った。

「殺してはいない。勝手に死んだだけだ。そんなに珍めずらしいことか？」

　ルームサービスに注文した夕食のステーキを食べ終わったノーマンが言った。

「あっはっは！　すげえ！　すげえよあんた！　最高だよ！」

　食事もとらずに話に聞き入っていたヴァレンスが大きく笑いながら言った。

「いや、珍しいとかそういう問題じゃなくて……ねえ？」

　アッシュがアイビスに水を向ける。

「いやいや、そこでわたしに振られても困るですよ」

「なんにせよ、これでおれはターゲットから『敵』に格上げだ。シルバーハーストは依い頼らいなんて関係なく、何としてもおれを殺そうとするだろう。もう後には引けんな」

　愉快そうにノーマンが言った。

「なんかすげえ生き生きしてますね、旦だん那な」

「こういうことが生きがいになっちゃってる人ですから」

　ノーマンに聞こえないように小声でアッシュが聞き、アイビスも小さな声で答えた。

「あー……やっぱりそうなんすか。初めて会ったときからそんな気はしてたんすが……」

「アッシュ」

「へい！」

　人を睨み殺す男の言葉に思わず立ち上がり、気を付けの姿勢を取ってしまう。

「シルバーハーストの社長の居場所に心当たりはないか？」

「うーん、下したっ端ぱのおれには見当つかないですね」

「なんだ、お前下っ端なのか？　その割には年が……」

　アッシュの顔をじっと眺ながめながらヴァレンスが言った。

「年のことは言わねえで下せえ！　俺だって気にしてんですから！　年下の上役に顎あごで使われる気持ちなんてあんたたちにはわからんでしょうよ！」

「いや、わかるぞ」

「へ？」

　ノーマンの意外な返答に間の抜けた声が出た。

「アイビス」

　ノーマンが手を振ってアイビスを促うながす。

「はいです！　わたしはアイビス！　ＡＩにして債権回収機構リポゼツシヨンエージエンシーボトルフ支部の最高責任者！　そして、満五歳です！」

　右手を突き出して『五』を示しながら元気良くアイビスが答えた。

「あっはっはっ！　こりゃ傑けつ作さくだ！」

　ヴァレンスが腹を抱かかえて笑う。

「……いや、コレは反則なんじゃ」

　アイビスを指さしてアッシュが言う。

「コレだって立派な上司だ」

　ノーマンが言った。

「立派な上司をコレ呼ばわりするのはやめるです！」

　頬ほおを膨ふくらませてアイビスが言った。

「しかし、社長を取り逃がしたのは痛かったっすね」

　気を取り直してアッシュが言った。

「だな。ウィーゼルと合流しちまう」

　ヴァレンスがうなずいた。

「そうとも限らない」

　ノーマンが言った。

「なんでですか？」

　アイビスが尋たずねた。

「忘れたのか？　わずかな期間とはいえおれは元々ウィーゼルに付いていたんだぞ。そいつが裏切ってシルバーハーストを襲しゆう撃げきしたと知ったら、社長はどう思う？」

「それはまあ、怒おこるでしょうね。ウィーゼルさんに人を見る目がなかったわけですし」

　アイビスが答えた。

「するとどうなる？」

「まあ、落とし前つけさせるでしょうねえ」

　今度はアッシュが答えた。

「そこでこれが生きてくる」

　ノーマンはメモを取り出し、アッシュに投げた。

　アッシュは危なっかしい手つきでなんとかメモを掴んだ。

「何だそりゃ？」

　ヴァレンスとアイビスがメモを覗のぞき込む。

「これ……襲撃の計画書っすか！」

「ウィーゼルと話したときに渡わたされたものだ。当然やつはおれがそれを持っていることを知っている。普通なら裏切りが発覚した時点で襲撃は中止だ。だが……」

　ポットからカップにコーヒーを注ぎながらノーマンが言う。

「社長に落とし前をつけるように迫せまられたら強行するってことか」

「そういうことだ」

　答えるとノーマンはカップに口をつけた。

「でもでも、失敗することがわかってるのにやるですか？　それって変な気がするです」

「今日の攻撃でシルバーハーストの戦力は大分目減りした。このままではウィーゼルの方に主導権を握にぎられかねない。それならやることはひとつだ」

「ウィーゼルの戦力を削る……そのために失敗することがわかっている計画を強行するわけか」

「そういうことだ。襲撃が失敗してウィーゼルの戦力が減ってもシルバーハーストと合わせればまだブラッドを上回るだろう？」

　ノーマンがアッシュに聞いた。

「うーん……確かにそうですね。ブラッド様の戦力はそれほど大きくないですし、ウィーゼル様の戦力を減らして主導権を握るってのはシルバーハースト的にはアリなんじゃないかと思うっす」

　腕を組んで考えこみながらアッシュが言った。

「それじゃブラッドさん結局負けちゃうじゃないですか！　どうするですかノーマン！　殺されちゃいますよ！」

「何を言っているんだ？」

「シルバーハーストとウィーゼル様、両方の戦力を減らせても結局勝てないって話ですよ」

「ブラッドが勝てないわけはないだろう」

「何でだ？」

　ヴァレンスが首を傾かしげた。

「おれがいるからだ」

　鋼はがねのように青い瞳ひとみに鋼よりも強きよう靭じんな自信を浮かべてノーマンが言った。




「夜分遅おそくに申し訳ない」

　サルバトーレが言った。

「気にしなくていい。それで、用件は何だ？　こんな時間に世間話でもないだろう？」

　サルバトーレの正面に座すわったノーマンが言った。

　シルバーハーストへの襲撃を済ませた後、ホテルで休んでいたノーマンは深夜にサルバトーレの使者の訪問を受け、サルバトーレの屋や敷しきに呼び出されたのだった。

「……私はシルバーハーストと取引をしていた。取引の内容は私の身の安全を保障してもらうかわりにこの地域の支配権を奴やつらに譲ゆずるというものだ」

「マフィアのドンも命は惜おしいか」

「辛しん辣らつだね。……だが、その通りだ。私は我わが身みかわいさにバリオスを売ったのだ。知っているかもしれんがシルバーハーストはウィーゼルとつながっている。裏で私が手を引いたのだ。ここがシルバーハーストの手に渡ったときに少しでも私の影えい響きよう力りよくを残せるように。だが、それも君とブラッドの行動のせいで水の泡あわだ。まったくたいしたものだよ。あのシルバーハーストの異能者たちを倒たおして見せたのだからね」

「それで、旗色が良くなってきたから今度はブラッドの側に肩かた入いれして、シルバーハーストを叩くつもりか？」

「そうではないよ。私にはそんなことをする資格はない。私はただウィーゼルを助けたいんだ。あれにはすまないことをした。このまま、ブラッドと戦えばウィーゼルは殺されるだろう。ブラッドの側には何といっても君がついているのだから」

「ああ、そうだな」

「そこで君に頼たのみがあるんだ。襲撃の際になんとかウィーゼルを見み逃のがしてやってほしい」

「襲撃のことも知っていたのか」

「優ゆう秀しゆうなスパイがいてね」

　サルバトーレが微笑ほほえんだ。

「見逃してどうする気だ？」

「ブラッドとウィーゼルの抗こう争そうを止めるつもりだ。襲撃が失敗したあとでならウィーゼルも応じるはずだ」

「そして、ウォーラー兄弟とおれがシルバーハーストを潰つぶし、バリオスはあんたの物ってわけか？」

「いや、私は退くつもりだ。私がしたことは許されることではないからね。ただ、息子むすこたちだけは守りたいんだ。頼む。私の願いを聞いてくれ。報ほう酬しゆうは出す」

　サルバトーレが頭を下げた。

「おれはシルバーハーストを潰せれば、バリオスがどうなろうが構わん。だが、せっかくシルバーハーストを潰すんだからウィ―ゼルも味方につけて徹てつ底てい的てきに潰してやるのも悪くないな」

「では、私の頼みを聞いてくれるのか」

「ああ」

「ありがとう。本当にありがとうノーマン」

　サルバトーレは目に涙を浮かべ、ノーマンの手を両手で握った。




「それで貴様はブラッドにあの異能使いをプレゼントしてやったというわけか。麗うるわしい兄弟愛だな、ウィーゼル」

　ノーマンがサルバトーレと会っていた頃ころ、ウィーゼルはシルバーハーストの社長であるスミスから叱しつ責せきを受けていた。

「待ってくれ、スミス。本当にあの男が裏切ったのか？　あの男の素す性じようについては私も調べたのだ。簡単に裏切るわけが――」

「証しよう拠こが見たいのか。ならばあの男に殺されたうちの社員の死体でも届けてやろうか？　まだ新しん鮮せんだぞ？」

「私はそんなつもりで言ったわけでは……」

「ならば何のつもりだ？　我が社しやは支社をひとつ失ったんだぞ。おかげでどれだけの利益が吹き飛とんだと思う？」

「う、埋うめ合あわせはさせてもらう」

「そうか。では、例の襲撃計画をシルバーハースト抜きで決行してもらおう」

「馬鹿な！　あの計画は回収屋にも知らせてあるんだぞ。ブラッドにも伝わっているはずだ」

「回収屋が裏切ったのはそちらの落ち度だろう。私の知ったことではないよ、ウィーゼル」

　ウィーゼルには電話の向こうで意地の悪い笑みを浮かべるスミスの顔が目に浮かぶようだった。

「し、しかし……」

　ウィーゼルは渋しぶった。ノーマンについての調査結果が間ま違ちがっていたとなるとあの男がどの程度の戦力なのか見当がつかない。最低でもシルバーハーストの社員以上だろう。ブラッドのみでも油断ならないのに未知の戦力までいるのは……。

「あの回収屋が怖こわいか？」

　こちらの考えを見み透すかすようにスミスが言った。

「いや、そんなことは……」

「いいことを教えてやろう。あの男はブラッドの元にはいない。去っていったよ」

「なんだと！　一体なぜ？」

「私だってただやられただけじゃない。私の身代わりを逃がした。あの男は嬉き々きとして追っていったよ。そもそもシルバーハーストを倒すために貴様を裏切ったのだから当然の行動だろう」

「しかし……」

「そうだ。もちろんいつかはばれる。だが、奴が戻もどってくる前にブラッドを殺せばいいだけだ。それとも、兄弟喧げん嘩かをするのが怖いのか？」

　ウィーゼルの腹は決まった。




「本当に来るとはな」

　ブラッドは誰だれに言うともなく言った。

「意外でしたか？」

　ブラッドの言葉に答えたのはデズモンドだ。愛用のマシンピストルを両手に持っている。左右のマシンピストルのグリップからはロングマガジンが大きく突き出していた。

「まあな。あいつの避難は済ませてあるんだろうな？」

　あいつとはブラッドの愛人のことだ。

「ぬかりなく。本当にボスも参加するのですか？　私としては安全な場所に――」

「くどいぞデズモンド」

　ブラッドがぴしゃりと言う。

　ここはブラッドが買い上げている十八ブロック三十四番地のマンションの向かいにある建物だ。三十四番地のレンガ色のマンションは続々と集まってきた完全武装した男たちによって包囲されつつあるのが確かく認にんされていた。ウィーゼルの手勢だ。

　ブラッドはウィーゼルによる襲撃の可能性についてノーマンと話し合い、おとりをマンションの部屋に待機させ、ブラッドたちは向かいにある建物で待機するという作戦を立てていた。マンション一棟とうを丸ごと買い上げているため、住人を説得して作戦を実行するのは容易だった。

「そろそろだ。準備しろ」

　マンションを包囲しているウィーゼルの手下たちと同様に完全武装した部下に向かってブラッドが指示を出す。

「了りよう解かいだあ」

　ただでさえ巨きよ大だいな体にボディアーマーを装着したことでさらに体積を増したジョズは、緊きん張ちよう感のない間延びした声で答えると銃を持ち上げた。ジョズの装備はライトマシンガンだ。ハンドガードに配された八面のアクセサリーレールにはレーザー照準器とフォアグリップに加えて、強力な戦せん闘とう用フラッシュライト、グレネードランチャー、ショットガンがそれぞれ二つずつ取り付けられ、クリスマスツリーのようになっている。

　部下たちの準備が整ったことを確認するとブラッドはおとりがいる部屋を見守った。

　次の瞬しゆん間かん、ブラッドの視線の先で部屋が爆ばく発はつした。




　ブラッドに体格が近かったことからおとり役を引き受けたノーマンはブラッドから借りた帽ぼう子しとスーツを身に着けて部屋に入った。自分以外には誰もいない部屋でウィーゼルの手下を迎むかえる準備を整えると帽子を脱ぬぎながら言った。

「アイビス。敵の数は？」

「はいです。建物の周囲を武装した人たちが取り囲んでます。数は三十六人です」

「早いじゃないか。流石さすがだ」

　衛星写真を瞬時にダウンロードして答えるアイビスにノーマンは素す直なおに感心して言った。

「い、今、何て言いましたノーマン」

「流石だ、か？」

　ふるふると体を震わせるアイビスを胡う乱ろんげに見ているとアイビスが口を開いた。

「ポンコツだのジャンクだのバグってるだの、産さん廃ぱいだの不良品だのと口くち汚ぎたなく罵ののしられること幾いく・星せい・霜そう！　ようやく、ようやく、よーーーやくわたしのこと褒ほめてくれましたねノーマン！」

　歓かん喜きの涙を流しながら堰せきを切ったように叫びだした。

「そこまで悪く言った覚えは――」

　ノーマンの指し摘てきを遮さえぎって、勢いに乗ったアイビスが人間には不可能な早口で続ける。

「やっとノーマンにもこのわたしのハイスペックっぷりが理解できたですかいやーここまで長かったです罵ば倒とうの言葉を受けるたび涙を流しながら思ったものですいつかかならず見返してやるとついについにこの日が来たですよさあノーマン遠えん慮りよなく膝をついて声の限りにわたしの性能の高さを褒め称たたえるがいいで――」

「そろそろ時間だ。だまれ」

「えっ？　ちょっと、わたしへの賛美は――」

　ノーマンはＱ‐ｐｈｏｎｅを上着のポケットにしまった。

　ドアが蹴け破やぶられた。

「ようこそ」

　ブラッドではなくノーマンが部屋にいることにぎょっとしているウィーゼルの手下たちをにこやかに迎えると、ノーマンは窓から身を投げた。落下の最中にブレイズを起動し、自分が身を投げた窓に向かって火球を投げた。あらかじめ部屋に充じゆう満まんさせていたガスに火をつけるために。

　点火されたガスは一気に燃ねん焼しようし、突とつ入にゆうした男たちを吹ふき飛ばした。

　割れた窓ガラスが降ふり注ぐなか、ヴォルテクスを起動して落下速度を抑えながら着地したノーマンはさっそくスレッジハンマーを起動、拳を巨きよ大だい化かさせると、近くにいたウィーゼルの手下たちを殴り飛ばしていった。ひとり目は上へ、二人目は右へ、三人目は左へ、そして哀あわれな四人目は拳に叩きつぶされた。

　攻こう撃げきした部屋が爆発し、岩のように巨大な拳をもった大男が仲間を吹き飛ばしていくという現実離ばなれした光景をしばし呆ぼう然ぜんと見つめていたウィーゼルの手下たちがようやく我に返り、反撃に出る。取り出した銃じゆうを構え、ノーマンに照準を合わせた。

　次の瞬間、彼かれらは猛烈な弾だん雨うを浴びた。

　ブラッドの手勢による攻撃だ。

　その中心にいるのはジョズだ。ジョズは銃声にも負けない雄お叫たけびを上げながらライトマシンガンでウィーゼルの手下たちをなぎ倒し、ショットガンとグレネードランチャ―で粉ふん砕さいしていった。何発か銃弾を浴びたが、分厚いボディアーマーを身につけたジョズはひるまず攻撃を続ける。

「あのデブを止めろ！」

　どこからともなく上がった叫びに従って、ウィーゼルの手下たちが火力をジョズに集中させる。

「そうはいきませんよ」

　デズモンドが小こ柄がらな体に見合った俊しゆん敏びんさで疾しつ走そう。両手のマシンピストルを連射する。物もの陰かげに隠れては飛び出し、遮しや蔽へい物ぶつの陰にすべりこみつつマシンピストルを撃うち、ウィーゼルの手下をかく乱する。

　ジョズとデズモンドによる猛もう烈れつな攻撃になすすべなく物陰に引っ込んだ男が声を張り上げる。

「くそっ！　あいつらはもういい！　ブラッドを捜さがし――」

「呼んだか？」

　声に振ふり向いた男が見たのは、振りかぶられた巨大な鉈なただった。

「ちくしょう！　やられた！」

　ウィーゼルの部下たちが口々に悪態をつく。

　ウィーゼルの手下たちも撃ち返そうとするが、それをノーマンが阻はばむ。

　四八口径をホルスターから抜ぬき、その身をモビルクレイで作った壁かべに隠しながらウィーゼルの部下たちを正確な射しや撃げきで殺していく。

「アイビス！　次は！」

「四時の方向四人です！」

　衛星のサポートを受けながらアイビスがノーマンに敵の方向を指示する。

　ノーマンは指示された方向に駆けだす。

　ひとり目にはスレッジハンマーで巨大化させた拳を打ち込んで全身の骨を砕き、二人目には鳴神で発生させた電流を打ち込んで心臓を止め、三人目にはブレイズの炎ほのおを打ち込んで火ひ達磨だるまにし、四人目にはタクティカルナイフを打ち込んで首を切り落とす。

　ウィーゼルの手下たちは次々と肉につ塊かいに変えられていった。




　部下を引き連れ襲撃に向かったウィーゼルが見たのは万ばん全ぜんの準備をしてこちらを迎むかえ撃つ弟と街を去ったはずの回収屋の姿だった。

　スミスにはめられたことに気づいたときにはもう遅かった。

「援えん護ごはまだか！」

　遮蔽物に身を隠しながらウィーゼルが叫さけぶ。

「もうすぐです！　ヘビーマシンガンさえ来ればあんな奴ら――」

「よし！　援護が来るまで何としても持ちこたえろ！」

「な、何なんだあいつは！　人間を何メートルも殴り飛ばしてやがる！」

　部下の声に顔を向けると宙を舞まう肉塊が確認できた。その中心にいるのはノーマンだ。

　ウィーゼルが目を見張る。

「回収屋……」

　初めて会ったときのことが頭を駆け抜けた。使える人材だと思った。ブラッドが片付いたら手勢に加えてやろうとも思っていた。それなのになぜ……。

　疑問はすぐに怒いかりに変わる。部下に対して声を張り上げ、裏切り者の処しよ刑けいを命じようとした。

　だが、その前に自身を死の淵ふちに追いやらんとする悪あく魔まと目があった。




　ノーマンはこの機を逃にがさない。ＴＤ‐０３を起動。ブラッドと戦った時のようにナイフが氷を纏まとい、巨大化する。氷の刃はを伴ともなってウィーゼルに迫る。その顔に笑えみを浮うかべながら。

　ウィーゼルが顔に驚きよう愕がくの表情を張りつけたまま硬こう直ちよくする。

　間合いに入った。氷の刃をウィーゼルの心臓めがけて突つき出す。

　ノーマンを阻んだのは五十口径の銃弾だった。タイヤを軋きしませながら疾走するトラックに搭とう載さいされたマシンガンから放たれた銃弾を右手に受け、手首から先がナイフごと吹き飛ぶ。

　怯ひるまずブレイズを起動。左手に火球を出現させ、トラックに火球を放ほうる。

　火球を受けたドアがひしゃげ、割れたウィンドウから中に入った炎が車内で荒あれ狂い、運転手を襲おそった。

　ノーマンが改めて火球を出現させ、ウィーゼルめがけて投げようとした瞬間、右半身に衝しよう撃げきを感じた。体が宙を舞った。

　トラックの運転手は大おお火傷やけどを負いながらもハンドルを切りながらアクセルを踏ふみ込み、マシンガンの射手を荷台から振り落おとしながらもノーマンめがけて突っ込んで、その体を撥はね飛ばしたところで力ちから尽つきた。

　撥ね飛ばされるノーマンから放たれた火球はウィーゼルの体をかすめて飛び去った。

「もういい！　撤てつ退たい！　撤退だ！」

　ようやく我に返ったウィーゼルが部下に命じる。ウィーゼルの手下たちが最後の力を振り絞しぼり、逃げるウィーゼルを援護する。

　その声を聞いたノーマンは立ち上がり、右足を踏み出す。しかし、また何かに撥ね飛ばされた。見ればノーマンの倍は体重がありそうな大男に押おし倒されていた。ジョズだ。

「伏ふせていな。死にたかねえだろう」

　ジョズが言う。

「この程度では死なない」

　ノーマンが応おう酬しゆうする。

「呆あきれたやつだなあ」

　ジョズはライトマシンガンに取り付けられたグレネードランチャーを構え、逃げるウィーゼルの背中を撃った。発射された榴りゆう弾だんは弧こを描えがき、ウィーゼルともに逃げていた男の足元に達し、その身を吹き飛ばした。

「いっけね、外しちまった」

「何をやっているんだジョズ」

「あっ、デズモンド」

「ボスからの指示だ。追撃はしなくていい。十分に打撃を与あたえたからな」

　デズモンドが言う。

「でもよう」

　ジョズが食い下がる。

「ボスからの指示だ」

　デズモンドがぴしゃりといった。

「それよりもそこの怪け我が人にんを運べ。重傷じゃないか」

「わかったよう」

　ジョズはノーマンを担かつぎあげた。




「生き残ったのはたったのこれだけだと！」

　自分の邸てい宅たくの執しつ務む室しつで部下から報告を受けたウィーゼルが声を荒あららげた。

「はい……で、ですが、まだ精せい鋭えい部隊が残っています。切り札のアレもありますから、悲観的にならなくても……」

「誰も悲観的になってなどいない！　もういい、出ていけ！」

　怒ど鳴なるウィーゼルに部下は慌あわてて頭を下げてから部屋を出ていった。

「くそっ！　どいつもこいつもっ！」

　ペーパーナイフをデスクに突き立たて、椅い子すから立ち上がっていらだたしげに部屋の中を歩き回る。

　なぜ。どうして。何が悪かった。

　ウィーゼルの頭に浮かぶのはそんな言葉ばかりだ。

　三十四番地にはたしかにブラッドがいた。ただし、ウィーゼルを迎え撃つ準備をして。ここまではウィーゼルも予想していた。

　想定外だったのはあの回収屋の存在だ。スミスは街を去ったと言っていたがあれは真っ赤な嘘うそだった。現にスミスには一いつ切さい連れん絡らくがつかない。

　あの回収屋も加わったブラッドたちの攻撃は凄すさまじく、終わってみれば襲撃に参加したウィーゼルの手勢のうち生き残ったのはわずか四人。これ以上ないほどの敗北だった。

「ノーマン……」

　その名を呟つぶやくと先ほど殺されかけた場面が脳のう裏りにまざまざとよみがえる。氷を纏った巨大なナイフ、殺意を秘ひめた鋼はがねのように青い瞳ひとみ、そしてあの悪魔のような笑え顔がお。

　手が震えた。はらわたが煮にえくり返かえるような怒りがわくはずなのに顔から血の気が引いていくのがわかる。背筋に氷柱つららを入れられたように寒気がする。

　震える手でキャビネットから一番強い酒を取り出すと、グラスに注ぎもせずに瓶びんから直接飲んだ。口から酒がこぼれて服を汚よごすのも気にせず呷あおる。

「恐おそれてなどいるものか……そうだ、この私に恐れるものなどない……」

　瓶をデスクに叩たたきつけるように置いた。

　甲かん高だかい電子音がした。思わず体をびくりと震わせる。ポケットから携けい帯たい電話を取り出す。

「私だ」

　発信者を確かめることも忘れて電話に出た。

「ウィーゼルか？　良かった。生きているのだな」

　安あん堵どしているサルバトーレの声が聞こえた。

「父上ですか？　申し訳ありませんが私は今手が離はなせなくて……」

「お前の事情は知っている。それでひとつ私から提案があるのだが……」




「くう～～……そう来るですか。それならわたしは……ってノーマン、もう手当ては済んだですか？」

　治ち療りようを終え、代えのスーツに着き替がえてブラッドの邸宅の応接間に戻ってきたノーマンを迎えたのは唸うなるアイビスだった。

「ああ、終わったぞ。それよりお前は何をやっている？」

「見てわからないですか。チェスですよチェス」

　テーブルに置かれたチェス盤ばんを挟はさんでブラッドと向き合うアイビスが言った。

　チェス盤の隣となりにＱ‐ｐｈｏｎｅが置かれていた。

「それはわかるが……」

　ブラッドに目を向ける。

「この嬢じようちゃんが暇ひまそうだったんでな、チェスとか強えのかって聞いたら、世界一だって言うからよ、実力を見せてもらおうってことになったんだが……」

　ノーマンの疑問に答えながらブラッドは駒こまを動かす。

「ふっ……甘あまいです。そう来るならば、わたしはナイトを――」

「ほう、ナイトでいいのか？」

　ブラッドの目が鋭するどく光りアイビスに問いかける。

「うぐっ……もうその手には乗らないです。さっきもそう言われて別の駒を動かして痛い目に――」

「本当にいいのか？」

　ブラッドはあくまで冷静に問いかける。

「うぐぐっ……わたしの計算は完かん璧ぺきのはずです。このナイトを動かせば……でもでも、やっぱりルークですか、いやナイトのはず、いややっぱりルーク、いやナイト、ルーク……むむむむ……」

「まだ決まらないのか？　世界一のコンピュータなのに？」

「うぐぐぐっ……そうですわたしは世界一、世界一なのです。何を迷う必要があるです。ここはナイトを――」

　自分のスペックの高さを必死になって自分に言い聞かせるアイビスに対しブラッドは無む慈じ悲ひに問いかける。

「それでいいのか？」

「…………やっぱりルークにするです」

　駒をつかめないアイビスに変わって、ブラッドがアイビスの指示通りに駒を動かす。

「おし、じゃあ俺はビショップをここに……」

　それまでの冷れい淡たんな調子から一転して軽い口調で言いながら駒を動かし、容よう赦しやなくアイビスの駒を取る。

「ぎゃーーー！　大だい打だ撃げきじゃないですか！　ナイトにしておくんだったですーー！」

　アイビスが断だん末まつ魔まの悲鳴を上げる。

「何度も言うが『待った』はなしだぜ。さてチェックメイトが見えてきたな世界一のＡＩさんよ」

　にやにやと笑いながらブラッドが言った。

「まあ、こんな調子でやり込められてまして」

　少し呆れた様子でボスを見ながらデズモンドが言った。

「なるほどな。しかし、ブラフの上手うまさとアイビスがポンコツなのを抜きにしてもなかなかの腕うでだ」

　アイビスの後ろから盤ばん面めんを覗き込みながらノーマンが言った。

「ポンコツ言うなです」

　体を前に向けたまま、ぐりんと顔を真後ろに向けてアイビスが言った。

「分かったから首を百八十度回すな、気色悪い」

　ノーマンが言った。

「妙みような特技持ってるな」

　ブラッドが目を見開く。

「お褒めに与あずかり光栄なのです」

　さらに百八十度首を回し、ブラッドのほうを向いたアイビスが言った。

「あ、ああ、そうだな」

　ぐるぐると首を回す少女に若じやつ干かん気け圧おされたブラッドが言った。

「ボスは強えからなあ」

　ほおばっていたスナック菓が子しをコーラで流し込みながらジョズが言う。

「ルールがわかるのか？」

　ノーマンがジョズに訊きく。

「わかるどころか、ジョズは私よりも強いんですよ」

　デズモンドの意外な言葉にノーマンは目を丸くしてジョズを見た。

「人は見かけによらねえってことだあ」

　スナック菓子を口に入れたまま、得意げにジョズが言った。

「ぐぎぎぎぎ……まずい、まずいですよ」

　アイビスが悲痛な声を漏もらす。

「もうおしまいじゃないか、世界一？　負けを認めたらどうだ？」

　楽しげにブラッドが言う。

「冗じよう談だんじゃないですよ。これは沽こ券けんに関かかわるです。アイデンティティークライシスですよ。負けるわけにはいきません。…………でもでも、ここからの逆転なんて……」

　自らの尊厳に関わる問題にぶち当たったアイビスが必死で知ち恵えを絞る。

「さあ、時間は限られてるぞ嬢ちゃん。負けを認めるか、続けるか。まあ、どっちを選んでも結果は同じだろうがな」

　ブラッドがアイビスを急せかす。

「うぐぐぐぐぐ…………わたしは、わたしは――」

「何を悩なやんでいるんだ？　勝てるだろう。二十七手で詰つみだ」

　ノーマンからかけられた言葉に憤ふん然ぜんとしてアイビスが言い返す。

「何言ってるですかノーマン！　そんなことできるわけないですよ！」

　ノーマンは無言でチェス盤に近づくとすばやく次々と駒を動かしていく。

「ほう、そんな手が……でも、それじゃあ……ああ！　この手があったですか！　あ！　ああ！　あああ！　あーーーっ！」

　悲鳴とも歓かん声せいともつかない声を上げ続けるアイビスを尻しり目めにノーマンは駒を動かし続け、宣言通り、二十七手でブラッドにチェックメイトをかけた。

「すげえな。まさかあそこから逆転できるとは」

「驚おどろきましたね。こうも鮮あざやかに……」

　ブラッドとデズモンドが称しよう賛さんの言葉をかける。

「ノーマンの馬ば鹿かっ！　天才っ！　完かん璧ぺき超ちよう人じん！　もう知らないです！」

　盤面をひっくり返されたアイビスが叫ぶ。

「わたしはもう寝ねるです！　不ふ貞て寝ねです！　起こさないでほしいです！」

　それだけ言うとＱ‐ｐｈｏｎｅから立体映像のベッドを出現させてもぐりこんだ。

　室内の面々があっけにとられて見ているとベッドからいびきと歯ぎしりの音が聞こえ始めた。

「この機能は要いるのか？」

　ブラッドの問いかけにノーマンは肩かたをすくめた。




「それにしても、お前に見つかったときの兄貴のあの顔、あれは傑けつ作さくだったな」

　ブラッドが大笑いしながら言った。

「もう少しだったんだが」

　ノーマンが残念そうに言う。

「いや、お前はよくやってくれた。しかしその腕うでは本当に大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　手首から先が吹き飛んだ右腕を見つめながらブラッドが尋たずねる。

「問題ない。すぐに生える」

　腕に巻かれた包帯を取ると、ナイチンゲールを起動。右腕の再生を開始する。骨が音を立てて伸のびていき、それに合わせて傷口の肉がゆっくりと盛り上がっていく。皮が肉を覆おおい、爪つめが形作られる。

「これはすごい。手が生えてくるなんて」

　完全に修復されたノーマンの右手を見つめながらデズモンドが言った。

「クラス５の異能だ。手くらい生える」

　こともなげにノーマンが言った。

「大したもんだな」

　ブラッドは素直に感心する。

　その様子を見てノーマンが尋ねる。

「意外だな。異能は嫌きらいかと思っていたが」

「ああ、たしかに嫌いだぜ。すげえ力だとは思うがな。なんつっても企き業ぎようの製品だからな」

「それならなぜ異能使いであるおれを雇やとった？」

「自分から雇えって言っといてそれかよ。理由は簡単だ。兄貴を殺すためさ。兄貴はだめだ。あいつは最終的にレオネスと組んで異能を本格的にバリオスに入れるつもりだ」

「初耳だな。どこからの情報なんだ？」

「私も初めて聞きます。それはいったいどこから……」

　デズモンドが言った。

「それは――」

　言葉は携帯電話の着信音に遮られた。

「ちょっと待ってろ」

　ブラッドが電話に出て、しばらくしゃべった。

　電話を切るとブラッドは三人に向き直った。

「親父おやじからだ。家族会議のお誘さそいだ。ウィーゼルと停戦しろとさ」

「応じるのかあボス？」

　ジョズが聞く。

「そのつもりだ。親父の要求を突っぱねるわけにもいかんし、兄貴もシルバーハーストと手を切るそうだしな」

「会談はいつ行われるのですか？」

　デズモンドが言った。

「ウィーゼルと親父の準備はできてるらしい。俺が着き次し第だい、始めるとさ」

「今からですか！　……まさか、罠わなでは……」

「電話は親父本人からだ。罠ってことはないだろ」

「おれは用済みか？」

　ノーマンが聞いた。

「シルバーハーストがいるんだ。まだまだ働いてもらうさ。それに今回の会談にも念のためついて来てくれ」

　ノーマンは同意のしるしにうなずいた。







第四章　たったひとつの冴さえた殺りかた







「ここに来るのは初めてですか？」

　サルバトーレの邸宅の門を車で通とおり抜けるときにデズモンドが言った。

「いや、二度来たことがあるしサルバトーレとも面識がある」

　車外の闇やみを眺ながめながらノーマンが答えた。

　ノーマンの返答にデズモンドとジョズが顔を見合わせた。

　車を停とめるとブラッドが切り出した。

「よし、デズモンドは俺おれと一いつ緒しよに来い。ジョズとお前はここで――」

　そのとき、銃じゆう声せいが響ひびいた。

「屋や敷しきの方角です！」

　デズモンドの言葉を最後まで聞くことなく、ブラッドは車を飛び出していた。




　廊ろう下かを駆かけ抜け、応接間の扉とびらを勢いよく開けたブラッドが目にしたのは銃じゆうを手に立ちつくすウィーゼルと、椅子にすわったまま身じろぎもしないサルバトーレと、動かないサルバトーレにすがりつく執しつ事じのマイケルの姿だった。

　サルバトーレの白いシャツは真っ赤に染まっていた。

「兄貴……」

　ブラッドのものとは思えない弱弱しい声だった。

　その声に反応して振り返ったウィーゼルの顔は蒼そう白はくだった。

「違ちがう……私じゃない……部屋に入ったときに私は意識を失って――」

　つぶやくように言うウィーゼルをマイケルがさえぎった。

「嘘うそだ！　私は見た！　この男が！　この男が旦だん那なさまを撃ったんだ！　停戦の条件に納なつ得とくがいかなかったこの男が！」

　マイケルの強い否定にウィーゼルはたじろいだ。

「で、でたらめを言うな！　なあ、ブラッド……お前は私を信じてくれるよな？」

　ウィーゼルを見つめるブラッドの瞳は言葉よりも雄ゆう弁べんだった。

「なぜだ！　なぜ信じない！　私はお前の実の兄なんだぞ！」

　ウィーゼルが喚わめいているうちにノーマン、ジョズ、デズモンドが到とう着ちやくした。

　ジョズとデズモンドはサルバトーレの変わり果てた姿に息をのんだ。

　部屋の状じよう況きようを見たノーマンはにやりと笑うと言った。

「やるじゃないかウィーゼル」

「黙だまれ！　私じゃない！　私じゃないんだ！　なぜ誰も信じない！」

　ウィーゼルが叫ぶ。しかし、部屋の中にいる人間はみなブラッドと同じ目でウィーゼルを見ていた。疑念のこもった目で。

「畜ちく生しよう！」

　ウィーゼルが持ったままだった拳けん銃じゆうをノーマンに向ける。

「おっと」

　言葉とともにノーマンの腕が消え、ウィーゼルの手から拳銃が弾はじき飛とばされる。その一いつ瞬しゆん後、ノーマンの四八口径から銃声が響いた。

　痺しびれた腕をさするウィーゼルに瞳に怒りの炎を宿して、鞘さやから抜いた大型のナイフを持ったブラッドが近づいていく。

「言い残すことはあるかウィーゼ――」

　言葉は爆ばく音おんによって消し飛ばされた。小さな揺ゆれが部屋を襲おそった。

「なんだ！　何が起きた！」

　ブラッドが叫ぶ。

「て、敵てき襲しゆうです！　シルバーハーストが攻せめてきました！」

　慌てて応接間に駆け付つけたメイドが答えた。

「シルバーハーストだと！」

　困こん惑わくした声を上げるブラッドの隙すきをついて、ウィーゼルが窓を割り、部屋から飛びだした。

「追いますか？」

　デズモンドが尋ねる。

「放っておけ。今はそれどころじゃない」

　ブラッドはメイドとマイケルに指示を出だす。

「お前はほかのメイドを連れてすぐに逃げろ。マイケル、親父の死はしばらく伏せておく。ここを切きり抜けたら後で連れん絡らくする。それまで親父を頼たのむぞ」

　マイケルがうなずき、サルバトーレを担かついだ。

「出番か？」

　四八口径に再装そう填てんしながらノーマンが尋ねる。

「そうらしいぜ」

　ブラッドが言った。




　ブラッドたちを逃がした後、ひとりで応接間に残ったノーマンはＱ‐ｐｈｏｎｅを取り出した。

　ベッドで鼾いびきをかいて寝ている少女の立体映像が出現する。

「起きろアイビス、仕事だ」

「ふへへ、もう食べられないですよう」

　寝ね言ごとを返す上司にノーマンはもう一度声をかけた。

「起きろポンコツ」

「誰だれがポンコツですか！」

　アイビスが飛び起きた。

「そんな風だからポンコツなんだ」

　呆れたようにノーマンが言う。

「むう、何がポンコツですか！　ちゃんと起きたじゃないですか！」

　頬ほおをふくらませるアイビスに状況を説明した。

「サルバトーレさんが撃たれた！　ウィーゼルさんが逃げた！　シルバーハーストが攻めてくる！　わたしが寝てる間にとんでもないことになってるじゃないですか！　って、ノーマン、そんなところで何してるですか？」

　かがみこんで応接間のテーブルの下を見ているノーマンにアイビスが言った。

「なに、サルバトーレのおもちゃを見つけただけだ。お前は黙って衛星で敵の数を確かく認にんしろ」

　テーブルの下から顔を出してノーマンが言った。

「わかりましたよ。ちゃんとやるから睨にらまないでほしいです。……あれ、ノーマン、スキャナーに反応があるですよ！」

　驚いた様子でアイビスが言った。

「例のクラス６か？」

「はいです。わたしたちが追ってたモデルですよ。三百メートル以内にいるです！」

「ほう」

　ノーマンはソファに腰こしかけて顎あごの下で指を組み、しばし考え込んだ。

「そんな風に考え込んでいるとあのときみたいですね」

　ノーマンの様子を見ながら懐なつかしむようにアイビスが言った。

「そうかもしれんな」

「まあ、今のわたしはいわば無敵ですから気にしなくてもいいのです」

「なにを言っているんだ？」

　ノーマンは怪け訝げんな表情を浮かべた。

「へ？　七年前みたいにわたしのことを気き遣づかってるんじゃないんですか？」

「今も昔もおれが考えているのは誰から先に吹っ飛ばしてやるかってことだけだが」

「あ、あれ、わたしのことは？」

「なぜお前のことを考えなくちゃならないんだ？」

　不思議そうにノーマンが言った。

　あまりの返答にアイビスが絶句していると、応接間の扉が勢いよく開けられ、武装した男たちがなだれ込んできた。

「まずはこいつらからか」

　応接間のソファに深々と腰かけたノーマンの右手に魔ま法ほうのように四八口径が出現した。

　突入してきた男たちを椅子から立ち上がりもせずに手早く射殺し、ウィーゼルが割った窓から外に飛び出した。

　表に出たノーマンを出で迎むかえたのは胸にアミュレットを輝かがやかせた異能者たちだった。シルバーハーストの社員だ。

「よくもやってくれたな！　死ねえ！」

　怨えん嗟さとともにノーマンに向けて火球が放たれる。ノーマンはブレイズを起動。いくつもの火球がノーマンの周囲に出現する。ノーマンが手をかざすと火の球が集まりひとつの巨きよ大だいな火球を形成する。練度と適性の高さにものを言わせて完成させた直径二メートルほどの巨大な火球を放り投なげた。

　ノーマンの巨大火球は相手の火球を飲み込んで直進し、敵に命中すると爆散して、周囲にいた社員たちもまとめて火達磨にした。炎を浴びたシルバーハーストの社員たちがのたうち回る。

　あっけなく複数の敵を葬ほうむるとノーマンは一歩踏み出して自分を包囲するシルバーハーストの社員たちを見まわして言った。

「さて、少しだけ本気で相手をしてやろう」

　凄せい絶ぜつな笑みを浮かべるノーマンに男たちは震ふるえあがった。

　ノーマンはモビルクレイを起動し、人間大の土人形を何体も作り出すとヴォルテクスの竜たつ巻まきに乗り、闇やみ夜よに高く舞い上あがった。次に、ＴＤ‐０３によって周囲の気温を急速に低下させ、無数の氷の刃を作り出した。氷の刃を両手につかむと社員たちめがけて投げ落としていった。

　猛烈な速度で降ふってくるいくつもの氷の刃をかわしながら男たちが叫ぶ。

「やつを撃うち落とせ！」

　火球や氷ひよう塊かいがノーマンめがけて放たれるが、ノーマンは竜巻を巧たくみに操あやつって空中を駆け、地上からの反はん撃げきを寄せ付けない。

「へたくそな連中だ」

　つぶやきながらも氷の刃を投げ落とすことは忘れない。

　反撃を諦あきらめた男たちが氷の刃から逃のがれようと右往左往するところへ土人形たちが突っ込んできた。土人形たちはシルバーハーストの社員に抱だきつくと、その土くれの体を爆ばく散さんさせた。体に手しゆ榴りゆう弾だんを仕込んでいたのだ。

　地上の敵は完全にパニックに陥おちいった。ノーマンを撃ち落とそうと息巻いていた者たちも土人形によって次々と爆破されていった。運よく土人形から逃れた者たちも上空から降り注ぐ氷の刃に貫つらぬかれて倒たおれていった。

「頃ころ合あいか……」

　ヴォルテクスで落下速度をゆるめながら着地する。

「き、来た！　奴やつが来た！」

　ノーマンの姿を認めた者が我先にと逃げ惑まどう。

　ノーマンは両手に鳴神の高圧電流を纏い、逃げ惑うシルバーハーストの殺し屋たちに迫せまった。逃げようと背を向けて走る二人の男の肩を左右の手で掴つかんで電流を流し、二人の体を麻ま痺ひさせて自由を奪うばう。今度はブレイズを起動。燃え盛る炎ほのおを纏った両手で、後ろから抱かかえるように二人の顔を掴む。顔面を猛もう火かに焼かれた者たちは呼吸もできず、抵てい抗こうしようにも電流で麻痺させられた体は指一本満足に動かせない。しばらく顔を掴んでいると辺りに肉の焼ける臭においが漂ただよった。二人が絶命したのを確認すると手を離した。

　仲間の凄せい惨さんな死を目まの当あたりにしたシルバーハーストの社員たちが言葉を失う。

「情けない殺し屋たちだな」

　呆れたように言いながら今度は四八口径をホルスターから引ひき抜ぬき、呆ぼう然ぜんと突っ立っているシルバーハーストの社員たちめがけて強力なホローポイント弾を撃ち込んでいく。ホローポイント弾は殺し屋たちに食くらいつくと頭を砕くだき、背骨を撃ち抜き、腕を引きちぎり、脚あしを粉ふん砕さいしていった。

「こんなものか」

　少し不満げにノーマンが言う。

「や、やりすぎですよ、ノーマン！」

　サルバトーレの邸宅の豪ごう奢しやな前庭を赤く彩いろどる死体の山を見たアイビスが叫さけぶ。

　叫ぶアイビスを電源を切って黙らせると、ブラッドを追って走り出した。だが、ノーマンの前に立ちふさがる人ひと影かげがあった。

　白いスーツ姿で、長ちよう髪はつをポニーテールに結ゆわえた大おお柄がらな男だった。胸にはアミュレットが輝いている。

「派手にやってくれるじゃないか。お前がうちのビルを襲った奴か？」

　ノーマンが首しゆ肯こうした。

「お前がシルバーハーストの社長か？」

　ノーマンが聞くと相手もうなずいた。

「ああ、私が社長のスミスだ」

「それならやることはひとつだな」

　ノーマンが言うと、相手は獰どう猛もうな笑えみで答えた。

　スミスが手刀を振ふるう。手も届かない、間合いのはるか外だったがノーマンは身をかわすように体をのけぞらせた。何かがノーマンの体をかすめて飛んでいった。

　一瞬後、ノーマンの後ろに植えてあった木が切断され、音を立てて倒れた。

「真空波か」

「クラス３モデル『スライサー』。なかなかいい異能だろう」

　にやりと笑みを浮うかべてスミスが言った。

「そらそら、どんどんいくぞ！」

　両りよう腕うでを振り回まわしスミスが次々と真空波を放つ。

　真空波は目に見えないがノーマンはスミスの動きから真空波の軌き道どうを判断してかわしつつ、四八口径を引き抜き、スミスに向けて何度も引き金を引く。

「おっと」

　スミスは横っとびに身を投げて銃じゆう弾だんをやり過ごす。

　体勢が崩くずれ、真空波が途と切ぎれた。

　その隙にノーマンが踏ふみ込む。

　強きよう靭じんな脚きやく力りよくで一瞬のうちにスミスの懐ふところに飛び込み、拳こぶしを固めて連打する。重い打撃をなんとかガードしつつ、スミスが腕を振るって真空波を放つ。

　しかし、易やす々やすとかわされた。

「振りが大きすぎる」

　嘲あざ笑わらうようなノーマンの言葉とともに最短距きよ離りで飛んできた拳がスミスの腹にめり込む。痛打された脇わき腹ばらを思わず右手で押おさえ、スミスが残った左手で真空波を放つ。

「間合いを詰められるのに慣れていないのか？　この距離でそんな撃ち方かたでは隙だらけだ」

　愉ゆ快かいそうに言いながら、撃たれた真空波を容易たやすくかわし、次々と拳を打ち込んでスミスを追おい詰める。

　とうとう防ぼう御ぎよが追いつかなくなったスミスが右の強きよう烈れつなボディブローを食らい、ひざまずいて吐と血けつした。

「とどめといくか」

　スミスを見ながら、スレッジハンマーを起動し、巨きよ大だい化かさせた拳を振り上げる。

「そうはいかんよ」

　肩で息をしていたスミスが笑った。

　何かを察したノーマンが飛び下がった次の瞬しゆん間かん、ノーマンが立っていた空間がえぐり取られた。ブレイクダンスの要領で両足を大きく旋せん回かいさせてスミスが放った巨大な真空波の仕し業わざだ。粉砕された石いし畳だたみが立てた土つち煙けむりが収まったときにはスミスの姿はなかった。

「あれがやつの切り札か」

　獲え物ものを取とり逃にがしたノーマンが苦々しげにつぶやく。

「ノーマン！　ノーマン！」

「なんだ？」

　強制的に電源を入れて立体映像を出現させたアイビスにノーマンが聞いた。

「スキャナーが反応してます。例のクラス６が近づいてるです。ブラッドさんが逃げた方角にいるですよ」

「急いだ方がよさそうだな」




「畜ちく生しよう！　デズモンドはどこだ？」

　ブラッドが大型のナイフを振って追手を斬きって捨すてながら、ジョズに怒ど鳴なった。

「落ち着いてくれえ、ボス。今はデズモンドのことよりボスを逃がすことが先決だあ」

　普ふ段だん使っているライトマシンガンではなく、小型のアサルトライフルを構えたジョズが答える。

「くそ！」

　吐はき捨てるブラッドに近づいてくる人影があった。

「デズモンドか？」

　人影は答えない。ジョズがブラッドを守るように前に出て、アサルトライフルを人影に向ける。

「ボス。こいつはデズモンドじゃねえ」

　人影の両手に火が灯ともった。火に照らされたその顔は真っ白な仮面で覆おおわれていた。

「シルバーハーストの異能使いか」

　相手を敵と判断したブラッドがナイフを構える。相手は何も答えない。

　ジョズが襲しゆう撃げき者しやに発はつ砲ぽうした。銃じゆう口こうから迸ほとばしった閃せん光こうが庭を照らした。仮面の襲撃者は軽く腕を振るうと飛んできた銃弾を手に灯った炎であっけなく融とかし落とした。

　異能の強力さにブラッドとジョズが目を見開く。

「ボス！　逃げろお！」

　ジョズが叫ぶ。襲撃者の姿が消える。

　炎がジョズに向かって赤い軌き跡せきを描えがいた。

　軌跡が消えたとき、ジョズの体は襲撃者の炎によって横一文字に両断されていた。ジョズの上半身が燃え上がりながら下半身から離れて倒れる。続いて下半身も倒れた。

「てめえ！　よくも！」

　激高したブラッドがナイフを振り上げ、襲撃者に斬りかかる。しかし、振り下おろされたナイフは襲撃者が腕を振るうとあっけなく焼き切られる。

「くそっ！」

　切られたナイフを捨て、ブレイズを起動。至近距離から火球を叩たたきこむ。だが、ブレイズの火球は襲撃者の纏まとう強力な炎にかき消され、そのまま突つきこまれた腕がブラッドの体を貫いた。

「ブラッド！」

　駆け付けたノーマンが、四八口径を引き抜き、襲撃者に銃弾を叩きこむ。

　襲撃者はブラッドから腕を引き抜くと、飛び下がって銃弾をかわした。

　支えを失ったブラッドの体が倒れる。

「ブラッドさん！　しっかりしてください！」

　アイビスが声をかける。

「気を……付けろ……あいつの炎は……尋じん常じようじゃ――」

　体内を焼かれた状態でなんとか言葉を絞しぼりだしたブラッドだったが言葉の途と中ちゆうで息を引き取った。

「ブラッドさん……」

　悲痛な声を漏らすアイビスにノーマンが聞いた。

「あいつが例のクラス６か？」

「は、はいです！　あの人が持ってるのがレオネス社製クラス６モデル『アルデーズ』。わたしたちが追ってた異能です！」

　アイビスの言葉にひとつうなずいた。

「この男はおれの雇い主ぬしなんだ。お前が殺やってくれたおかげで報ほう酬しゆうが出ないじゃないか。どうしてくれる？」

　すると、仮面の襲しゆう撃げき者しやは右手に炎を纏ったまま逃げ出した。体能力を強化する異能を使用しているのであろう。その動きの速さは尋常ではない。ノーマンはタクティカルナイフを襲撃者に投げつけた。

　投げられたナイフは吸い込まれるように襲撃者の首に向かって飛んでいった。だが、襲撃者は振り向きながら炎を纏った右手を軽く一ひと振ふりすると首に迫っていたナイフをあろうことか融かし尽つくした。

「特注品なんだがな」

　これにはノーマンも驚きを禁じ得ない。あの強靭なナイフをああも簡単に融かし尽くすほどの炎。捜さがしていたクラス６の異能に違いなかった。

「ようやく見つけたな」

　ノーマンは全力で地を蹴けり、襲撃者のあとを追った。

　四八口径を抜くと、逃げる襲撃者の背中めがけて引き金を絞った。

　弾だん頭とうが銃口から叩き出され、襲撃者の背中に飛ぶ。螺ら旋せんを描きながら飛んだ弾頭は振り向いた襲撃者の右手が纏う炎に吸い込まれて消えた。

　襲撃者が立ち止まる。

「鬼おにごっこはそろそろ終わりか？」

　ノーマンが声をかける。

　仮面の襲撃者は両手に炎を出現させた。炎がウォーラーの屋敷に襲撃者の巨大な影かげを投げかける。

「そうでなくちゃな」

　楽しそうに言うとノーマンも周囲にモビルクレイの土人形五体を出現させた。

　機先を制したのはノーマンだ。土くれの人形たちを襲撃者に突っ込ませる。襲撃者は炎を纏った左手を振るとたった一撃で迫っていた三体の土人形を木こっ端ぱ微み塵じんにした。土人形を粉砕したことで出来た土煙が襲撃者の視界を覆う。襲撃者が右手を振るって土煙を払はらうと目の前に三体の土人形が迫っていた。

　襲撃者は異変に気づいた。

　一体増えている。

　迫っていた三体のうち一体の土人形の右腕にひびが入り、土が剥はがれ落おちた。剥がれ落ちた土から出てきたのは巨大化した右腕だ。ノーマンは体に土を纏うと土人形になり済まして襲撃者に迫っていた。スレッジハンマーを起動して右腕を巨大化、土の鎧よろいを内側から壊こわすと、襲撃者を殴なぐりつけた。

　殴られる寸前、ノーマンに気付いた襲撃者は右手の炎で迎げい撃げきするが、圧あつ倒とう的てきな質量を得た拳はクラス６の豪ごう炎えんをもってしても止まらない。襲撃者は石造りの壁かべにたたきつけられた。

　攻こう撃げきは当たったものの、ノーマンも無事では済まなかった。ほんの一瞬の衝しよう突とつであったにもかかわらず、右手は熱で融け、崩れ落ちかけていた。すぐにナイチンゲールを起動、再生を開始する。

　その身を貫つらぬく激痛に堪たえながら、追撃にかかる。

　ノーマンはヴォルテクスを起動、左手に竜巻を発生させる。竜巻によって舞まい上がった土が煙けむりのように立ち込める中を襲撃者に向かって走る。舞い上がった土煙のカーテンを貫いて火炎を纏う右腕がノーマンに向かって突き出された。左手の竜巻を襲撃者にぶつけながら後ろに飛んだノーマンは危あやうく火炎をかわす。吹ふき飛ばされた襲撃者は石畳に右手をつきながら着地した。炎を纏った右手に触ふれた石畳はまるでとろけたアイスクリームのようになっていた。いくらハイクラスの治ち癒ゆ系異能を備えるノーマンといえども、この威い力りよくでは致ち命めい傷しようになりかねない。

　これだけの威力の異能だといくら体能力を高め、防御しても、脳を破は壊かいされる恐おそれがある。異能者の弱点は脳だ。異能は脳を使って起動させるため、脳が損傷を受けると、異能が使えなくなってしまうからだ。この性質上、いかにハイクラスの異能といえども使用者自身の脳が破壊されてしまえば修復することはできない。

　土煙の中から再び襲撃者が現れた。スレッジハンマーで殴られ、ヴォルテクスの竜巻を打ち込まれたにもかかわらず、傷を負った様子がない。ノーマンと同様に異能で治癒力を強化しているのであろう。

　ノーマンは立ち上がると改めて襲撃者と対たい峙じした。

「やるじゃないか。こんな相手は久しぶりだ」

　ようやく修復が完かん了りようした右手の具合を確かめるように、手を開いたり閉じたりしながら愉たのしそうにノーマンが言う。

「…………」

　襲撃者は答えない。腰を落とすと再び両手に炎を出現させた。

　それに応じるようにノーマンは予備のタクティカルナイフを抜いた。

　二人の間を沈ちん黙もくが満たす。

　沈黙を破ったのはウィーゼルだった。

「いたぞあそこだ！　どちらも逃がすな！」

　逃げたウィーゼルが手下を引き連れて戻もどってきたのだった。

「ちっ……戦うどころじゃなさそうだな」

　心底残念そうにノーマンが舌打ちをする。

　襲撃者は無言で炎を消すと闇夜に溶とけるように消えていった。

　襲撃者の気配が消えたことを確認するとノーマンはＱ‐ｐｈｏｎｅを取り出し、電話をかけた。

「ハロー、どしたのノーマン？」

　かけた相手は同じ支部に所属する同どう僚りようのリンだ。

「滞たい納のう者しやの情報を調べて欲ほしい。例のクラス６だ」

「はあ？　そんなこと自分で調べられるじゃん」

「いいからやってくれ」

「ハイハイ、わかりましたよ。やりゃいいんでしょ……出たよ、やっぱりバリオスにあるね。で、これが一体何なのさ？」

「そうか。それならいい」

　答えると電話を切ってベルトに取り付けられたホルダーにしまった。

「さて、もうひと暴れしていくか」

　喧けん騒そうを増していくサルバトーレの邸てい宅たくの前庭で駆けつけてきたウィーゼルの手下たちを見ながらノーマンが言った。




「街の様子はどうだった？」

　偵てい察さつから戻ったヴァレンスにノーマンが尋たずねた。

「大変だぜ！　ブラッドが回収機構の異能者に殺されたって話で持ち切りになってるぞ！」

「どういうことなんすか？　その……本当に殺しちまったんすか？」

　囁ささやくような調子でアッシュが聞いた。

　ノーマンは昨夜のことをアッシュ達たちに説明した。

「で、ブラッド様が仮面の男に殺されて、旦那はシルバーハーストの連中とウィーゼル様の手勢を壊かい滅めつさせて帰ってきたわけですか」

　アッシュが震えながら尋ねる。まるで悪あく魔まを目の前にしているかのようだ。

「あんたは怪我けがとかしなかったのか？」

　ヴァレンスが言った。

「怪我はしたが問題ない。もう治った。それよりもこれからどうするかだ。ウィーゼルの動きはどうなってる」

「ウィーゼルはシルバーハーストと一緒にブラッドの仇かたきである回収機構の異能者――つまりお前――を討うつつもりのようだ」

　ヴァレンスが街で手に入れてきた情報を報告する。

「ウィーゼルめ、おれのことなど放っておけばいいものを……」

　言葉とは裏腹に楽しそうな様子でノーマンがつぶやいた。

「ブラッドの部下たちの動きは？」

「そちらもブラッドの仇を討つべくあんたを追ってる。指揮を執とってるのは幹部のデズモンドだそうだ」

「そうか」

「で、どうするんだ？　ここが見つかるのは時間の問題だろう？」

　ヴァレンスがノーマンに尋ねる。

「そうだな。もうこのホテルは使えん。ほかの場所を知らないか？」

　淡たん々たんとノーマンがアッシュに訊きく。

「お、おお、おれを巻き込まないでくだせえ！　死にたくないんすよ！」

「ほかの場所を知らないか？」

　ノーマンが訊く。

「ああ、でももうおしまいかもしれない！　すぐそこまでウィーゼル様の手が伸のびてるかも！　ああ、おれまだやりたいことたくさんあったのに！」

　アッシュは恐きよう慌こう状態だった。

「ほかの場所を知らないか？」

　ノーマンが訊く。ことさらやさしく。ホルスターに収まった四八口径のグリップに手をかけながら。

「は、はい！　知ってます！　おれの隠かくれ家ががありますからそこにご案内いたしますです！」

「そうか。すまないな」

　ノーマンは四八口径のグリップから手を離はなした。

「こいつ、いつもこんな調子なのか？」

　ヴァレンスが言った。

「まあ、大体こんな感じですね。ご迷めい惑わくおかけして申し訳ないです」

　アイビスが頭を下げた。

「お前はどうするんだ？　ついてくるのか？」

　二人のやり取りは気にもせずにノーマンがヴァレンスに聞く。

「俺はそもそもただのジャーナリストだからな。取材はしたいんだがこんな事態になっちまうとな……あんたとは別れるとしよう」

「ここからが一番面白おもしろいところだろう？」

　ノーマンが口くちの端はをつり上げる。

「そんな風に思ってるのはお前だけだ。俺だって命は惜おしいんだよ。お前が生き残ったら話を聞きに行くよ。じゃあなノーマン」

　そう言うとヴァレンスは部屋を出ていった。




　場末の酒場に足を踏み入いれたノーマンはすぐに目当ての人物を見つけた。

　隣となりのスツールに腰を下ろす。

「で、いったい何の用だ？　俺とは別行動なんじゃなかったのか？」

　ヴァレンスが怪訝そうな表情を浮かべて言った。

「お前にちょっとした頼みがあってな」

　ノーマンが答えた。

　二人がいるのは以前ウィーゼルの邸宅を突き止とめるためにワイツァーを尋じん問もんした酒場だった。

　ノーマンはアッシュを先に隠れ家に向かわせると、ホテルで別れたヴァレンスを呼び出したのだった。

　ヴァレンスはノーマンの隣に腰かけるとカメラをカウンターに置き、バーテンダーにビールを注文した。

「頼み……ね。まあ、何でも言ってくれよ。言うだけならタダだ」

「あまり時間がない。手っ取り早くいこう。お前にはメルカートの部隊をこの街に引き入れて欲しいんだよ。できるだけ早くな」

「はあ？　お前いったい何言ってんだ？」

「お前がいつも首にぶら下げてるそのカメラなんだが」

　言いながら置かれたカメラを取り上げる。

「このレンズは野鳥撮影用の望遠レンズだ。こんなものをぶら下げて近距離で人間を撮影する奴なんていやしない。今までにお前が撮った写真は使い物にならないだろう」

　ヴァレンスが口を開こうとしたがそれを遮さえぎってノーマンが続ける。

「今日たまたまレンズを付け間違えたなんて言うなよ。初めて会ったときからずっとこの望遠レンズを付けていたのは確認済みだ。さて、こんなふざけたミスをするお前は一体何者なんだろうな？」

「好奇心旺盛な一いつ般ぱん人じんかね？」

　他人事のようにヴァレンスが答える。

「それはないな。好奇心だけでマフィアの邸宅にまで乗り込んでいくバカはいない。それに、お前の名めい刺しに記載されていた会社に問い合わせたところ確かにヴァレンスという社員は存在していた。それでな、この会社について調べてみたんだが面白いことが分かったんだよ」

「へえ、どんなことだい？」

「この会社はいくつかのトンネル会社を経由してメルカートが出資してるってことさ」

「…………そこまでばれたのでは仕方ありません。認めましょう。僕ぼくはメルカートのスパイですよ」

　両手をあげてヴァレンスが言った。しかし、仕草も言葉づかいも、表情までもが数秒前とは打って変わっていた。

「もう少しカメラについて調べておくべきだったな」

「僕、機械音おん痴ちなんですよ」

　苦笑いを浮かべてヴァレンスが言った。

「で、お前のことは何と呼べばいい？」

「今まで通りヴァレンスで構いませんよ。本名ですし」

「不用心なことだ」

「おや、心配してくれるんですか？」

　ヴァレンスは笑ったが、ノーマンの顔に浮かんだ表情を見るとその笑え顔がおが苦笑に変わった。

「何もそんな顔しなくてもいいじゃないですか」

「お前はなぜこんなところにいるんだ？」

「メルカートのスパイだからですよ。何か問題ありますか？」

「この期ごに及およんでまだ白を切る気か？」

　しばらく間があった。

　ヴァレンスは大きくため息をつく。

「うーん、鋭するどいですね。なんでばれたんだろ」

「見ればわかる」

「僕、あなたの前では殺気出したりとかしてませんでしたよね？」

「そんなものなくたってわかるものはわかるんだよ」

　ノーマンが口の端をつり上げる。

「ひょっとしてカメラとか関係なく最初から疑ってました？」

　ヴァレンスの疑問にノーマンは首肯した。

「マジですかー。じゃあなんで僕のお芝居に付き合ってくれたんです？」

　がっくりと肩かたを落としたヴァレンスが聞く。

「変に警けい戒かいさせたくなかったし、お前のお芝居もなかなか面白かったからな」

「そんな風に言われるとなんか恥ずかしくなってくるなー」

　少し頬を赤くしてヴァレンスが言った。

「芝居の出来に関してはもういいだろう。そろそろ本題に戻せ」

「それもそうですね。えっと、僕の本来の仕事はメルカート本社施し設せつの防衛及び要人の護衛なんですけどね……ぶっちゃけた話ちょっと飽あきちゃいまして。それでいくつか書類を偽ぎ造ぞうしまして、旅行がてらここの偵てい察さつに来たんですよ」

　出されたビールに口をつけ、ヴァレンスが続ける。

「で、いざ来てはみたものの特に見るものもありませんし、本社が放置しているだけあって結構退たい屈くつだなーと思ってた時にあなた方を見かけましてね。あの黒の異能使いと一いつ緒しよなら面白くなりそうだと思ってあとをつけたってわけです」

「おれのことも知っていたのか」

「当然でしょう。あなたは有名ですからね、ノーマンさん」

　ヴァレンスは乾杯するようにグラスを掲かかげた。

「それで、メルカートの部隊を集めることは可能か？」

「ええ、可能ですよ。僕の権限をもってすれば今日中にでもバリオスの中心部を制圧できるだけの戦力を集められます。ただし、そのためにはそれなりの理由が必要になりますが」

「理由ならちゃんと用意してあるぞ。バリオスの権力者はみんな今日死ぬことになる。そして、お前が手をこまねいているのなら後あと釜がまに座るのはレオネスだ」

「ふむ、つまり僕が手を出だせばレオネスを妨ぼう害がいできるわけですか」

「それだけじゃない。うまくやればバリオスが手に入るぞ」

「それはいいですね。僕の命令違反も帳消しにしてもらえそうだ。でも、古巣に義理立てしなくていいんですか？　自分で言うのもなんですけど、僕の首って結構価値有りますよ？」

「お前を殺してレオネスに引き渡すってことか？」

　ビールを飲みながらヴァレンスがうなずく。

「そうそう、今ならアミュレットないから異能も使えませんし。チャンスですよ」

　ノーマンは首を振った。

「異能を持った人間を狩ることを覚えたらほかの獲物では満足できなくなるんだよ」

「……そうですか。わかりました。部隊を集める件、手配しておきますよ」

　ヴァレンスの返事を聞くとノーマンは席を立った。




「やばいですよう！　やばいですよう！」

「いや、あの、これは、その……」

　消え入るような声でアッシュがノーマンに申し開きをしようとする。

「着いて二十分で完全包囲とはな」

　あらためて窓の外を見ながらノーマンが言う。ここはアッシュが隠れ家として使っていた廃工場の管理室だ。

　ヴァレンスとの会談の後、隠れ家でアッシュと合流したノーマンだったがこの場所はすぐにマフィアに見つかってしまった。

「面目ございやせん」

　アッシュが頭こうべを垂れた。

「やばいですよう！　やばいですよう！」
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　アイビスは慌あわてふためいている。役には立ちそうにない。

「いや、お前のせいじゃない。どの道、この地域でやつらから逃げ切るのは無理だろう」

「だ、旦だん那なあ」

　アッシュは半泣きだ。

「泣くな、お前ひとりくらいなら守ってやる。この件に巻き込んだのはおれだからな」

「旦那ーー！」

　歓かん喜きの涙なみだを浮かべ、抱きついてこようとするアッシュをノーマンはひらりとかわすとアイビスの方に向き直った。

「やばいですよう！　やばいですよう！」

　いまだ恐慌状態のアイビスを元に戻すため、Ｑ‐ｐｈｏｎｅを再起動する。

「はっ！　ここはどこ！　わたしは誰だれ！」

　再起動されたアイビスが叫ぶ。

「ここは隠れ家でお前はアイビスだ」

　ノーマンは冷静に告げる。

「ノーマン！　なんでこんなことになっちゃったですかあ！　おうちかえりたいですよう！」

「しっかりしろ。現実逃とう避ひの時間は終わりだ」

　相変わらず役には立ちそうにないがさっきよりはましになったＱ‐ｐｈｏｎｅをポケットに入れるとノーマンはホルスターから四八口径を抜き、弾たまを装そう填てんしていった。

「行きますか。おれも援えん護ごいたします」

　涙をぬぐいながらアッシュも懐からセミオートを抜き、臨戦態勢に入る。

「いや、お前は留守番だ」

　ペイント弾を装填した四八口径をアッシュに向けノーマンはあっさりと告げた。




　アッシュの隠れ家を包囲したウィーゼルの手下たちは突とつ入にゆうの準備を始めていた。銃じゆう器きで武装して表と裏の出入り口前で待機し、ウィーゼルからの指示を待っている。

　無線が入った。

「私だ。三分後に突入しろ」

　ウィーゼルからの指示を緊きん張ちようした面持ちで受けると、手下たちは突入に備えた。

　時間だ。ウィーゼルの手下たちは表と裏のドアを蹴破ると、次々と突入していく。その動きは力強くも滑なめらかで無駄がなく、訓練が行き届いているのが見て取れた。残ったウィーゼルの手下の中でも指折りの手て練だれで構成された突入部隊は、手早く、確実にアッシュの隠れ家を制圧していき、あとは一部屋を残すのみとなった。

　突入部隊は部屋のドアの両りよう脇わきに待機すると、ハンドシグナルで突入へのカウントダウンを開始した。三、二、一。カウントとともに緊張が高まる。突入部隊の面々もおそらくはこの部屋にいるであろう異能者のことは聞いている。ウィーゼルの手下たちやシルバーハーストの社員を翻弄した異能者。その強さは突入部隊の者たちもよくわかっていた。

　だからこそ、完全装備でこの隠れ家に乗り込んだのだ。

　だが、ドアを蹴破って突入してきた彼かれらを迎むかえたのは死体だった。

　部屋のクリアリングを済ませた突入部隊の隊員が死体に近づき、口を開く。

「なんなんだこれは？」

「知るか。見ての通りの死体だろ。頭を撃うち抜かれてる。まあ即――」

　その言葉が最後まで発せられることはなかった。突とつ如じよとして部屋の風景が歪ゆがむと突入部隊の隊員の喉が裂け、真っ赤な血が噴ふき出した。喉を裂かれた隊員は糸が切れたあやつり人形のようにくずおれた。

「な、なんだ！　何が起きた！」

　隊員のひとりが叫ぶ。また風景が歪む。今度はその体が持ち上がり、窓に向かって飛んでいった。盛大にガラスを突き破りながら地面に落ちる。

　部屋に残された隊員たちは、風景の歪みめがけて銃の引き金を引いた。

　放たれた銃弾が風景の歪みに吸い込まれるようにして消えていくのを目まの当あたりにすると、熟練の隊員たちもパニックに陥おちいった。彼らはあたりかまわず銃を撃ちまくり、次々と同士撃ちで倒たおれていった。

　隊員が最後のひとりになったことを確かく認にんすると、ノーマンは自身とモビルクレイの土人形にかけた擬ぎ態たい能力、Ｄ＆Ｄ社製クラス３モデル『カメレオン』を解除した。そして、天井に突き刺して取っ手がわりにして体を支えていたタクティカルナイフを抜ぬき、床ゆかに降り立った。

「大だい丈じよう夫ぶか？　アッシュ」

　死体役のアッシュに声をかける。

「い、生きた心地がしませんでしたよ。何発か弾たまが当たりそうになりましたよ」

　アッシュが血ち糊のりのついた頭を起こし、震ふるえながら答えた。

「死体役だからな。生きた心地はしないだろう」

　ノーマンはそう言うとただひとり生き残った隊員に向き直った。その男は放心状態だった。

「仕掛けは見ての通りだ。モビルクレイの人形にカメレオンをかけて部屋の景色に擬態させ、貴様らを襲おそわせた、とそういうわけだ。何か質問は？」

　言いながらノーマンは土人形に持たせたナイフを回収し、モビルクレイを解除する。土人形は元の土くれにもどった。

　放心状態の男はただ首を横に振ふるだけだった。

「そうか」言うとノーマンは四八口径を抜いた。




　散発的な銃じゆう声せいが止やんだあと再び大きな銃声が轟いた。

　突入部隊からの連れん絡らくは完全に途絶えた。

「くそっ！」

　ウィーゼルは無線機を叩き壊した。

「ボス！　ブラッド様の手下たちが攻せめてきました！」

「来たか。ギアを用意しろ！　私が出る！」

　ウィーゼルの手下たちが慌あわててギアの準備に走った。




「アッシュの奴やつはどこに行った？」

「うーん。見当たらないです。ほんとどこ行っちゃったんでしょう？」

　ノーマンは遮しや蔽へい物に身を隠しながら、シルバーハースト、ウィーゼルの連合軍を銃じゆう撃げきしつつはぐれたアッシュを捜していた。

「ん？　ようやく来たらしいな」

　ノーマンが言うと、アイビスが首を傾かしげた。

「来たって何がです？」

「ブラッドの手下たちだ」

　ノーマンを攻撃していたウィーゼル、シルバーハースト連合軍の側面に銃撃が加えられた。先頭に立っているのは頭に包帯を巻いたデズモンドだ。

　ノーマンは奇襲を受けて浮足立ったウィーゼルの手下たちを攻め立てる。

　ブラッドの手下たちの銃じゆう弾だんはノーマンの方にも飛んできた。

「こっちも撃ってきたか」

　楽しそうに言うと、ノーマンはデズモンドたちにも銃口を向けた。

　三つ巴どもえの銃撃戦の中で巨きよ人じんが立ち上がった。

「ノーマン！　アサルトギアですよ！」

　アイビスが声をかける。

「見ればわかる」

　ノーマンはそっけなく返しながら遮蔽物から飛び出して敵を射殺していく。六発撃ちきるとモビルクレイで土壁を展開して身を隠しながら再装填し、また敵を撃つ。それを数回繰り返し、あらかた敵を片づけたとき声をかけられた。

「あなたが殺やったのですか？」

　デズモンドだった。ロングマガジンが大きく突き出したマシンピストルを両手に構えている。銃口はノーマンに向けられていた。

「いや。おれじゃない」

　ノーマンは淡々と答える。

「そんなはずはない！」

「なぜだ？」

「証言がある！　あなたがボスを殺すのを見たという証言が！」

「誰だ？　そんなことを言っているのは」

「それは――」

「伏せろ！」

　ノーマンの言葉通りデズモンドが身を伏せる。デズモンドが立っていた空間を巨きよ大だいな腕うでが横よこ薙なぎにした。身を起こしたデズモンドが見たのはヒリアードⅦ型アサルトギアだった。ブラッドが所有していたヒリアードⅤ型アサルトギアの後継機だ。

「アサルトギア！　ウィーゼルか！」

「そのとおりだよ、デズモンド。では、死んでもらおうか」

　スピーカーからウィーゼルの声がした。

　アサルトギアはヒートブレードを抜くとブースターを吹かし、デズモンドに肉薄した。

　デズモンドはギアが振るうヒートブレードを機敏な動きで難なくかわす。

「この程度で私を斬れるとでも？」

　あざけるようにデズモンドが言う。

「斬ろうなんて思っていないさ」

　喜き悦えつをにじませた声音でウィーゼルが言うと、ギアの背部に隠されていた二本の補助腕が展開され、装備された小型マシンガンを発砲した。

「しまっ――」

　補助腕に気づいたときには遅おそかった。両足を撃ち抜かれ、膝ひざをつく。

　体勢を崩くずしたデズモンドにヒートブレードを槍やりのように構えたアサルトギアが迫せまる。

「死ねえ！」

　ウィーゼルの叫さけびとともに突き出されたヒートブレードがデズモンドを貫つらぬいた。

　体の内側を焼かれる痛みにデズモンドの喉から絶ぜつ叫きようが迸ほとばしる。

　叫びが途絶えたとき、デズモンドの体は力を失い、両りよう腕うでがだらりと脇にたれていた。

「はっ、ははははは！　勝った！　勝ったぞブラッド！　私の勝ちだ！」

　喜びのあまり我を失ったウィーゼルがコックピットのハッチを開け、地面に降り立って叫ぶ。

「やれやれ、品のない振る舞いだ」

　長ちよう髪はつをポニーテールにした男が言った。その顔にはあざがいくつもある。

「また殴られに来たのか、スミス？」

　ノーマンが楽しそうに言った。

　スミスの顔が憤ふん怒どに赤く染まる。

「黙だまれ。二度も同じ手が通じると思うなよ」

「同じ手が通じるかどうかはともかく、自分の後ろに気を配ったほうがいい」

　スミスの後方を指さしながらノーマンが言った。

「何を言うかと思えば……そんな下らん手を使うか。見損なったぞ回収屋」

　侮ぶ蔑べつの表情を浮うかべ、スミスが言った。

「親切で言ってやっているのにひどい言われようだ」

　ノーマンが大げさに肩をすくめる。

「ばかばかしい。そんな手に私がひっかかると――」

　そのときになってようやく背後の熱気に気がついたスミスはとっさに身を投げた。スミスがいた空間を炎ほのおを纏まとった腕が薙ぐ。

　間かん一いつ髪ぱつで炎をかわしたスミスは相手に目を向けた。その襲しゆう撃げき者しやは真っ白な仮面を着けていた。

「なんだ、貴様は！」

　仮面の襲撃者はスミスの言葉に答えず、再び両手に炎を纏う。

「まあいい。まずは貴様から切断して――」

　そのときスミスの体がバランスを崩し、前につんのめった。背中を強く押されたせいだ。ノーマンが気付かれないように起動していたモビルクレイによって大きく隆りゆう起きした地面の仕し業わざだった。

「後ろに気を配れと言っただろう？」

　ノーマンが笑った。

「おおああああああ！」

　両手を振り回まわして必死にバランスを取ろうとするスミスに向かって赤い軌き跡せきが迫る。

　二つの赤い軌跡がスミスの胴体を駆かけ抜ける。

　仮面の襲撃者の両手の炎によってスミスの体が三つに分解された。

「くはははは！　死んだ死んだ！　スミスも死んだ！　ブラッドも死んだ！　親父おやじも死んだ！　これでバリオスは私のものだ！　ははははははは！」

　スミスの最さい期ごを見届けたウィーゼルはタガが外れたような笑い声を上げた。

「そうでもなさそうだぞ」

　ノーマンが串刺しにされたデズモンドを見ながら言った。

「は？」

　喜びに水を差されたウィーゼルが呆ほうけたような顔をノーマンに向ける。

　その体が揺ゆらいだ。マシンピストルの掃射によって。

「デズ……モンド……」

　ウィーゼルの目が串刺しにされたまま両手のマシンピストルを持ち上げて引き金を引くデズモンドの姿を捉とらえる。

「この死にぞこないが！」

　銃撃のダメージをものともせずに、改めてデズモンドにとどめを刺すべく懐ふところから銃を抜く。しかし、引き金が引かれることはなかった。

　炎を纏った襲撃者の右みぎ腕うでがウィーゼルの胸を薙ぎ、左腕が頭を粉ふん砕さいしたからだ。

「……やりましたよ……ボス」

　ウィーゼルの最さい期ごを見届け、すべての力を使い果たしたデズモンドは今度こそ力ちから尽つきた。

　ウォーラー兄弟を殺した仮面の襲撃者がノーマンに向き直る。

「これで任務完了か？　アッシュ」

　ノーマンが気軽に声をかける。

「何言ってるですかノーマン？」

　ノーマンの言葉に驚おどろいたアイビスが姿を現す。

「まだですよ、旦那」

　仮面の襲撃者は静かに口を開くと、その顔を覆おおう仮面を外した。

「うそ……な、なんでアッシュさんが……」

　襲撃者の正体を知ったアイビスが目を瞠みはる。

「こいつはウィーゼルとシルバーハーストが手を組んでいることを知っていた。その話を出したときウィーゼルもブラッドもずいぶん驚いていたぞ。おれには噂うわさだなんて言っていたがそんな噂が流れていないのはウィーゼルの手下どもを尋問したときに確認した」

「あのときは少し、しゃべりすぎましたね」

「ウィーゼルが隠していてブラッドも知らないことを知っている人間なんてバリオスではサルバトーレくらいだ。つまりお前はサルバトーレの手先なんだよ。そして、おれの周りでサルバトーレの後こう継けい者しやと敵対者を殺して回っている白仮面がいる。この二人は同ひとり物だ」

「おれと会っていたとき旦那のスキャナーが反応しなかったのはどう説明するんですか？」

「簡単だ。お前はそのとき滞納者じゃなくなっていたんだよ。レオネス側の情報操作でな。このことはおれの同僚にも確認してある。おれに疑念を抱かせないためだったんだろうが、逆にこの情報操作がお前を疑う決め手になったな。情報操作をする以上、滞納者はおれの近くにいるはずだ」

「情報操作って……レオネス社もこれに絡からんでるっていうですか？」

「そうだ。サルバトーレの本当のパートナーはレオネスなんだろう。クラス６の異能もレオネスがサルバトーレに提供したのならウィーゼルやブラッドが異能に心当たりがないことに説明がつく。ついでに言えばウィーゼルがおれを雇おうとしたのも、ブラッドが異能の購こう入にゆうに同意したのも、おれがブラッドを殺したという情報が流れたのもサルバトーレの差し金だろう。奴がウィーゼルとブラッド、そしてデズモンドを操あやつったんだ」

「ちょっと待ってくださいよ。その言い方じゃまるでアッシュさんがサルバトーレさんのために動いてるみたいじゃないですか。サルバトーレさんは死んじゃったですよ」

「きちんと死体を確認したわけじゃない。ウィーゼルもやっていないと言っていたしな。大方、仮死状態にする薬でも使ったんだろう。執しつ事じのマイケルもグルなら偽装なんて簡単にできたはずだ」

「そんな……」

　アイビスが言葉を失う。

「旦那のおっしゃる通り、サルバトーレ様は生きています。おれは昔からサルバトーレ様の指示のもと、殺しをやってきました」

　アッシュが淡々と答える。

「で、でも何でこんなことしたですか！　ブラッドさんもウィーゼルさんもサルバトーレさんのお子さんじゃないですか！」

「おれにはサルバトーレ様の真意はわかりません、ただあの方に殺せと言われたから殺す。それだけです」

「おれも殺すのか？」

　Ｑ‐ｐｈｏｎｅの電源を切ってアイビスを消すとノーマンは愉ゆ快かいそうに訊く。

「サルバトーレ様の命令なので」

　アッシュは腰こしを落とし、両手に炎を出現させた。

　アッシュの異能がなんであるかノーマンは把握している。追いかけていた異能、レオネス社製クラス６モデル『アルデーズ』だ。この能力は極めて強力な炎を発するが、そのかわり炎を手元から離すことができない。つまりブレイズのように炎を飛ばすことはできない。

　当然、このことはアッシュも分かっている。だからこそアッシュは近距きよ離り戦に持ち込むべく異能で強化された筋力を生かし、猛然とノーマンに迫ると思われた。

　しかし、アッシュは燃え盛る両手を地面に突つき刺した。

　その奇き妙みような動きの狙ねらいを測りかね、ノーマンの動作が一いつ瞬しゆん止まる。

　次の瞬間、音を立ててノーマンの足元が弾はじけ蒸気が噴き出す。アッシュは地下の水道管めがけて両手を突き刺し、水道管を流れる水を一気に沸騰させて蒸気を発生させたのだった。

　あたりが発生した蒸気に包まれる。アッシュの姿を見失ったノーマンが舌打ちしながら飛び下がる。そこを蒸気の中から突き出された炎の左手が狙う。スレッジハンマーを起動、右手を巨きよ大だい化か、アルデーズを迎げい撃げきする。

　巨人の鉄てつ拳けんと紅ぐ蓮れんの炎がぶつかる。

　軍配は炎に上がった。ノーマンは右手をほとんど融とかしつくされた。大気を焼き切りながらアッシュの右手が突き出される。再びスレッジハンマーを起動、今度は左手を巨大化させる。

「無駄なことを」

　アッシュが言う。

「さて、どうかな」

　ノーマンが応じる。

　再び拳と炎が激げき突とつした。

　今度は炎が拳に打ち負けた。

「なっ！」

　アッシュが瞠どう目もくする。

　巨大な拳は土の籠こ手てを纏っていた。ノーマンはモビルクレイを瞬しゆん時じに起動して土の籠手を作り上げていた。

　炎の右手をはじいた勢いそのままに、アッシュの身を砕かんと土を纏った巨大な拳をたて続けに繰り出す。アッシュは素す早ばやく体勢を立て直すと応戦し、炎の両手で瞬またたく間まに土の籠手を融かしてゆく。しかし間に合わない。ついにノーマンの融けかけた左の拳がアッシュの体を捉えた。いかに筋力を強化した体でもこの拳には耐えられない、アッシュの体が吹き飛とばされる。

　ノーマンは吹き飛ばしたアッシュを追って疾しつ走そうし、大きく飛び上がって大おお火傷やけどを負っている左手を伸ばし、宙を舞まうアッシュの右足を掴つかむ。ノーマンの融けかけの右手にあるのはヴォルテクスを最大出力まで上げることで作り出された強力な竜たつ巻まきだ。左手でアッシュの足を引きよせ、右手に宿る竜巻を体に叩たたき込んだ。異能によって作り出された竜巻がアッシュの腹の上で炸裂し、アッシュの体を地面に向かって吹き飛ばした。

　アッシュは受け身をとって地面に落ちた。落下速度の割にダメージは大きくない。素早く立ち上がったところで異変に気づく。地面がまるで沼のようにぬかるんでいる。ノーマンの狙いに気付いた時には遅かった。アッシュを取り囲むように高さ三メートルほどの土の壁かべが出現する。

　着地したノーマンはモビルクレイを最大出力で起動、アッシュを土の壁で押おしつぶしにかかる。ぬかるんだ地面では脱出するのは不可能。土が大波となってアッシュを圧殺すべく迫った。

　だが、今度はノーマンが驚きよう愕がくする番だった。

　アッシュはアルデーズを最大出力にすると、両手を地面に突き刺し、自身を潰そうと迫っていた土の壁をあろうことか融かしつくしてしまった。

「やるじゃないか。さすがはクラス６だ」

　ノーマンが楽しそうに笑う。

「旦那に褒ほめてもらえるとは光栄ですね。しかし、あんたは一体何者なんです？　次から次へと違ちがう異能を繰り出すし、おまけにそのどれもがよく訓練されてる」

「おれに勝てたら教えてやるよ」

「その時には旦那は死んでるでしょ」

　二人は笑いあった。

「さて、なかなか楽しかったが、そろそろ終わりにするか」

　ノーマンはナイチンゲールによって修復された両手をスレッジハンマーで巨大化させ、その両手にモビルクレイで作った土の籠手を纏う。

「そうですね、終わりにしましょう」

　アッシュが出現させるのは紅蓮の炎だ。

　アルデーズを最大出力まで上げる。アッシュは両手を合わせると左手の炎を右手に移した。凶悪なまでの炎がその右手に宿る。

「さようなら、旦那」

　言葉とともにアッシュが筋力が強化された両足で駆けだす。

　ノーマンも駆けだすとＴＤ‐０３を起動、冷気によって土の籠手を凍りつかせてさらに強度を上げる。続いてヴォルテクスを最大出力で起動、両手に竜巻を纏ってさらに拳を加速させてアッシュに突っ込む。

　アッシュの間合いに入る。クラス６モデル『アルデーズ』の最大出力の炎がノーマンを消しつくさんと突き出される。突き出されたアッシュの右手を、巨大化させ、凍こおりついた土の籠手を纏い、竜巻で加速させた両手で迎むかえ撃つ。

　氷が融け、土が融け、両の手が融ける。頭の芯を焼くような激痛が走る。

　激突によってノーマンの両の肘から先が完全に融け落ちた。

　戦果を確認するとアッシュが飛び下がって間合いを取った。

「おれの異能は打ち止めのようですね」

　かすかに残っていたアッシュの右手の炎が消える。

「最大出力での攻こう撃げき一回で終わりか。訓練不足なんじゃないか？」

　ノーマンが言った。両腕を失ったにもかかわらず、その顔には汗ひとつ浮かんでいない。

「大した余よ裕ゆうですね。でも、おれにはこれがある」

　懐からセミオートを抜き、銃じゆう口こうをノーマンに向ける。

「終わりですよ」

「お前はな。おれはまだいける」

　ナイチンゲールを起動し、瞬時に両手を再生。続いてスレッジハンマーを起動して再生させた両手を巨大化させる。さらにモビルクレイを起動して両手に土の籠手を形成する。今度はＴＤ‐０３を起動して土の籠手を冷気で凍りつかせて強度を上げる。最後にヴォルテクスを起動して両手に竜巻を纏う。

「冗じよう談だんでしょう。まだ余力があるなんて」

　苦も無く異能を使うノーマンをアッシュは茫ぼう然ぜんと見ていた。

　アルデーズの最大出力によって何とかしのいだ攻撃が再び繰くり出される。

「まいったなあ」

　アッシュはもう動けなかった。

　ノーマンは両手を打ち込んだ。




「何……メートルくらい……飛ばされ……たんですかね？」

　地面に横たわったまま、時折血を吐はきながらアッシュが言った。

「ざっと百メートルほどだな」

　先ほど攻撃を打ち込んだ地点の方に目を向けるとノーマンが答えた。

「ははっ……そんなに飛ばされたのは……初めてだ」

　力なくアッシュが笑う。だが、笑うと全身の骨を砕かれた体が痛むのか顔をしかめた。

「だろうな」

　ノーマンがアッシュを見下ろす。その右手には四八口径のリボルバーが握にぎられている。

「それにしても旦那は強いですね……おれの持ってる異能のほうがクラスは上なのに……」

　少しだけ悔しそうにアッシュが言った。

「練度と適性の違いだな。まあ、三十年くらい鍛きたえればいい勝負ができるようになるんじゃないか？」

「そんなに……時間がたったら……爺じいさんに……なっちまいますよ」

　アッシュが笑えみを浮かべる。

「さてと、もらうものをもらおうか」

「命……取るだけじゃ……足りねえってんですか？」

「そもそもお前の命は二の次なんだよ」

　ノーマンはそう言ってかがみ込み、アッシュの胸のアミュレットに手をかけた。

　Ｑ‐ｐｈｏｎｅを操作し、レオネス社製クラス６モデル『アルデーズ』を回収する。

「ははっ……ウォーラーファミリーも……シルバーハーストも壊かい滅めつさせて、やることが異能の……回収ですか……」

「当然だろう。おれをいったい何だと思っていたんだ？」

　ノーマンはそう問いかけた。

　だが、アッシュはもう息を引き取っていた。




「旦那さま……お逃げください……」

　マイケルは何とか応接間の扉とびらをあけ、主に危機を伝えた。そこで力尽き、扉にもたれかかった。

「君が来るとは……」

　戦せん闘とうで破は壊かいされた応接間の整理をしていたサルバトーレ・ウォーラーが息をのんだ。

「アッシュは死んだ」

　ノーマンが告げる。手にした四八口径の銃口からは硝しよう煙えんが立ちのぼっている。

　血の付いた白い仮面をサルバトーレのテーブルに放った。

「役立たずめ。最後の最後でしくじりおって」

　テーブルの上の仮面に一いち瞥べつをくれるとサルバトーレが吐き捨すてるように言った。

「結局お前はウィーゼルもブラッドも後継者として認めるつもりがなかったんだな」

「その通りだよ。この地域の支配者はこの私だけだ」

　サルバトーレは椅い子すに座ると肘をテーブルに乗せ、指を組んだ。

「シルバーハーストにおれを狙うように依い頼らいしたのもお前か？」

「エサがクラス６の異能だけでは少々不安だったのでね」

「ウィーゼルがレオネスと組もうとしているとブラッドに吹き込んだのも、おれがブラッドを殺したという噂を流したのもお前だな」

「そうだ。デズモンドといいブラッドといい実に扱いやすかった」

　サルバトーレの顔にはかつてこの部屋で見せた柔にゆう和わな笑みとは全く違う笑みが浮かんでいた。

「それだけ聞ければ十分だ」

　四八口径を持ち上げる。

「なんだ？　撃つのか？　この私を？」

　四八口径のハンマーに指をかける。
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「はっ、馬ば鹿かめ」

　蔑さげすむような眼めをノーマンに向けると、サルバトーレはテーブルの下に手を伸のばした。

　テーブルの天板に取り付けた、銃身が切りつめられた水平二連ショットガンの引き金に指をかける。

「死ね」

　引き金を引いた。

　しかし、目の前のノーマンは健在だった。

　目に映る光景が信じられず、何度もショットガンの引き金を引く。

「お前が死を偽装した後、おれはこの部屋に残ったんだが、その時こんなものを見つけてな。物騒だったんで抜いておいた」

　ノーマンは上着のポケットから十二番径のショットシェルを二つ取り出し、床に落とした。

「た、頼たのむ。助けてくれ」

　死人のような顔になったサルバトーレが懇こん願がんする。

　ノーマンはスプリングの抵てい抗こうに逆らいながらゆっくりとハンマーを起こす。

「わ、私がどんな思いでこの場所を作り上げたと思っている！」

　サルバトーレが叫ぶ。

　シリンダーが回転する。

「私でなくては駄だ目めなのだバリオスは！　ブラッドでもウィーゼルでもましてやシルバーハーストでもない！　私だ！」

　六インチの銃身をターゲットに向け、狙いを定める。

「ブラッドもウィーゼルもバリオスにはふさわしくない！　この私だけだ！　この場所に君臨していいのはこの私だけなのだ！」

　引き金に指をかける。

「なぜだ！　なぜ私を撃つ！　貴様は所しよ詮せんよそ者だろう！　貴様に何の関係がある！」

「死人は死人らしく黙っていろ。やかましいんだよ」

　引き金が引かれた。




「終わりましたか？」

　ウォーラー邸ていを出て、レンタカーの方へ歩き出したノーマンに声がかかる。

「ああ」

「いやあ、お疲れ様でした。これでバリオスはレオネス社のものです。この地域は長年、わが社の頭痛の種だったのですよ」

　黄色いスーツの太った男、レオネス社第一営業部長ジョン・オアは満面の笑みを浮かべてノーマンを労った。

「今回の一件はあんたとサルバトーレが画策したことだろう？　サルバトーレは自分の息子むすこたちが消えることを望み、レオネスはサルバトーレの後継者が消えることを望んだ。両者の望みが一いつ致ちしたわけだ」

　ノーマンが続ける。

「サルバトーレとあんたはクラス６の異能をエサに回収屋を呼び寄せ、後継者争いに巻き込ませることでブラッドとウィーゼルの対立を決定的なものにする。そして、対立の混乱の中でアッシュを使って二人の後継者を消す。最後に用済みになった回収屋を消して終わりだ」

「正確にいえばそれはウォーラー氏の計画ですね。彼はあなたが来ることを知りませんでしたから。私としてはウォーラー氏にも消えて欲しかったのですよ。そこで、あなたに白羽の矢が立ったわけです。クラス６の異能使いにも勝てる回収屋であるあなたにね」

　得意げにオアが言った。

「よくおれを使う許可が下りたものだ」

「それなんですがね、計画そのものは承認されたのですが、上はあなたを使うことに関しては最後まで反対しまして……あなたを呼び寄せたのは私の独断なんですよ。まあ、こうして計画通りに事が進んだのですから些さ末まつなことですがね」

「クラス６の異能の滞たい納のう者しや情報を改ざんしていたのもあんたか？」

「もちろん。最初はあなただけに滞納者情報が届くようにしましたし、あなたがこの街に来てからは必要に応じて滞納者として登録してあなたのスキャナーに反応するようにしたり、データを消して反応しないようにしたりしたわけです。前例がないことだったのでなかなか大変でしたよ……おっと、大変だったなどと言っては失礼ですね。この計画における最大の功労者はあなたなのですから」

「それなら、功労者の頼みをひとつ聞いてくれないか？」

「なんです？　私にできることはあまり多くありませんが、できる限りの努力はしますよ」

　満面の笑みを浮かべてオアが言った。

「死ね」

　言葉よりも早くノーマンの手がホルスターの四八口径に伸び、電光石火の抜き打ちをジョン・オアの眉み間けんに見み舞まう。

　黄色の帽ぼう子しが宙を舞った。

「おれに手を出したのは間ま違ちがいだったな」

　四八口径をホルスターに収めながら、ジョン・オアの死体を見下ろす。

「そうでしょうか？」

　ノーマンが目を瞠る。聞き覚えのある声のほうを振り向く。

　そこに立っていたのはレオネス社第一営業部長ジョン・オアだった。

「分身能力……」

　ノーマンが苦々しげにつぶやく。ノーマンの背後で地面に倒れていたオアの体が霧む散さんした。

「クラス７モデル『ドッペルゲンガー』……私が持つ唯一の異能です。便利な異能ですよ、これは。営業の仕事にはもってこいです。あなたも導入を検討されてはいかがです？」

「当然、それも分身なんだろう？」

「もちろん。本体は本社で今回の計画の成功を報告しているところですよ」

　ジョン・オアの顔には屈くつ託たくのない笑みが浮かんでいた。

「それは少し待ったほうがいいな」

「なぜです？」

　オアが眉まゆ根ねを寄せる。

「お前の作戦はもうすぐ失敗するからだよ」

　ノーマンが口くちの端はをつり上げる。

「あなたが手を下したサルバトーレ・ウォーラー氏を含めバリオスの有力者はすべて死んだのですよ。このことを報告すれば、わが社の精せい鋭えい部隊が編成されてバリオスの中心部に派は遣けんされます。そうすればこの地域はわが社のものだ」

「今から部隊を編成するんじゃ手遅れになるんだよ。メルカートはもうここに部隊を送り込んでいるんだからな」

「メルカートですって？」

　オアの顔から初めて笑みが消えた。

「そうだ。たまたまこのあたりに来ていたメルカートのスパイと知り合ってな、サルバトーレ達たちが今日死ぬことを伝えておいたんだよ」

「仮にそのスパイとやらに情報が渡わたったとしてもメルカートが部隊を準備するには時間がかかるでしょう。私たちのほうが早く制圧できますよ」

「それはどうでしょうね？　僕ぼくが直接命令を下しましたから、うちの部下たちはなかなか迅じん速そくに動いてくれてますよ？」

　ノーマンが乗ってきたレンタカーから降りてきたヴァレンスがオアに笑みを向けた。

「ヴァレンス・フィナー！　メルカート最高戦力である死の騎士団ロス・カバレロスの副団長がなぜこんなところに！」

　自分の想定を超こえた事態にオアが取り乱す。

「僕って旅行好きなんですよ」

　ヴァレンスの穏おだやかな笑え顔がおにオアは唇くちびるをかみしめた。

「なんだ、お前有名人だったのか」

　オアの反応を見たノーマンが言った。

「あなたほどじゃありませんがね」

　ヴァレンスがノーマンに片目をつぶって見せた。

「さて、どうするジョン・オア？　独断でおれを使った挙句、おれのせいで計画が破は綻たんしたとなるとまずいんじゃないか？」

　愉ゆ快かいそうにノーマンが言った。

「今回は私の負けのようですね。ここは引くことにしましょう」

　憤ふん怒どにひきつった笑みを浮かべてジョン・オアが言った。

「それなら最後にもう一発くらっていけ」

　ホルスターから引き抜ぬいた四八口径をオアに向け、引き金を引いた。

　放たれた弾だん丸がんはオアの胸を撃うち抜いた。

「ノーマン！」

　怨えん嗟さの叫びとともにオアの分身の体が霧散した。

「ご協力感謝しますよ、ノーマンさん」

　ヴァレンスがノーマンに手を差し出だす。

「あの男の思い通りになるのが気に入らなかっただけだ」

　伸ばされた手を無視したノーマンが言った。

「そうだ、これを機にメルカートに入るってわけにはいきませんかね？　僕がこうしてるのを見ればわかると思いますが、うちの会社は結構融ゆう通ずうが利ききますよ？」

「おれがうなずくと本気で思っているのか？」

　それだけ言うとノーマンはレンタカーに乗り込んだ。




「まあ、思っちゃいませんけどね」

　ヴァレンスは肩かたをすくめて走り去るレンタカーを見送った。

　レンタカーが見えなくなるとヴァレンスが地面に形作る影かげから音もなく手が飛び出し、次いで頭部、胴体、脚きやく部ぶが現れた。

「副団長、制圧部隊の展開が完かん了りようしました」

　影に潜っていた黒のライダースーツ姿の女がヴァレンスに報告した。

「ご苦労様。あとのことは僕がやるからもういいよ」

「副団長、あの男、殺しましょうか？」

　澄んだ、静かな声だったが、確かな殺意が込められていた。

「殺す？　君が？　彼かれを？　無理だよ。それは無理だ」

　部下の言葉にヴァレンスは体を二つに折ってげらげらと笑った。

「副団長？」

　怪け訝げんな顔をして女は笑い続けるヴァレンスを見た。

「ああ、済まない。君には伝えていなかったね。彼はノーマン。『黒の異能使い』だよ」

　笑いすぎで浮かんだ涙なみだをぬぐいながらヴァレンスが言った。

「なっ！　元『第八特務部隊セクシヨンエイト』副隊長ですか！」

「そうだよ。レオネス社最強の異能者部隊、第八特務部隊の元副隊長にして世界で唯一異能七系統すべてにＡランクの適性を持つ男、許容量は測定不能。ハイクラスの異能を目いっぱいインストールしたせいで黒く染まったアミュレットを持つ、通称『黒の異能使い』。もっとも、除隊した時に異能はすべてレオネスに返上したそうだからアミュレットの色が元に戻もどってないだけで、いま持っている異能はだいぶ減ってるはずだけどね」

「そんな男が一体なぜ回収屋になど……」

「『異能を持った人間を狩ることを覚えたらほかの獲え物ものでは満足できなくなる』と言っていたよ」

「や、やはり、奴やつを野放しにするわけには――」

　震ふるえる声で女が言った。

「僕は君じゃ無理だと言ったんだが」

　わずかばかりの不快感をにじませてヴァレンスが言った。

「も、申し訳ありません！」

　女の反応は劇的だった。思わずヴァレンスに平身低頭してしまっていた。

「そんなにかしこまらなくてもいいよ」

　ヴァレンスが苦笑いを浮かべる。

「彼が向かってくるようなら、その時は僕が相手をするさ。『異能を持った人間を狩ることを覚えたらほかの獲物では満足できなくなる』のは彼だけじゃないからね」

　ノーマンが走り去った方角を見ながら死の騎士団の副団長が言った。







エピローグ　狩りは終わらない







　昼ひる頃ごろにバリオスから戻ったノーマンは債権回収機構リポゼツシヨンエージエンシーボトルフ支部の入り口のドアを開けた。

「動くな」

　ノーマンを出で迎むかえたのは目だし帽ぼうをかぶった三人組と後ろ手に縛しばられて、床ゆかに座らされているリン、ジン、そしてひとりだけ両足も拘こう束そくされて芋いも虫むしのように床に転がされているハワードだった。目だし帽の三人組は縛ったリンたちに銃じゆうを向けている。

「何をやっているんだ？　バカども」

　ため息をついてノーマンが言った。

「武器を捨ててもらおうか」

　目だし帽たちが銃口をノーマンに向ける。

「キャー、タスケテー、コロサレルー」

　全く危機感を持っていない声音でリンが叫さけんだ。

「黙だまれ！」

　リンの近くにいた目だし帽のひとりが銃じゆう床しようをリンの頭に振ふり下おろす。

「よっと」

　リンは器用に体をくねらせて目だし帽の一いち撃げきをかわした。

「痛い！」

　かわされた銃床はリンの隣となりに座すわっていたジンの顔に命中した。

「よけないでよ」

　鼻から血を流しながらジンが言った。

「よけなきゃあたしの美肌が台無しになっちゃうじゃん」

「君は言うほどきれいな肌じゃな――」

「ふんっ！」

　気合とともに上半身のバネで頭を振り、隣のジンの顔面に強きよう烈れつな頭突きを見舞う。

「さっきのより痛い！」

　ジンが悲痛な叫びを漏もらす。

「思い知ったか」

　リンは満足げに鼻を鳴らした。

「お前がノックアウトしてどうすんだよ」

　ハワードが言った。

「勝手に動くな！」

　目だし帽のひとりがハワードの頭を蹴けり飛ばす。

「痛え！　俺は動いてねーよ！」

　蹴られたハワードが抗こう議ぎする。

「黙れ！　撃たれたいのか！」

　ハワードの頭に銃口が向けられる。

「いやだなあ、そんなわけないじゃないですか、はははは」

　銃口から目を背そむけながらハワードが言い、乾いた笑い声をあげる。

「武器を捨てればいいんだな」

　ノーマンが言った。

「ゆっくりとやれ、でないとこいつらが死ぬぞ」

　目だし帽たちが人質に銃口を向ける。

「分かっている」

　言われた通りゆっくりと銃とナイフを捨てた。

「これも捨てるのか？」

　二本指でホルダーから摘つまみ上げたＱ‐ｐｈｏｎｅを掲かかげる。

「そんなものはどうでもいい」

「そうか、なかなか面白おもしろいことができるんだがな……アイビス！」

　ノーマンがにやりと笑う。

「はいです！　フルパワーなのです！」

　Ｑ‐ｐｈｏｎｅから気合の入ったアイビスの声がした。

　目だし帽たちの目に困こん惑わくの色が浮うかんだ。次の瞬間、彼らの視界が赤と銀に埋うめ尽つくされた。

「何だ一体！」

　目だし帽たちが慌あわてて引き金を引く。銃じゆう弾だんが壁をうがち、デスクを貫つらぬき、椅子を破壊した。

「ぎゃあああ！　殺されるううう！」

　リンが先ほどのやる気のない悲鳴とは違う悲鳴をあげながら、銃弾を避さけるべくのたうち回る。

　目だし帽たちの銃が発するものとは異なる、重い銃じゆう声せいが二回響ひびいた。目だし帽二人の頭が爆はぜた。

　さらに二回重い銃声が響き、最後の目だし帽が両りよう膝ひざを撃ち抜かれて倒たおれた。

「もういいぞアイビス」

　デスクの陰かげに隠かくれていたノーマンが言った。ノーマンの右手ではデスクの陰に逃げ込む際に拾っておいた四八口径のリボルバーから硝煙が立ち上っていた。

「はいです」

　アイビスは限界まで大きくしていた立体映像を小さくした。

「ふふん、どうですかわたしの必殺技は！　見事に攪かく乱らんできたでしょう？」

「まあまあのアシストだったな」

「気のない返事ですがまあいいでしょう……ってなんですかこれはーー！」

　銃弾によってめちゃくちゃにされた支部を目まの当あたりにしたアイビスが絶ぜつ叫きようした。

　ノーマンは肩をすくめると拘束された三人に歩み寄った。

「ふざけんなよてめえ！」

「弾当たったらどうすんのさ！」

「死ぬかと思いましたよ」

　ハワード、リン、ジンが抗議の声を上げる。

「お前ら一体何をやっているんだ？　この程度の連中に拘束されるようなタマじゃないだろう？」

　三人の拘束を解いてやるとノーマンが言った。

「何って人質ごっこだけど？　あの人たちが銃持って押し入ってきてさ、『お前らを人質にする』なんて言うから面白そうだなって思って……」

　悪びれもせずにリンが答えた。

　ノーマンはため息をつくと、倒れた際に取り落とした銃を拾おうとしていた目だし帽の右手を踏ふみ砕くだいた。

　苦く悶もんの声を上げる目だし帽の頭に四八口径の銃身を叩き込む。

「殺し屋だな？　なぜおれたちを狙う？」

　ノーマンが目だし帽に言った。

「この支部の回収屋がわが社の社員を襲おそったからだ。おかげで仕事が頓とん挫ざし、わが社の信用に傷がついた」

　床に倒れ込んだまま目だし帽が答える。

「殺し屋襲った覚えなんかねーぞ」

　ハワードが言った。リンとジンが顔を見合わせるがお互い心当たりはないようだった。

「ほんの一週間前のことだぞ」

　目だし帽が言った。

「……ああ、あのスキンヘッドのことか。あいつが殺し屋だったとはな」

　ノーマンの頭に路地裏での戦闘の記き憶おくがよみがえる。

「思い出したようだな。せいぜい後悔するがいい。ストロングホールド社に手を――」

　目だし帽の言葉は遮さえぎられた。ノーマンが首を踏みつけたからだ。

「それが知りたかったんだ。ストロングホールドか。それさえわかればいい」

　足に力が加えられていく。

「さて、もうお前を生かしておく理由はないな」

　首の骨が折れる音がした。

　Ｑ‐ｐｈｏｎｅを取り出し、ストロングホールド社の番号を調べ、ダイアルした。

「ストロングホールド社でございます」

「社長を頼む」

「どちら様でしょうか」

「債権回収機構ボトルフ支部の者だと伝えてくれ」

「少々お待ちください」

　十分ほど保留音を聞いた。

「私が社長のミラーだが」

　用心深い男の声がした。

「ごきげんよう、ミスター・ミラー。今あんたの部下を三人ほど殺したところだ」

　ミラーがうなる。

「おれたちから手を引け。さもないとストロングホールドが消えることになるぞ」

「何を馬鹿なことを。貴様らを消してやる」

「そんな選択肢はない。あんたの選択肢は引くか消えるかだ」

　ミラーは嘲ちよう笑しようした。

「調子に乗るな。貴様らに何ができる」

「会いに行くぞ。ミスター・ミラー」

　電話が切れた。交こう渉しようは決けつ裂れつした。

「お前ら、人質ごっこの次は戦争ごっこをやらないか？」

　狩りに臨む肉にく食しよく獣じゆうのような笑みを浮かべてノーマンが言った。

　三人はノーマンと同じ笑みで答えた。

「…………支部をこんなにした人たちに遠えん慮りよはいりません。ノーマン！　叩たたき潰つぶすのです！」

　支部の惨さん状じように放心状態になっていたアイビスが我に返り、親指で首をかき切る仕草をして、ノーマンに命じた。

　珍めずらしくやる気になっているアイビスの姿にノーマンは苦笑した。

「決まりだな、じゃあ行くか」

　ノーマンは歩き出した。

　黒いアミュレットを胸に輝かがやかせて。
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あとがき







　ローンが払えなくなった購入者から企業が売った異能を強制的に取り立てる。

　それがこの物語の主人公ノーマンのお仕事なわけですが、実はこの仕事、完全な創作というわけではなかったりします。

　一般に「レポマン」と呼ばれる債権回収代行人たちが本作の異能回収代行人のモチーフになっておりまして、実はこのレポマンを題材にしたハリウッド映画もあったりします。

　これらの映画のなかには企業が売った「人じん工こう臓ぞう器き」をローンが払えなくなった購入者から「強制的」に「取り立てる」という本作よりもさらにバイオレンスな世界が描かれる作品なんかもありますので興味を持たれた方は調べてみると楽しいかもしれません。

　自己紹介がまだでした。第十回ＨＪ文庫大賞にて銀賞を受賞いたしました、三さん条じようツバメとします。

　一昨年の十月にホビージャパンへ原げん稿こうの入ったＵＳＢメモリを送ってからこの後書きを書くまでの間にいろいろなことがありました。

　ホームページで一次審査の通過を知って受賞を確信したり、二次審査の通過を知って携けい帯たい電でん話わを肌はだ身み離さず持つようにしたり、知らない番号から携帯に電話がかかってきたり、その電話に出たら相手がＨＪ文庫の編へん集しゆう者しやだと名乗ったり、編集者さんの「プロとしてやっていく気はありますか？」という質問に若じやつ干かん食い気味に答えたり、打ち合わせのために編集部がある新宿まで行って苦もなく迷子になったり、電話をかけてくれた担たん当とうさんと初めて顔を合わせたり、授賞式で同期の受賞者の方に会ったり、イラストレーターさんが決まったり、バレンタインデーに九きゆう股またかけて修しゆ羅ら場ばったり、甲かつ冑ちゆうに身を包んで侍さむらいと蛮ばん族ぞくを相手に縄なわ張ばり争いをしたり、ボリビアで銃をカスタムしながら麻薬組織と戦ったり、百年の眠りから覚めて退魔の剣を手に厄災を滅ぼしたり…………こいつ、実はゲームしかやってないんじゃないかと疑われる前に謝しや辞じに移ろうと思います。

　ＨＪ文庫大賞関係各位の皆様、拙せつ作さくを選んでいただきありがとうございました。

　担当編集者様、右も左もわからない新人にいつも適切なアドバイスをくださりありがとうございます。

　イラストの赤あか井いてら様、素晴らしいイラストをありがとうございます。個人的にジョン・オアのデザインがとても気に入っております。

　この小説を本にすることに関わってくださったすべての方々に感謝を。

　そして、この後書きを読んでくださっている読者の皆様、このお話を楽しんでいただければ幸いです。

三条ツバメ
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